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  　この小説には暴力シーンやその他過激な表現が含まれます。未成年の観賞に関しては、周囲の大人、保護書の皆様のご配慮をお願い致します。



  武林クロスロード３登場人物

  

  主な登場人物

  

  レイ・シュンライ……リョウカの師匠、最強の武ぶ俠きょうの一人

  リョウカ……大陸最強を目指す、器き解かい族ぞく姫ひめ巫み女この娘

  ヒュンラ……元ルカン朝の将軍

  ホウショウ……都を追放された元・軍師

  リラン……ホウショウの世話係

  オンリン……シュンライの妹分

  ラゴン・ジュバン……朝廷軍の征せい西さい将軍

  リンカ……ラゴンの右腕

  カシュラ……海賊の少女

  メジーナ……ジャン国宰相

  シェラーシャ……ジャン国女王

  アルシャーサ……ジャン国第一王女

  アオリザ……ジャン国第二王女

  ニスーラ……アルシャの護衛役、毒手拳の達人

  シュリン・ポー……ジャン国の大将軍

  ラミン・ガラエダ……ジャン国水軍大将

  フィフィ……水着侍女、シュンライたちの世話係

  コロン……水着侍女、シュンライたちの世話係

  ジュジュ……水着侍女、リョウカ専属の世話係

  カルザ……元・鎮ちん西ぜい将軍、ヒュンラの母

  ジャホウセン……元・崩ほう天てん教きょう主しゅ、シュンライたちの捕ほ虜りょ

  ヤド……「色事師」を名乗る少女

  カザミ……ヤドの助手にして用心棒



  


  プロローグ

  

  　帝都八はつ卦け封ほう中心部、皇帝バラカン・ルカンの居城「伏ふつ義き城」は三重の城壁によって守られている。三重の城壁に、八つの門。皇帝の私生活の場である「太たい極きよく宮きゆう」にたどり着く門は第二離り火か門のみ。第二離火門には、皇帝近この衛え府ふの頂点・五ご鎖さ衆しゆうが常時待機している。

  　第二離火門を、四人の男女が通過した。

  　四人はいずれも武術の達人だった。歩き方、呼吸法を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。氷の上を滑るようにするすると歩みを進め体重や気配を感じさせず、それでいて眼光は常に周囲を威圧している。

  　皇帝の右腕、大将軍ユゴ・ウーイン。

  　征東将軍リン・ルカン。

  　征南将軍ユイ・シューホウ。

  　征北将軍グホン・ホウサンリュウ。

  　大将軍配下の四人の征将軍のうち、今ここにいないのは遠征中の征西将軍ラゴン・ジュバンだけだ。

  　四人は、太極宮謁えつ見けんの間まにたどり着いた。謁見の間は、部屋が階段状になっている不思議な空間だ。頂点に皇帝が座し、謁見する者は階段の一番下から大声で話しかける。部屋の四隅には、専門の訓練を受けて武装した侍じ女じよが合わせて四十人待機している。

  「大将軍ユゴ・ウーイン以下、征将軍三名ただいま参上いたしました……！」

  　というユゴの言葉とともに、四人は階段の下方で一いつ斉せいにひざまずいた。

  　リン・ルカンは皇帝の実の娘だが、こうして顔を合わせるのは数年ぶりだった。

  「遠えん路ろはるばるご苦労」

  　バラカン・ルカン皇帝は面めん倒どう臭くさそうに言った。

  「もったいなきお言葉」

  　と、ユゴは深々と頭を下げる。三人の征将軍も同じようにする。

  「そなたらに集まってもらったのはほかでもない。器き解かい族ぞくの生き残りについてだ」

  　器解族とは、体の一部を「武器化」することができる古代の戦闘民族である。人数はそれほどでもないが個々人の戦闘能力が異常なまでに高く、特に暗殺を得意とし、しかも朝ちよう廷ていにまったく従わないことから、軍が皆殺しにしたはずだった。

  「噂うわさは聞いております」と、ユゴ。「器解族姫ひめ巫み女この娘が、あの凄すご腕うでの武ぶ侠きようレイ・シュンライとともに、朝廷軍の拠きよ点てんを潰つぶしつつこの八卦封を目指しているとか……」

  「すでに、ヒュンラ、カルザがしくじった」そう言って、皇帝は舌打ちした。「今は母娘おやこそろって反乱軍の慰み者にされているらしい」

  「……っ！」

  　慰み者、と聞いて征南将軍ユイ・シューホウの表情が曇くもった。朝廷軍の中でも一、二を争うほどの美女であるユイが、征西将軍ラゴン配下の鎮ちん西ぜい将軍カルザにただならぬ想いを寄せていることは、ここにいる全員が知っていることだった。

  「今すぐに、私がカルザの救出に向かいます……！」

  「ならん」

  　ユイの申し出を、皇帝は即座にはねつけた。

  「カルザを助けるのは『ついで』でいい。それに、今レイ・シュンライ討とう伐ばつの任を請うけ負おっているのは征西将軍のラゴンだ。ユイはラゴンの顔を潰つぶす気か」

  「い、いえ……そのようなつもりは毛頭も……」

  「ならばもう少し朕ちんの話を黙って聞いておれ」

  「はっ、申し訳ありません……！」

  「とにかく、問題は器き解かい族ぞくだ。姫ひめ巫み女こランスウの娘とやらは、反乱軍と結んで『六ろく門もん器械』を取り戻そうと思っているに違いない」

  　器解族の姫巫女は、体を切り離していくとその各部位がすべて武器になっていくという特性を持っていた。そうやって生まれた武器は「六門器械」と呼ばれ、普通の武器ではまったく敵かなわない切れ味を誇る。六門器械は敵の楯たても武器も易やす々やすと斬り裂き、完全武装の兵士を何千万倒そうと刃こぼれ一つしないのだ。

  　姫巫女ランスウは、五ご鎖さ衆しゆうが捕らえた。五鎖衆はランスウを解体し、その結果生まれた六つの武器を皇帝に献けん上じようした。六門器械は現在、皇帝、大将軍、四人の征将軍が所有している。

  「姫巫女の娘は、六門器械をつなぎ合わせて母を生き返らせるつもりなのだ」

  「そうなれば……」と、大将軍ユゴ。「反朝ちよう廷てい勢力は勢いづくでしょう。滅びたはずの古代民族の末まつ裔えい。いい宣せん伝でんになるし、士し気きを鼓こ舞ぶするための象しよう徴ちようにもなる。しかも器解族の姫巫女の家系となると、成長すればどんな達人になるか想像もつかない……」

  「その通りだ」と、皇帝はうなずき、「恐らく、ラゴンはレイ・シュンライには負けんだろう。ラゴンにも、強力な六門器械を渡してあるからだ。だがしかし、用心もしておきたい……」

  「と、いうと？」

  「北ほく天てん派武ぶ功こう山ざんにも動いてもらう」
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  １章

  



  
    １
  


  

  　――皇帝バラカン・ルカンの治ち世せい。

  　ルカン朝ちよう廷ていは、その圧倒的な軍事力を背景に広大な東方大陸のほぼ全土を掌しよう握あくしていた。

  　刃向かうものは皆殺しにし、国民には重い税をかけているルカン朝。少数民族や名のある武ぶ侠きようたちが朝廷への反抗を続けているが、やはりあまりにも戦力に差がありすぎた。皇帝の後こう宮きゆうや巨大浴場建設のために駆り出された数万という奴ど隷れいが過酷な労ろう役えきの末に過労死し、鎮ちん圧あつされた反乱軍兵士は生きたまま土に埋められる。そんな時代――。

  

  　東方大陸南西部辺境の霊れい峰ほうコルンから、仙術の修行を積んでいた少女が旅立った。その少女の名は、リョウカ。リョウカは、幼おさない頃ころに母と約束していた。大陸最強の称号、「双そう天てん武ぶ王おう」になるという約束だ。双天武王になれば、リョウカは両親を捜し出し、自分の体に秘められた龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの謎を解くことができると信じていた。

  　旅を始めて、リョウカは武術の師し匠しよう――レイ・シュンライ――と出会い、様々な敵と戦ううちに、旅の目的が少しずつ変わっていった。母が六つの武器に分解されたことを知って、それを集めるという目的が加わったのだ。そのためには、やはり双天武王になるしかなかった。同時に、ルカン朝との本格的な戦いも避けられないと思った。

  　そんなリョウカは、今船の上にいる。

  　ジャン国首都に向かう船旅の途中。船は、「水すい竜りゆう船せん」と呼ばれるジャン国の戦艦だ。三反たんの帆ほが張られているが、主な推進力はおよそ百挺ちようの艪ろによって生み出される。百挺の艪に百人の漕こぎ手がつき、二十人の水か手こ（船員）が帆や碇いかりなどを扱い、さらに百人ちょっとの水兵が乗り込む。船室は三層になっており、まるで海上の小さな砦とりでだった。

  　海上の砦の上で――リョウカは海賊の少女と戦っている。

  　海賊の少女は、カシュラと名乗った。

  　リョウカもカシュラも素す手でである。二人の体はすでに大量の汗で濡れている。船の甲かん板ぱん上にいるせいか、いつもよりずっと陽の光を強く感じる。

  　カシュラは海賊らしくすっかり日焼けしていて、体は引き締まった筋肉質。いつ海に飛び込んでもいいように、防具や衣服の面積は必要最低限だ。年齢は、リョウカよりも少し上だろう。大人の色気と海賊ゆえの大胆さを同時に兼ね備えている。黒い髪は極端に短く、目つきが鋭するどい。

  　シュンライの教えを受け、武術家として急成長を果たしたリョウカは、ここ最近身長も伸びてきた。体つきは立派に、顔つきも少しだけ精せい悍かんになり、衣服も修行中の道どう士し用のものから武術家らしく動きやすいぴったりとしたものに変わった。

  　リョウカは、最近覚おぼえたばかりの北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん・貪どん狼ろう式に構えた。北天派獣形拳には、二十四の戦法が用意されている。貪どん狼ろう式はそのうちの一つで、狼ろう牙が長ちよう拳けんという套とう路ろを学ぶことで習得できる。

  　内ない功こう、軽けい功こう、鉄てつ砂さ掌しよう、岩がん皮ぴ功こう、套路。リョウカは、師し匠しようのシュンライが驚くほどの速度で武ぶ侠きようの基礎となる技術を身につけていった。――ただ、圧倒的に足りないのは実戦の経験だ。

  「ふっ！」

  　カシュラが仕掛けた。リョウカの顔を狙ねらって右拳こぶしを突き出す。

  　リョウカは、その拳を上体をひねって、かわす。

  　――見える……！

  　リョウカは、確かにカシュラの攻撃を「見て」避よけた。なんとなく、ではなく対応したのだ。リョウカは、旅を始めて凄すさまじい達人たちの戦いを間近に見てきた。カシュラの攻撃は遅くはなかったが、シュンライと比べれば児じ戯ぎにも等しい。

  　カシュラは、続けて左の拳も打ち出した。リョウカは套路に従って体を動かし、右腕で敵の攻撃を打ち払う。

  「よし」とリョウカは反撃に出た。貪狼式の、上段回し蹴りだ。いける、と思った。

  　ところが――。

  「おっとっと……！」

  　リョウカは、バランスを崩して後方によろめいてしまった。船が揺れているせいだ。ただでさえ、蹴りを打つ時は体勢が不安定になりやすい。船の上なら尚なお更さらだ。そういえば、内陸部では蹴り技が中心に発達し、海岸部では手技が発達したという話を聞いたことがある。

  　蹴りをかわしたカシュラは、これを好機と踏み込んで、リョウカの腹に一発。

  「くっ！」

  　カシュラの拳は、確かにリョウカの腹にめり込んだ。昔のリョウカなら確実にこの一撃で倒されていたが、岩皮功をやっていたおかげでその威力のほとんどをそぐことができた。瞬間的に体内で発はつ勁けいし、跳ね返す。

  　リョウカの発勁が強かったので、カシュラは目を丸くした。

  　それもそのはず、リョウカは旅に出る前は仙術の修行を積んでいたし、しかも生まれながらの強い勁力を持つ器き解かい族ぞくの末まつ裔えいだ。気功の基礎力が、常じよう人じん離れしているのだ。

  　リョウカは、素早く構えを北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん・虎こ佼こう式に切り替えた。

  　套路・虎こ牙が短たん打だによって習得できる、手技の連打が特徴的な戦法だ。

  　リョウカは、カシュラの胸を掌しよう底ていで打った。打つと同時に発勁も忘れなかった。可か憐れんな少女からの予想外に重い一撃を胸の中心に食らって、カシュラは「かはっ！」と呻うめいて後退する。

  （いつの間に私は……こんなに強く!?）

  　短期間での成長に、リョウカ自身が驚いていた。

  　リョウカはカシュラを追いかけた。カシュラは、右拳を突き出した。リョウカはそれを左手で受け、すかさず右を一発。鉄てつ砂さ掌しようで鍛えられたリョウカの拳こぶしが、カシュラのアゴをかすめた。カシュラはかくん、と尻しり餅もちをついてしまう。

  　リョウカはカシュラに馬乗りになり、止とどめを刺すふりをした。

  　拳を打ち下ろして、寸すん止どめにしたのだ。

  「そこまで」

  　と、戦いを見守っていたニスーラが言った。

  「……どうも、ありがとうございました」

  　リョウカは微笑ほほえんで言った。

  　カシュラが苦にが笑わらいしながら立ち上がろうとしたので、リョウカは手を貸した。

  　リョウカとカシュラは、互いに抱ほう拳けん礼れいをする。

  　カシュラ――海賊の少女。正確には、元・海賊の少女。今は、ジャン国水軍の正規兵の一人である。ジャン国水軍は、古来より元海賊の兵士が多い。

  「よくやった、リョウカ」

  　と、リョウカの隣となりにシュンライが進み出た。

  「お師し匠しよう様！」

  　シュンライに褒ほめられることが、リョウカには何よりも嬉うれしい。

  

  　リョウカ、シュンライ、ヒュンラ、ホウショウ、リラン――いつの間にか朝ちよう廷ていと戦う仲間になっていた五人は、アルシャとニスーラに案内されてジャン国に向かっていた。シュンライの妹分であるオンリンは、かつて敵だった鎮ちん西ぜい将軍カルザとともに、一度自分の砦とりでに戻って女ばかりの精せい鋭えい部隊「白びやく夜や連れん」への説得・懐かい柔じゆう工作を続けている。その作業が一段落すれば、急いでリョウカたちを追いかけてくるだろう。

  　ジャン国は、大陸西部海岸地帯の小国だ。ジャン諸島六か国同どう盟めいの盟主国。ルカン朝は今のところジャン国の強力な水軍に苦戦しているが、戦いが長引けば国力の差が出てくる。そうなる前に決戦を行い、大陸西部からルカン朝の勢力を追い出す必要がある。アルシャとニスーラはルカン朝との決戦に備え、密命を帯びてシュンライを捜す旅をしていた。シュンライの師匠がジャン国の女王と交わした契けい約やく書――風ふう雲うん救きゆう国こく状じよう――のために、シュンライはジャン国の臨時将軍とならねばならないのだ。

  　リョウカたちは、ジャン国の大陸側の領土である港町から水すい竜りゆう船せんで海に出た。ジャン国の首都「カンタン」があるジャン島へは、丸一日ほどかかる船旅となる。リョウカとカシュラが戦ったのは、その船旅の途中であった。

  

  「……面白くないな」

  　水竜船の武器庫で、船長が不ふ機き嫌げんそうに言った。

  　ジャン国の水軍大将ラミン・ガラエダという。

  　元々は女海賊であった。やはり海の女らしく肌は浅黒く、長身、すらりと手足が長い。切れ長の目には、人の心まで刺すような凄すごみがある。背中、首筋、太ふと腿もものあたりには稲いな妻ずまが走ったような刺いれ青ずみが入れてあり、流りゆう麗れいな黒髪は地面につきそうなほど長い。

  　何よりも印象的なのは、右足が義足になっていることだ。それもただの義足ではなく、先端が二つに分かれた鱗りん角かく刀とうだった。その刃の先には、靴状のカバーがかけてあるのだ。

  　シュンライ一行を首都カンタンまで船で送る任を負おったラミンは、ある程度陸地から離れたところでこう申し出た。

  「シュンライ殿には、修行中の弟で子しがいると聞く。どうだろう、私の部下と散さん手しゆ（練習試合）でもやってみては？」

  　ラミンは、女王がシュンライの力を欲していることが面白くなかった。女王を敬愛するラミンは、自分だけを頼って欲しかった。そこで嫌がらせのために、自分の部下とシュンライの弟で子しを戦わせたのだ。

  　水軍大将である自分が女王に呼ばれたシュンライと戦えば、後々面倒なことになる。それくらいのことは気性の荒いラミンにもわかっている。しかし、部下と弟子の戦いなら、騒動を避けてシュンライの顔に泥を塗ることができる――そう考えた。

  　確実に勝ちを狙ねらうなら部下の中でも指揮官格の人間を出すべきだったが、それだと「勝って当然」と言われても仕方がない。そこで、一般の兵士から特に腕の立つものを選んだ。たとえ何の役職についていなくとも、ジャン国の水軍といえば精せい鋭えいぞろい。その中でも腕うで利ききとなれば、普通の武術家には負けるはずがなかった。しかも、相手は眼鏡めがねをかけた弱そうな小娘だ――。ところが、選ばれたカシュラは為なす術すべもなくシュンライの弟で子しリョウカに敗れてしまった。
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  　顔を潰つぶすつもりが、逆にやられた。

  　怒りが収まらないラミンは、カシュラを武器庫に呼びつけた。

  　カシュラは、武器庫にやってくると同時に他の仲間に押さえつけられ、服を脱がされ、両手両足を縛られて床板の上に転がされた。

  「す、すみませんでした、ラミン様……！」

  「……よくも私の顔に泥を塗ってくれたな」

  　ラミンは、サディスティックな視線でミスを犯した部下を見下ろした。

  



  
    ２
  


  

  　――ギシッ、ギシッ、と寝台の脚が軋きしむ。

  　屹きつ立りつしたリョウカの肉棒に、師し匠しようのシュンライが口で奉ほう仕ししていた。散さん手しゆでリョウカが見事な勝利を収めたので、「ご褒ほう美び」の性交が船室で始まったのだ。

  　リョウカもシュンライも全裸である。リョウカは寝台の上に立ち、シュンライはその前に奴ど隷れいのようにひざまずいている。この時ばかりは、立場が逆転していた。

  　リョウカは龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ――女性でありながら、股こ間かんに男性器を持っていた。旅に出て知ったことだが、それは器き解かい族ぞく特有のものであった。リョウカの男根を口に含んで、シュンライは激しく前後にしごいた。

  　シュンライの肌は美しい褐かつ色しよく。日焼けではなく、生まれながらの肌の色だ。背が高く、こんもりと盛り上がった筋肉はまるで黒こく曜よう石せきのよう。足はトネリコの幹みきのように太くしなやか。腰は砂時計のようにくびれていて、鍛えすぎた腹筋は蛇じや腹ばらのように見える。こんなにも筋肉質であるにもかかわらず、シュンライの胸や尻は豊満で、女性らしい丸みを帯びていた。

  　リョウカの肉棒の先端が、シュンライの喉のどの奥まで突き込まれた。喉の粘ねん膜まくの感触に、リョウカは蕩とろけそうな快感を覚える。シュンライは、弟子を楽しませようと必死に舌を使う。

  「あ、あんっ……シュンライ様っ……！」

  「ん、あむぅ……」

  　やがてリョウカは絶頂に達し、シュンライの口内に白はく濁だく液を放った。

  　シュンライはごくりと放たれたものを飲み干す。

  「ああ、リョウカ……きて……」

  　次にシュンライは、寝台の上で仰向けになった。天てん井じように向かって脚を開き挿入を待ち焦こがれる恥ずかしいポーズを、比ひ喩ゆではなく数万人を一人で殺せる凄すご腕うでの武ぶ侠きようがとっているかと思うと、ますますリョウカの胸と股こ間かんは熱くなった。

  　リョウカは、シュンライの濡れた秘所に肉棒を突き込んだ。

  「あひいっ！」

  　シュンライが盛大な嬌きよう声せいをあげる。

  　リョウカは、夢中になって腰を振った。シュンライを獣けもののように犯した。リョウカは体力が上がっているので、性交もパワフルになっていた。シュンライはたちまち昇り詰める。「ああああ！」とリョウカは絶叫とともに射精する。

  　リョウカにとってシュンライは命の恩人であり、武術の師し匠しよう以上の存在だった。

  　シュンライにとってリョウカは命の恩人であり、弟で子し以上の存在だった。

  

  　数時間も激しく肉体をぶつけ合って、二人はようやく休きゆう憩けいに入った。寝台の上で横になって、同じ布ふ団とんを被かぶって軽く抱き合う。このあたりは亜熱帯気候に属する。船室には熱がこもりやすいので、リョウカもシュンライも汗だくだ。

  「すまないな、リョウカ……」

  　突然、シュンライが謝った。

  「えっ……何がですか？」

  「私の師匠のせいで、こんな寄り道をすることになってしまって」

  「寄り道だなんて、そんな」

  　リョウカは、シュンライの言いたいことを理解した。リョウカの目的は双そう天てん武ぶ王おうになることだ。シュンライはそれを実現させると約束した。確かに、シュンライがジャン国の臨時将軍になることは寄り道には違いない。

  「内心、怒ってるんじゃないか」

  「そんなことありません」リョウカは続ける。「シュンライ様と別れるのはもちろん嫌いやです。でも、ジャン国の将軍になるのはほんの短い間なんですよね？」

  「ああ、もちろん」

  「なら、大丈夫です。私が強くなるのには、まだまだ修行が必要です。強くならねば、双天武王にはなれないし母も取り戻せない。そういう意味では、急ぐ旅ではありませんから。朝ちよう廷ていに苦しめられる人々を助けるのに私が怒るわけがありません」

  「リョウカ……」

  　二人は寝台の上で見詰め合う。

  　その時――、

  「失礼します」

  　船室の扉とびらを誰かが叩いた。鍵かぎは、最初からついていなかった。リョウカたちの返事を待たずに部屋の中に入ってきたのは、アルシャとニスーラの二人だった。

  　踊り子として旅をしていた少女、アルシャ。金髪で、瞳の色は赤、肌が透すき通るように白い。長い髪を、後ろで大きく二つに分けている。乳ち首くびや股こ間かんを隠すだけの過激な衣装の上に、天てん女によの羽は衣ごろものような薄い布地を身につけている。

  　ニスーラは長身で武術の達人。冷たい目つきに、肌は褐かつ色しよく。両手に毒を染しみ込ませた特殊な拳けん法ぽうを使うため、普段は手袋を外すことができない。

  　同じ布ふ団とんを被かぶっているリョウカとシュンライを見て、アルシャは「むっ」と表情を硬くした。激しい情事のあとだというのが、あまりにも露ろ骨こつだった。

  「……いきなり扉とびらを開けて、失礼しました」

  　アルシャが何か言うより先に、ニスーラが頭を下げた。

  「何の用だ？」

  　裸のまま、シュンライはいつも通りの口調で言った。

  「到着しました。上陸のご用意を」
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  　ジャン国の主要な領土となるジャン島は、南北九十キロ、東西三十キロという大きさ。軽けい功こうを会え得とくした武ぶ侠きようなら、一日で島を三周はできるだろう。島の人口は四万。そのほとんどが漁業、軍事、造船に何らかの形で関わっているという。

  　ジャン島の中心は大きな休火山だ。珊さん瑚ご礁しようが島をぐるりと取り囲み、海の水にははっきりと空の色が映り込んでいる。

  　ジャン島は、大きく二つの街でできている。首都カンタンと軍港コーバンだ。リョウカたちを乗せた水すい竜りゆう船せんは、まずコーバンに碇いかりを下ろした。

  「空は青いし海は綺き麗れいだ。これで戦いくささえなければ物もの見み遊ゆ山さんにちょうどいいんだがな」

  　リョウカ、シュンライとともに旅をしているホウショウが呑のん気きに言った。

  　ホウショウは両腕のない美女だ。昔は朝ちよう廷てい軍で働き、名軍師とされていた。歯に衣きぬ着せぬ物言いと乱れた私生活のせいで皇帝に嫌われ、しかも大将軍の娘に手を出してその腕を切り落とされ、都みやこを追放された。

  「…………」

  　ホウショウの側そばには、必ず世話係の少女リランがいる。権力を失ったホウショウを誰もが見捨てたが、ただ一人ついてきたのがこのリランだ。リランは、生まれた時から言葉をしゃべることができない。

  「こんな小さな島で朝廷軍と互ご角かく以上の戦いぶりとは……」

  　もう一人の旅の仲間が、感心したように言った。女将軍だったヒュンラだ。熟うれた肉体の持ち主で、乳ち房ぶさはほとんど乳牛なみ。呼吸するだけで微かすかに揺れる。

  　コーバン軍港にはジャン国水軍の船が何百隻せきも停てい泊はくし、その威い容ようを誇っていた。

  　リョウカ、シュンライ、ホウショウ、リラン、ヒュンラの五人は、船から降りて軍港の桟さん橋ばしに立った。

  「迎えが来ているようだな……」と、シュンライ。

  「でも、ちょっと様子がおかしいというか……」と、リョウカ。「迎えが、多すぎませんか？」

  　リョウカの言った通りだった。

  　大勢が集まっている。数は、二百人はいるだろう。そのすべてが女性で、水着のような姿だった。海が近く、海で生きることを名めい誉よとするジャン国の民たみは、いついかなる時も薄着を好む。同じ薄着でも、職種によって微び妙みょうにデザインは異なる。港に集まった二百人は、半分が宮殿の侍じ女じよ、もう半分が戦士階級に見えた。

  「皆のもの、出迎えご苦労」

  　と、アルシャがニスーラを引き連れて降りてきた。

  　すると、集まった女性たちはアルシャに向かって一いつ斉せいに片かた膝ひざをついた。

  「お帰りなさいませ、アルシャーサ様……！」

  「……っ!?」

  　思わぬ展開に、リョウカとシュンライは顔を見合わせた。

  「今まで黙っていて申しわけありませんでした」

  　と、ニスーラが言った。

  「アルシャ様は踊り子でもただの密使でもありません。その正体は、アルシャーサ姫。この国の第一王女です」
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  　港町コーバンから首都カンタンへの移動は陸路で、馬車を使った。馬車は二両。アルシャとニスーラが乗る馬車と、リョウカたち五人が乗る馬車に分かれる。それを護衛する戦車が八両。騎き兵へいが百五十。ホウショウが「こんな小さな島でこれだけの馬をそろえるとは……国力が豊かな証しよう拠こですね」と感心して言った。

  　しばらくは常緑高木の森林が続き、やがて米、芋いも、干かん蔗しよ（サトウキビ）、芒ぼう果か（マンゴー）などを栽さい培ばいしている農業地帯に入った。農業地帯を通り過ぎると、すぐにカンタンだ。ジャン国の首都カンタンには、珍しいことに城壁がなかった。その代わり、深い濠ほりがあった。濠にかかった橋には、常時数十名が警備の目を光らせている。

  　敵の侵入を防ぐために土を掘り、そこに水をたたえたのが濠だ。水を入れない場合は空から堀ぼりという。カンタンの濠は、ほとんど川と言ってよかった。周囲だけではなく、濠は市街の中心部まで網あみの目めのように走っている。

  「濠の一部は、そのまま川や海につながっているようですね」と、ホウショウ。「敵の侵入を防ぐだけじゃない。物資の運うん搬ぱんや交こう易えきに便利な運河でもある。よくできている」

  　ジャン国都と城じように入るには、跳ね橋を渡る必要があった。都城への跳ね橋は二か所しかなく、どちらも普段は上がったままになっている。

  　高い城壁こそないものの、ジャン国の都城は立派だった。跳ね橋を渡った先には大理石の大きな門があった。国土の性質上、あまり敷地を広くすることはできないので、その分建物は高層化し機能が凝ぎよう縮しゆくされている。多数の宮殿が建ち並び、濠や運河を行き来するための小船が停てい泊はくする小さな港のような施設まで存在する。

  　リョウカはすっかり緊張してしまった。

  　これから、一国の指導者と面会するのだ。もちろん、初めての経験だ。

  　ジャン国の、女王――。

  　リョウカは、アルシャ――アルシャーサ姫の言葉を思い出す。

  『シュンライ様のお師し匠しよう、クバンカサ様。クバンカサ様は、我が国の女王と一夜をともにする代わりに、国に危機があれば必ず駆けつけると約束してくださった！　これがその契けい約やくを記しるした書面でございます！　人呼んで風ふう雲うん救きゆう国こく状じよう！　この救国状には、もしクバンカサ様に事情があって動けない場合には、弟で子しの誰かが代役を果たすとはっきり書いてあるのです！』

  　アルシャーサの母が、シュンライの師匠と一夜をともにした――。一国の女王と、あのレイ・シュンライを育てたほどの武術家が恋愛関係にあったということだろうか？　リョウカはそれがどんな関係だったのか想像しようとして、途中で諦あきらめた。女王にはこれから会えるが、シュンライの師匠に会うのは無理だろう。シュンライは「私は師匠を失った」と言っていた。シュンライの師し匠しようのことがわからない以上、想像力の限界は早かった。

  「着きました」

  　と、御ぎよ者しやが言った。リョウカたちは馬車を降りる。

  　アルシャーサとニスーラも馬車を降りていた。

  「ここから先は、私が案内しましょう」

  　と、アルシャーサが軽い口調で言った。

  　もう、リョウカはアルシャーサを以前と同じ目で見ることができなくなっていた。

  「あの建物が、水すい神しん宮ぐう。王族の生活の場であり、謁えつ見けんの間まや海兵隊の兵舎なども一緒に入っています」と、ニスーラは多数の宮殿の中でも一ひと際きわ豪華堅けん牢ろうなものを指差した。「その北側に女王の後こう宮きゆうが」

  「後宮にはやはり男性が？」

  　ふと気になって、リョウカは訊きいた。

  「いえ、女王は磨ま鏡きようのお人。後宮にいるのはすべて女性です」

  　後宮とは、王の后きさきや側そく室しつが暮らす場所だ。

  

  　アルシャーサに案内されて、リョウカたちは水神宮の中へ足を踏み入れた。

  　四階建ての建物は、大理石と珊さん瑚ごで構成されていた。どちらも色が柔やわらかい素材なので、落ち着いた雰ふん囲い気きに癒いやされる。リョウカは、「さすが偉い人が暮らす場所は空気からして違うなぁ……」とため息をつきそうになった。まるで別世界だ。つい、きょろきょろしてしまう。

  　真っ直ぐ、謁見の間に向かう。

  「一国の王女が密使とは」

  　廊ろう下かを歩きながら、シュンライが言った。

  「王女とはいえ、小国ですから」と、アルシャーサは微笑ほほえんだ。「私が一番信用しているのはニスーラです。他の人間に、シュンライ様を迎えに行く大任を課す気にはなれなかった。しかし、ニスーラはその役目上私から離れることがない。となれば、この私が出向くしかなかった」

  　廊下や扉とびらの前には、一定の間かん隔かくをおいて王宮警備の兵士が立っている。王宮警備兵はすべて女性。水着に、胸と股こ間かんを隠すだけの薄い鎧よろい。武器は、双そう手しゆ剣けん――両手持ちの長剣――を腰にさしているものが多い。

  「それにしても、女性ばかりだ」

  　と、ホウショウ。

  「精せい鋭えいは、確かにそうですね」

  　ニスーラが答えた。

  「何か理由でも？」

  「水です」と、ニスーラ。「ジャン国の人間は地下水で育ちます。海水が地下の鉱脈でろ過されていて、それを井戸でくみ上げるのです。この鉱脈が、不思議なもので……。詳しい成分や原理はまだ不明なままですが、なぜかこの国の地下水を飲むと女性の体力が強化されていくのです」

  「それは本当に不思議な話だ」

  「最低でも四、五年は飲み続けていないと効果は出ませんし、男性にはまったく効き目がありません」

  「どの程度体力が増加するのですか？」

  　ホウショウが質問を続けた。

  「平均的な筋力の二、三割増しといったところです。一番伸びるのは、海中での活動時間でしょうか。肺が強くなるので、この国の女たちは十歳の子供でも四し半はん刻とき（三十分）は水に潜り続けることができます」

  　アルシャーサ、そしてリョウカたち七人は、全面に青い龍と黒い亀かめが絡み合う巨大な絵が描かれた黄金の扉とびらにたどり着いた。

  「では、ここが謁えつ見けんの間まです」

  　ニスーラがそう言うと、扉の両脇にいた王宮警備兵がうやうやしく開けた。

  　ほとんどの王宮がそうであるように、謁見の間には音楽隊がいた。竹や木でできた打楽器、管楽器が中心だった。ジャン国独特の激しいリズムが、王宮の客を歓迎する。

  　入り口から奥まで、荘そう厳ごん華か麗れいな刺し繍しゆうが施ほどこされた分厚い絨じゆう毯たんが伸びていた。その絨毯の先に、王族のための豪華な椅い子すが並んでいる。並んだ椅子の数は三つ。そのうちの一つは空席になっていたが、すぐにアルシャーサが腰を下ろした。

  「あなたがレイ・シュンライか」

  　椅子に座った王族三人のほかに、謁見の間の両端に一人ずつ重じゆう臣しんらしき女性が立っていた。シュンライに話しかけたのは、右端にいた鎧よろい甲かつ冑ちゆう姿の女だ。

  「いかにも」

  「私は、シュリン・ポー。ジャン国水軍・陸軍を統とう括かつする大将軍です。以後よろしく。移動中の船内で、私の部下が迷惑をおかけしたとか」

  「迷惑？」

  「水軍大将のラミン・ガラエダが、そちらの可か憐れんなお弟で子しさんに散さん手しゆをけしかけた、と」

  「散手は散手。まさか、迷惑などとは……」

  　いきなり可憐と言われて、リョウカは顔を赤くして恐きよう縮しゆくした。

  「弟子もこう言っております。お気になさらぬよう」

  「かたじけない」

  　大将軍シュリン・ポーは、たくましいジャン国の女たちの中でも一段と立派な体格の持ち主だった。豊かな胸が、鎧よろいからこぼれ落ちそうになっている。他のジャン国の人間よりも、やや肌の黒色が強い印象だ。長い髪は、輝くような金色で美しい。
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  　謁えつ見けんの間まの左端に、もう一人王族以外の人間が立っていた。

  　その女は、こう名乗った。

  「ジャン国宰さい相しよう、メジーナと申します」

  　メジーナは、黒い衣装の妖よう艶えんな美女だ。唇が厚く、体は肉感的で、瞳は欲情したようにうっすらと濡れている。

  　一国の宰相というよりは、娼しよう婦ふ館の女主人といった風ふ情ぜいだ。

  　三つ並んだ王族の椅い子すの、中央に座っているのが女王だった。

  「私がジャン国の女王、シェラーシャです」

  　そう言って、シェラーシャは女神のように優しく微笑ほほえんだ。

  

  　シェラーシャを見て、リョウカは「まるで陽だまりのような人だ」と思った。彼女の全身から、温和な雰ふん囲い気きが滲にじみ出ていた。笑顔が絶えず、太っているというほどではないが体形がふっくらとしている。

  　ただ、気になったのはあまりにも「弱そう」なことだ。優しそうで、落ち着いていて、いつも笑顔で、思わず抱きつきたくなるような柔にゆう和わな年上のひと。だが、一国の主としてはどうか？　失礼とは思いながら、リョウカはそんなことを考えていた。

  「ジャン国第二王女のアオリザです」

  　アオリザは眼鏡めがねをかけていた。知的な感じのする整った容よう貌ぼうだ。つん、とすました表情をしている。同じ眼鏡でも、リョウカとは正反対の印象だ。

  　この国の人間は、王族といえども薄着だった。

  　アルシャーサはずっと踊り子の衣装のままだが、着替えたりはしなかった。しかしその代わりに王宮の水着侍じ女じよが進み出て、アルシャーサに腕輪や首飾りなど装飾品をつけていく。この国の場合は、これで正装なのだ。

  「歓迎いたします、シュンライ将軍」

  　と、女王シェラーシャが言った。のんびりとした声だった。

  「まだ、私は到着したばかり。将軍というわけでは……」

  「では、ここで任命いたします。クバンカサ様の風ふう雲うん救きゆう国こく状じようの契けい約やくに従い、レイ・シュンライ様をジャン国臨時将軍に任命いたします」

  　そう言って、シェラーシャはにっこり笑った。

  「たった今この瞬間より、シュンライ将軍は大将軍に次ぐ地位となります。明日以降これまでの戦いで消しよう耗もうした部隊を再編成し、臨時将軍隷れい下かの一個師団として組み込みます。また、ホウショウ様はシュンライ将軍の師団参さん謀ぼうという形で働いてもらえないでしょうか？　ヒュンラ様はとりあえず師団副将ということで……」

  　呑のん気きそうな女性だが、押しは強かった。

  　シュンライ、ホウショウ、ヒュンラの三人は、女王に向かってひざまずき、深々と一礼して役職を拝はい命めいした。

  「ちょうど、近くに誰も使っていない屋敷があります。そこを与えましょう」

  　女王はさらに提案した。

  「与える……？　貸すのではなく？」

  「ええ」

  「申しわけないのですが……」と、シュンライ。「私は、この国に長くいるつもりはありません。征西将軍ラゴンの軍を粉ふん砕さいしたら、離れるつもりです」

  「もちろん、それは承知の上です。屋敷の一つくらい、歓迎の贈り物として受け取ってくださいな」

  「いえ、やはりいただけません……」

  　二度、断った。

  「どうか、私の顔を立てると思って」

  「そういうことならば……ありがたく拝領いたします」

  「よかった」

  　二度断ったのは、それが礼れい儀ぎだからだ。女王ほどの人間が「与える」と言ったものを、本当に断ってしまっては無ぶ礼れいになる。しかし、少しも悩まずに受け取ってはそれはそれで図々しい。それゆえ、二度断って三度目で受け取るのが作さ法ほうとされている。シュンライは奔ほん放ぽうで、暴れる時は限度を超えて暴れるが、こういった礼儀作法は一通りわきまえていた。

  「今日の夜には歓迎の宴うたげを開きます。それまで、ぜひ屋敷の方で長旅の疲れを癒いやしてください」

  

  　リョウカ、シュンライたちは水すい神しん宮ぐうを出たが、アルシャーサは残った。アルシャーサは本来ずっと王宮にいるべき身分の人間であるし、長旅から帰ってきたばかりなので積もる話もあるのだろう。たとえ高貴な身分といえども、家族水入らずの時間は大切なはずだ。アルシャーサの護衛役であるニスーラも、当然残る。別行動となったニスーラが、「ここから先の案内は代わりの者に引き継がせます」――と言った。

  　門のあたりで、一人の少女が五人を待っていた。

  「はじめまして！」

  　と、元気な声だ。

  「世話係を務めさせていただきます、フィフィです！　よろしくお願いします！」

  　明めい朗ろう闊かつ達たつという言葉を、そのまま人の姿にしたような少女だった。目と口が大きくて、小柄だが元気が詰まっている。

  「あたし、めし作れます！」

  「そ、そうなんだ……」とリョウカ。

  「伝説の武ぶ侠きように、常勝不敗の名軍師。そんなお二人のお世話係に任命されて光栄です！」

  　フィフィとともに、カンタン内の船せん舶ぱく停てい泊はく所に向かった。

  「ジャン国に滞在中は、あの船を自由にお使いください」

  　フィフィが指差したのは、停泊中の小船だった。小船とはいえ、漕こぎ手の数は八。五人乗り込んでもまだまだ余よ裕ゆうがある大きさだ。

  「あの大きさの船を、ジャン国では遊ゆう撃げき船せんと呼んでいます」

  「すまない。私たちは、女王様にいただいた屋敷に行きたいんだ……船には用がない」

  　ホウショウが言った。

  「もちろん承知しております！　実は、屋敷には船でなければ行けないんです」

  「……？」

  　怪け訝げんに思いつつも、五人は遊撃船に乗った。フィフィが舵かじ手てとなって、すぐに動き出した。水すい竜りゆう船せんでの移動は平気だったが、小船だと海面が近くてリョウカは少しだけ怖がった。ずっと山で暮らしていたので、海に慣れていないのだ。船が揺れ、波が弾はじけてリョウカの顔に潮しお水みずがかかる。

  　ほんの十分ちょっとで、船は目的地に到着した。

  「あの島です……！」

  　と、フィフィが大声で言う。

  　フィフィの視線の先には、小島があった。直径三キロほどの、綺き麗れいな円形の島だ。

  「あの島のどこかに、私たちの屋敷が？」

  「どこか、というか……あの島、ムーハイ島全部が一つの屋敷になっています！」

  「島一つ！」

  　シュンライとホウショウが、珍しく「やられた！」という顔をした。

  　シュンライたちが与えられたのは、屋敷というよりは領地だ。これだけのものを与えられれば、相当大きな手柄を立てなければジャン国を離れるのは難しい。世間は、シュンライが治めるべき領土を与えられたという見方をするだろう。リョウカもその意図に気づいて、もしかしたらあの女王は見た目とは裏腹にかなりの切れ者なのかも、と評価を改めた。

  　ムーハイ島に上陸した。

  　上陸してみると、ムーハイ島は表面のほとんどが大きな屋敷に覆おおわれていた。都と城じようの水すい神しん宮ぐうほどではないが、造りも豪華だ。

  「すごい……」

  　リョウカは思わずため息をついた。

  　島の停てい泊はく所から屋敷の正門へ。門には、すでに警備の兵士がついていた。

  　門を潜ると、庭園に五人の水着侍じ女じよが並んでいた。

  　五人とも、畏かしこまって深々と頭を下げている。

  「この五人は、私の部下です！」と、フィフィ。「私も合わせて六人で、この屋敷の管理、下働き、皆様のお世話係をやらせていただきます！」
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  　ジャン国の首都が存在するジャン島。ジャン国は朝ちよう廷てい軍と戦争中だが、現在戦線は小しよう康こう状態なので旅行者を受け入れている。もちろん、入国には厳しい審査を潜り抜けねばならない。

  　ジャン島の港町コーバンにある入国管理局では、今日も旅人が列を成なしていた。そのほとんどは、行商人か修行中の武術家だ。ジャン国の水で体が強くなるのは有名な話なので、女性の武術家が長期滞在を望んでやってくる。

  　入国管理局の窓口は全部で五つあり、それぞれが格こう子し戸どによって仕切られていた。

  「……武術家ですか？」

  　窓口の一つを担当している入国審査係官のラティの前に、少し怪しい二人の旅人がやってきた。

  「そう見えますか」

  「はい」

  　女二人で旅の途中だという。

  「ええと、そちらの背の低い方が『ヤド』さんで……背の高い方が『カザミ』さん」

  　ラティは、入国審査用の書類を見ながら言った。

  「おいコラ、背の低い方、ってのはひどいなあ、ねえちゃん」

  　と、ヤドが言った。

  「あ、すみません……」

  　ラティは反射的に頭を下げた。頭を下げてから、「あれ？」と思った。入国審査の係官が、なぜ他国からやってきた旅人に偉そうにされなければいけないのか。

  　ヤドは、白い道どう士し服を着ていた。露出度が高いのは「修行中」の証あかしだ。おでこが広く、まるでキツネのようなツリ目の持ち主。大きな鉄製の薬箱を背負っている。

  　カザミはヤドよりもずっと背が高い。

  　髪は短く、精せい悍かんな面つら構がまえ。爛らん々らんと輝く瞳に、いかにも意志が強そうな引き締まった口元。動きやすそうな体にフィットした衣装で身を包み、胸や尻の隆りゆう起きをなんとか抑よく制せいしようとしている。

  　カザミは、長い槍やりを肩に担かついでいた。槍の先端に小さな鎌かまがついた「鉤こう鎌れん槍そう」だ。長さはおよそ二メートル。柄つかの部分まで完全に鉄製なので重そうだが、少女は軽々と扱っている。

  「……お二人はどんな関係で、どんな目的のためにこの国に？」

  　気を取り直して、ラティは質問を続けた。

  「その辺はなあ……あんまり大声じゃ言えない」

  　ヤドが、ドスの利きいた声で言った。

  「どういうことでしょう……？」ヤドの迫力に気け圧おされて、ラティの声が微かすかに震えた。「ただの観光や修行のために入国を許可することはできませんが……」

  　ジャン国は、武術家の入国を条件付きで許可している。その条件は三つ。朝ちよう廷てい軍と敵対していること。敵対している証しよう拠こを持っていること。ジャン国滞在中に必ず一回は戦いくさに参加して手柄を立てるという誓せい約やく書に血けつ判ぱんを押すこと。ヤドとカザミは、三つの条件をどれも満たしていない。

  「実はな……」

  　ヤドが、声を潜ひそめて言った。

  「私は、色事師なんだ」

  「……い、色事師？」

  「女性に快楽を与えて報ほう酬しゆうを得る仕事だ。ほら」

  　ヤドは、背負った薬箱を受付机の上に置いて、少しだけ蓋ふたを開けて中をラティに見せた。中に入っていたのは、多種多様な淫いん具ぐ。ラティは顔を真っ赤にした。縄なわ、鎖くさり、媚び薬やく、張はり形がた、鞭むち、蝋ろう燭そく、一目見ただけでは使い方がわからない小さな器具――。

  「そのための道具が、ずらり」

  　と、ヤドはすぐに蓋を閉めた。

  「あ、ああ……」

  「この通りの仕事だから、依頼人の名前を明かすことはできない。隣となりにいるカザミは、私の助手にして用心棒だ。大金と淫みだらな秘密がからむと、厄やつ介かい事に巻き込まれることも多くてね……武術が欠かせない」

  「仕事については、よくわかりました……」ラティは、ドキドキしながら言った。「しかし、規則は規則。仕事のために入国するというなら、その間どこに滞在し、誰のために働くのか教えていただかないと……」

  「カタいなあ。ねえちゃん、カタい」

  　と、粗そ野やな口調でヤド。

  「は、はあ……」

  「まあいいや。本当は言いたくねーんだけど……耳をこっちに」

  「はい」

  　ラティが、顔を傾けた。ヤドはラティの耳に口を近づけて、依頼人の名前をささやき声でそっと明かした。

  「……っ！」

  　ラティの両目が一瞬で丸くなった。

  「本当に……そのお方が依頼人？」

  「私たちはここで待ってるから、上じよう司しを通して確認するといい。ただ、このことは極秘ということは忘れるな。下へ手たをすれば、一族郎ろう党とう皆殺しだ」

  「は、はいっ……！　少々お待ちを……！」

  

  　ラティは大おお慌あわてで窓口を離れていった。

  「入国できるかなあ……？」

  　カザミが、呑のん気きな口調で言った。

  「あの様子なら、間違いないだろ」

  　そう言って、ヤドは入国管理局を見渡した。係官や警備の女性兵士に、からみつくようなねちっこい視線を送る。そして、こぼれそうな涎よだれを拭ふきながら小声で言う。

  「どの女も美う味まそうな体してやがる……」

  「もう……ヤド、そういうのやめようよ」

  　カザミがたしなめた。

  「あン？」と、ヤドは眉み間けんにしわを寄せる。「おい、カザミ。いつから私に意見できるようになった？」ヤドは、カザミの足を蹴った。さらに足の甲を踏み、カザミの頬を軽く平手で叩いた。「最近優しくしてやってたら、つけあがりやがって……！」

  「ご、ごめん……ヤド。僕が悪かったよ……」

  　カザミの表情が急に弱々しくなった。腰のあたりを恥ずかしそうにもじもじさせ、怯おびえたように背中を丸める。

  「ふん」

  　ヤドは、蔑さげすむような目でカザミを見た。

  　それから三十分後、ラティが戻ってきた。ラティは顔面蒼そう白はくで、自分の上司も連れてきていた。「失礼しました。お通りください……！」と、ラティは焦あせった声で言った。

  「まあ、わかってもらえたならいいんだよ」

  　と、偉そうにヤド。

  　ヤドとカザミの二人は、入国管理局を通過して港町に入った。
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  　シュンライが拝はい領りようしたムーハイ島の屋敷で、一行はそれぞれ個室を割り当てられた。

  「はわわ……豪華な部屋」

  　今まで泊まった宿とはレベルが違った。宮殿の一室のような広い部屋で、四隅には珊さん瑚ごやいかにも南国らしい観葉植物が配置され、壁には亀かめの甲こう羅らや大きな貝かい殻がらが並び、籐ラタンの家具が清涼感を醸かもし出している。

  　部屋ごとに台所がついていて、多種多様な果物がそろっていた。

  「失礼します」

  　豪華な部屋に圧倒されていると、部屋の中に世話係の侍じ女じよが入ってきた。フィフィの部下の一人だ。

  「リョウカ様専属となります。ジュジュです。よろしくお願いします」

  「こ、こちらこそ……」

  　ジュジュは、スレンダーな体のおとなしそうな少女だった。元気一杯のフィフィとは対照的な雰ふん囲い気きだ。

  　それにしても、とリョウカはため息をついた。ジャン国はどこに行っても目のやり場に困る。ここは部屋の中なのに、侍女たちは全員水着で歩き回る。

  「ところで、冷蔵庫には気づきましたか？」

  　ジュジュは、寝台を整えながら言った。

  「冷蔵庫……？　いえ、初めて聞きました」と、リョウカは小首を傾かしげる。「それはなんでしょうか？」

  「この島は基本的には常とこ夏なつですが、洞どう窟くつの中などは非常に冷えるんです。そこには氷が蓄たくわえられていて、『氷ひよう穴けつ』と呼んでいます。氷が簡単に手に入るので、それを部屋の中を持ち込めば、こんなふうに……」

  　ジュジュは、台所に置かれた四角い箱の蓋ふたを開けた。白い冷気が漏れて、リョウカは「あっ！」と驚きの声をあげた。そこには、大量の氷が詰め込まれていた。こんなふうに、食物保存のために使われる氷を見るのは、リョウカは初めてだ。

  「これが冷蔵庫です。ジャン国以外では、北方辺境や八はつ卦け封ほうの一部でしかまだ使われていません」

  「冷たい蔵くら、ということですか、なるほど……」

  「喉のどが渇いていませんか？」

  　と、ジュジュ。

  「あ、はい……言われてみれば確かに」

  　リョウカはうなずいた。

  「ちょうどいい食べ物がありますよ」

  　ジュジュは、冷蔵庫から半透明の棒を取り出した。

  「それが……お菓子？」

  「はい。ジャン国の名物、冰棍儿アイスキヤンデイーです。氷と果汁を組み合わせたお菓子で、これは林りん檎ご味」

  　言いながら、ジュジュはアイスキャンディーを捧げ持ち、ねっとりと下から上に舌を這はわせた。

  「こうやって……なめると美お味いしいんですよ……」

  　よく見れば、すでにジュジュの双そう眸ぼうは潤うるんでいた。何かを期待するような目と、ジュジュの艶なまめかしい舌の動きに、リョウカは欲情せずにはいられなかった。

  「私も……なめていいですか……」

  「もちろん」

  　ちょうどいい太さの氷菓子に向かって、リョウカも舌を伸ばした。半透明なので、ジュジュの赤い舌が軟体動物のように蠢うごめく光景がぼんやりと見えた。

  　ぴちゃ、ぴちゃ……。

  　音を立てて、リョウカとジュジュはアイスキャンディーを両側から同時になめ上げ、しゃぶる。溶けた果汁が二人の口の周りに付着してべとつく。段々と氷が細くなってくると、ジュジュは残った部分を喉のどの奥までくわえ込んだ。

  「ん、うぐっ……」

  　ジュジュは鼻息を荒くして必死に舌を使い、アイスキャンディーを食べやすいサイズまで削った。適当なところで自分の口から抜き、リョウカに「どうですか？」と微笑ほほえみかけた。誘われるがままに、リョウカはジュジュが手に持った残りの部分に唇を寄せた。最初はちろちろとなめてから、一気に頬ほお張ばる。
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  　残りは少なかったので、すぐに口の中で溶けて消えた。

  「いかがでしたか……？」

  「はい……とっても、美お味いしかったです……」

  「お掃除しますね……」

  「あ……」

  　リョウカの口のあたりがべとついていたので、ジュジュは唇と舌で丁てい寧ねいについばむように拭ふき取っていった。

  　ちゅっ、ちゅっ……。

  　リョウカの敏感な唇と、ジュジュの柔やわらかい舌の先端が触れ合った。微び妙みような感触に、リョウカの体が「ぶるっ」と震えた。

  「ああ……こんな……いけません」

  「これも、私たちの役目……シュンライ様やホウショウ様、他の方々のところにも専属の侍じ女じよたちがついておりますので、今頃はお楽しみの最中かと……」

  「そんな……」

  　今ここにシュンライがいたら、

  『これも武ぶ侠きようのたしなみだ』

  　と言うだろう。

  　ジュジュはひざまずき、リョウカの下着に手をかけて勝手に下にずらした。

  　すると、すでにはちきれんばかりに勃ぼつ起きしていた肉棒がジュジュの眼前に現れる。

  「すごい……龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ……」

  　ジュジュは、興奮しきった口調で言った。おとなしそうな顔をしていたが、性行為に関しては積極的だった。

  「薬で生はやした擬ぎ似じ男根です……」

  　リョウカは、お決まりの嘘うそをついた。

  　ジュジュが、リョウカのたくましい勃起を口に含んだ。わざと下品な音をたてて、吸いたてる。

  「あひっ……ジュジュの舌、冷たくて気持ちいい……」

  「冰棍儿アイスキヤンデイーを食べた直後ですから……」

  　やがてジュジュも我慢できなくなってか、立ち上がった。窓まど枠わくに手をかけて、お尻をリョウカに向かって突き出した。ジュジュはスレンダーな体形だったが、水着が食い込んだ股こ間かんはふっくらと盛り上がっていて官能を刺激した。

  「どうかリョウカ様……お情けを……」

  「は、はい……！」

  　リョウカは、荒っぽく背後からジュジュの腰をつかんだ。リョウカのモノをしゃぶっている間に、ジュジュの股こ間かんはすっかり濡れていた。愛あい撫ぶの必要はなさそうだった。

  　リョウカは、立ちバックでジュジュをずんずんと犯した。

  「ああああっ……！　リョウカ様素敵ッ！」

  　リョウカの肉棒は、一度ジュジュの舌によって冷やされていた。それが、灼しやく熱ねつのような体内にいきなり挿入されたのだから、二人ともたまらない快感だった。リョウカに荒々しく突き込まれて、ジュジュは泣いて喚わめいて乱れた。

  「ああ、こんなの……初めて！　リョウカ様、顔は可愛かわいいのにすごすぎるう……！」

  　およそ一時間突きまくって、リョウカはようやくジュジュの体に精液をかけた。その間に、ジュジュは五回も絶頂に達して、気を失う寸前まで追い込まれていた。
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  　ジャン国の領地は「島」だけではない。大陸側にも軍港を持っている。

  　ゼンバン軍港という。

  　軍港だが、半分は城だ。大陸とジャン諸島六か国同どう盟めいをつなぐ重要な場所なので、守りは固い。ジャン諸島六か国同盟の陸軍がおよそ二万人駐ちゆう留りゆうし、軍港には水すい竜りゆう船せんだけでも二百隻せきという水軍が待機していた。

  　その城が、燃えている。

  「裏切り者」の手引きによって、朝ちよう廷てい軍に陥おとされたのだ。

  　征西将軍ラゴンが、ゼンバン軍港に入った。

  　ラゴンは三十代前半の色男だ。銀色の装甲を折り重ねた明めい光こう鎧がいで身を守り、腰には愛用の武器を下げている。武器は厳重に布でくるまれているので、その正体を知ることはできない。ラゴンは、この城を陥とすための戦いで一度も武器を使わなかった。

  　ラゴンの容よう貌ぼうは中性的だ。色白で顔の線が細い。うっすらと化粧をしているようにも見える。

  「終わってみればあっけないものだ……」

  　ラゴンは独りごちた。ゼンバン軍港で厄やつ介かいだったのは、深い濠だ。深い濠と高い城壁を組み合わせることで、破は城じよう武ぶ侠きようでも攻めにくい城になっていた。しかも、ジャン諸島六か国同盟の精せい鋭えいたちは「対武侠」の戦闘に慣れていた。四征将軍の一人であり、単身で数万人を蹴散らすことができるラゴンでも、迂う闊かつに攻めるのは危なかった。

  　ところが、今回は敵に裏切り者がいた。その裏切り者はゼンバン軍港ではなく、ジャン国首都カンタンの水すい神しん宮ぐうにいる。水神宮から極秘破壊工作用の部隊――この大陸ではスパイや忍者にあたる職業の人間を特工員と呼ぶ――を派は遣けんし、内側から跳ね橋を下ろし、朝廷軍に協力してくれたのだ。

  　ゼンバン軍港の宮殿前の広場に、ラゴンは簡単な櫓やぐらを組ませた。

  　臨時の処刑場だ。

  　そこには、ラゴンが座るための豪華な椅い子すと、斬り落とした首を見せための台が設置されていた。ラゴンはその椅子に座り、大きな動作で脚を組んだ。銀の明めい光こう鎧がいが真昼の陽光を反射し、ぎらりと鋭するどく輝いた。

  　ラゴンの隣となりには、軍団副将のリンカがいた。

  　リンカは、ロングヘアを紫色に染めている。

  　端たん整せいな顔立ちの女性だが、極端に無表情だ。静かな目をしていて、感情が読み取りにくい。露出度の高い深しん紅くの鎧よろいで豊満な体を包んでいる。リンカの武器は、戟げきである。槍やりに似た矛ほこという武器の先端に、横方向の刃をつけて「ト」の字型にしたのが、戟。槍に比べてずっと重いので、扱いこなすには筋力がいる。

  「くそっ……！　殺せっ」

  　ラゴンの前に、二人の処刑人が拘こう束そくした老将軍を連れてきた。その老将軍は、女性上位のジャン国には珍しい男性の指揮官だった。戦闘力ではなく、統率力や指揮能力を買われて出世したタイプだ。敗北した今、その老将軍は鎧と服を脱がされて全裸だった。六十を過ぎた男の裸は醜しゆう悪あくだ、とラゴンは眉み間けんに深いしわを刻んだ。

  「言われなくても、さっさと殺せ」

  　ラゴンが命じると、二人の処刑人は老将軍を床に押さえつけた。一気に首を斬ったりするのではなく、片手持ちの短い刀で滅めつ多た切りにする。手を切り落とし、太ふと腿ももを刻み、太たい鼓こを叩くように何度も頭部に切りつける。殺すのに時間をかけるのがラゴンの趣味だ。

  　死んでいく老将軍を見ながら、ラゴンは手を打って「きゃっきゃっ」と喜び、リンカは血が飛んできても眉一つ動かさなかった。

  　老将軍が死んで、次に若い女性が処刑人たちに連れてこられた。

  「こいつはなんだ」

  「……軍港の責任者です」

  　ラゴンの問いに、リンカは冷たい声で答えた。別に機き嫌げんが悪いわけではなく、そういう声質なのだ。

  「名前はユーホウ。水軍大将ラミン・ガラエダの部下で、ゼンバン軍港守備艦隊指揮官」

  「さっきのように、私も殺すがいいさ……！」

  　ユーホウは吼ほえた。いかにもジャン国の女らしい、威勢のいい女だ。先ほどの老将軍と同じように、すでに全裸に剥むかれている。

  「その女は殺すな」

  　ラゴンは処刑人に向かって言った。

  「ふん……私を犯す気か……！」

  　と、覚悟を決めた顔でユーホウ。

  「そうしたいところだが……私はそれができる体ではない」

  「……？」

  「私は、ある武術を会え得とくするために自分の男性器を切り取った」

  「なっ……！」

  「性器を切り取れば、全身の気の流れが変わる。『その技』のために、特殊な気脈が必要だった」

  「なら、なぜ私を殺さない……？」

  「私自身は女を犯すことはできないが……」ラゴンは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。「朝ちよう廷ていに……いや、私に刃向かった女が苦しむ姿を見るのは楽しい」

  「…………」

  「私の代わりに、リンカがお前をいたぶる」

  　ラゴンがそう言うと、副将のリンカがすっと前に進み出た。

  「その女が……？」

  「リンカは、極太の巨根を薬で生はやしている……気に入ってもらえるといいが」

  　リンカは、無表情のまま下着を脱ぎ、ラゴンが言った通りの見事な巨根を取り出してみせた。子供の腕ほどはあろうかという大きさだ。それを見て、ユーホウの顔に初めて恐怖の色が浮かんだ。なにしろ、櫓やぐらが組まれたこの広場には、朝廷軍の兵士や捕ほ虜りよとなったジャン国兵士が数万人も集まっているのだ。

  「や、やめろっ……こんな人前で！」

  「無駄だ。リンカは私の命令を実行するだけだ。羞しゆう恥ち心しんはない」

  　ユーホウは二人の処刑人に無理やり足を開かされた。リンカに向かって大おお股また開きの格好となる。手は後ろで厳重に拘こう束そくされているから、抵抗のしようもない。

  「ひああっ！」

  　リンカが挿入した。

  　やはり無表情のまま激しく腰を動かし、ユーホウをいたぶる。

  　朝廷軍の兵士が「さすが！」「すげえ！」と歓声をあげた。

  「ジャン国の女王も、やがてリンカに貫つらぬかれる」ラゴンは、部下が捕虜を犯す姿を見て満足げにうなずいた。「そうして、俺に刃向かったことの愚おろかさを知るがいい。女王も王女も、すべて奴ど隷れいにしてやるさ……ジャン国の女たちには、これから地獄を見せてやる」
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  　ジャン国近海、ムーハイ島にあるシュンライたちの屋敷には、拷ごう問もん用の地下室もついていた。三十人収容できる牢ろう獄ごくまである、本格的なものだ。捕ほ虜りよを収容するための牢獄は大部屋が四、個室が十五。拷問部屋の数は八つ。地下室には常時、拷問や警備を担当するジャン国の女戦士たちがおよそ二十人待機している。

  　そんな拷問部屋の中でも、最も過か酷こくな責めを行うための場所に、元・崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンが拘こう束そく、監かん禁きんされていた。

  　船でジャン国にやってきたのは、リョウカ、シュンライたちだけではなかった。九きゆう谷こく関かんで戦い、捕虜となった敵の幹部たちもだ。ジャホウセン、そして彼女に付き従っていた神しん虎こ族ぞく四姉妹のうちの三人、長女ハン・ナコ、次女ハン・リッカ、三女ハン・シャムだ。四人は扱いづらい荷物のように厳重に「梱こん包ぽう」されて運ばれた。

  　リョウカが地下室の廊ろう下かを歩いていくと、神虎族の娘たちの悲鳴や喘あえぎ声が聞こえた。ナコ、リッカ、シャムの三人が拷問されているのだ。彼女たちはジャホウセンに絶対服従しているので、痛めつけられてもなかなか改心しない。リョウカが少しだけ部屋を覗のぞくと、長女のナコが拷問係に責められていた。拷問係は身長二メートルを超える特に手荒な女たちで、頑がん丈じような神虎族のナコもさすがに泣き喚わめいていた。拷問係たちは、抵抗できないナコの尻を鋼はがねの鞭むちで叩き、乳首をロウソクの火で炙あぶって大笑いしていた。もちろん、拷問はただ痛めつけるだけではすまないだろう。

  　次女のリッカは、熱せられた棒で胸をいたぶられていた。三女のシャムは、水車に拘束されて水責めにあっている。

  「…………」

  　かわいそうだが、アルシャーサの命令で行われていることなのでリョウカには口が出しにくい。いくら悪事に加担していたとはいえ、いつか助けてあげたいものだ……。

  　警備の兵に鍵かぎを開けてもらい、リョウカは最さい奥おうの拷問部屋に足を踏み入れた。

  　崩天教主ジャウホウセンは恐ろしいほどの筋肉質で、まるで戦いくさ女め神がみのようだった。そんな彼女が、今は薄暗い拷問部屋で黒革の奴ど隷れい衣装を着せられている。

  　奴隷衣装は、股こ間かんの部分が開いていて局部が剥むき出しになっていた。しかもジャホウセンの両足には武ぶ侠きようの気き功こうを弱める霊れい符ふが貼られ、自由に動かせないように短い鉄の棒に鎖くさりで固定されていた。

  　ジャホウセンは両腕を切り落とされていた。器き解かい族ぞくである彼女の腕は、切断されたあとどちらも武器に変化し、シュンライの所有物となったのだ。

  　今、ジャホウセンは両腕を奪われ、剥き出しの局部を上に向かって突き出すような格好で拘束されているのに、それでも不敵な笑みを絶やさなかった。拷ごう問もん係たちはジャホウセンも拷問したが、びくともしないのですぐに飽あきた。ジャホウセンが乱れたのは、少し前にリョウカが犯した時だけだった。
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  　二人のほかに、この部屋に人はいない。

  「……リョウカか」

  「どうも、お久しぶりです」

  　捕ほ虜りよ相手にも、丁てい寧ねいな口調になってしまう。

  「こんな地下に、何の用だ」

  「話を聞かせてください」

  「だから、何の話を？」

  「とぼけないでください……器き解かい族ぞくの話です」

  「ふふ……」

  　ジャホウセンは意味ありげに笑った。

  「ヒュンラさんから少しは聞きました……『イズハ平原の虐ぎやく殺さつ』」

  　リョウカは、沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。

  　十二年前――。征西将軍ラゴンとその部下カルザは、ある任務のために辺境のイズハ平原に展開した。その任務とは、少数民族の虐殺だ。イズハ平原の戦いで、器解族はほとんどが捕らえられ、ラゴンの城に監かん禁きんされた。

  　器解族の体は、切り離されると武器になる。その武器の魅力・威力に取りつかれたラゴンは、器解族の力を独占しようとした。それを皇帝に知られないように、ラゴンは器解族の代わりに無実の市民を虐殺し、口封じと死体の帳尻合わせを行ったのだ。

  「リョウカもあの事件について知ったか」

  「私とあなたは同じ器解族。しかも、朝ちよう廷ていとは敵対している。あなたがそうなってしまった理由はわかる。今までの悪事を反省して、今まで虐しいたげてきた人たちに心の底から謝ってくれるのなら、私たちは手を取り合うこともできるかもしれません……！」

  「なら、私はもう改心した。拘こう束そくを解け」

  　ジャホウセンは飄ひよう々ひようとした口調で言った。

  　厳重に拘束されているとは思えない、余よ裕ゆうのある態度だ。

  「……私にも、少しは人を見る目があります。あなたはまったく変わっていない」

  　リョウカは、悲しげにゆっくりとかぶりを振った。

  「その通り。改心もなにも、私は最初から間違っていない」

  　と、ジャホウセンは大たい笑しようした。

  　リョウカは「くっ……」と軽く唇を噛かむ。

  「……わかりました。改心のことはさておき、母の話を聞かせてもらえませんか」

  「お前の母……姫ひめ巫み女こランスウ様か……」

  　ジャホウセンの大たい笑しようが唐とう突とつにやんだ。

  　彼女の長いまつげが愁うれいを帯びる。

  「素晴らしいひとだった……朝ちよう廷ていを倒して六ろく門もん器械を集め、再びランスウ様に会うのは私の夢の一つだ」

  「もっと、色々と教えてください……！」

  　リョウカは、縋すがるように言った。

  「ランスウ様は、娘に……即すなわちリョウカに器き解かい族ぞくの復興を託そうとしていた」

  「器解族の復興……？」

  「双そう天てん武ぶ王おうになれるほど強くなり、リョウカに器解族を守って欲しい――それが口くち癖ぐせだった。そしてそれは、器解族の姫巫女の家に生まれた女の宿命でもあった」

  「母は……強かったのですか？」

  「強かった。本当に強かった」ジャホウセンは即答し、鋭するどい視線をリョウカに向けた。「リョウカ、お前はとんでもない達人になるはずだ。器解族の姫巫女とはそういうものだ」

  「私が……」

  「もちろん、どんな生まれであろうと、努力、鍛たん錬れん、散さん手しゆ、気き功こうなどを怠おこたるものが強くなるはずがない。器解族には器解族の修行がある。お前は、ちゃんとそれができているのか」

  「器解族の修行とはどんなものですか……？」

  「白はく蛇じや淫いん功こうを教えてやろう」

  「白蛇淫功！」

  　思わず驚きの声をあげた。

  　リョウカは白蛇淫功の威力を知っている。

  　だが、あれはあくまで淫術の類たぐいのはずだ。

  「お前が何を考えているのかわかるぞ、リョウカ」

  「……っ！」

  「言っておくが、白蛇淫功はただの性交の技ではないぞ。あれは、器解族独特の房ぼう中ちゆう術、内ない功こう法でもあるのだ」

  　人間が仙人になるには、房中術が必ひつ須すとなる。房中術とは、性交を上う手まくコントロールすることによって自分の精力・気力を充実させ、不老不死を実現させるための秘術のことだ。

  「リョウカ、お前はよく気功を人に褒ほめられないか？　莫大な内力を持っているのだ。だからこそ成長が抜群に早い。だが、もっと成長を早くするには白蛇淫功が必要だ。白蛇淫功を使いこなすことで器解族特有の複雑な気脈が整理され、基礎体力の成長が劇的に早くなる……！」

  「劇的に……それは、本当ですか？」

  　成長が早くなる――。その言葉が媚び薬やくのようにリョウカの心に染しみ込んだ。

  「逆に、白はく蛇じや淫いん功こうがなければある程度のところで成長が止まる。いいかリョウカ。私の強さが何よりの証しよう拠こだ！」

  　今ジャホウセンは囚とらわれの身だが、確かに勝てたのが不思議なほどの強敵だった。金きん蚕さん功こうという最強の外がい功こうを習得し、気功、武術も抜群だった。普通に戦ったら、シュンライでも危なかったろう。

  「白蛇淫功を……私が学ぶ？　あなたから？」

  「私はこんな状態だ。何ができるというものでもない。どんなに策を弄ろうしても、両腕を奪われた状態でここから脱出できるはずもない。ここで白蛇淫功を教えることに他意はない。同じ器き解かい族ぞくの『よしみ』だ」

  　少し教えてもらうだけなら大丈夫、とリョウカは思った。

  　あんなことを言っているが、ジャホウセンには何か狙ねらいがあるのだろう。しかし、なにしろ彼女はまったく身動きがとれない状態だ。何か危ないと思ったら、リョウカはさっさと引き返せばいい。

  「わ……わかりました……教えてください」

  「そうだ……いいぞ」

  　ジャホウセンは満足げにうなずいた。

  

  「龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの男根を取り出せ」

  「はい……」

  　下着から取り出して、ジャホウセンに見せる。

  　ジャホウセンの卑ひ猥わいな衣装と剥むき出しの局部を見ているうちに、龍鳳双具の男根はすでに勃ぼつ起きしていた。

  「今のリョウカでは、自分の気脈をはっきりとは意識できていないはずだ。まずは、男根の先端から自分の脳天まで、一本の光の道が通っている光景を想像しろ」

  「はい……！」

  「その光の道を意識しつつ、ゆっくりと男根をしごけ……」

  「う……」

  「どうした、さっさとしろ」

  「……わかりました」

  　リョウカは、男根に右手を添えてゆっくりと前後に動かした。そういえば、シュンライとの性交を貪むさぼっていたので自慰は久しぶりだ。しかも、ジャホウセンに見られているせいか、緊張と快感が一緒になって普段よりも興奮した。段々と男根をしごく指に力が入る。

  「立派な勃起だな……長くて太くて……たくましい。根元には血管が走っていて、段差も激しくて、先端はきれいな桃色だ」

  「…………」

  　リョウカはかあっ、と頬を赤くした。

  「体の中で光の道が通ったら、次は丹たん田でんで気を煉ねる」と、ジャホウセン。「光の道が、丹田を経由する」

  「うっ……！」

  　自分でしごいているだけなのに、異様に熱い。

  　男根から丹田を経由し脳天へ、という気脈が通ったのだ。

  「さすが器き解かい族ぞく姫ひめ巫み女この家の出……こんな簡単な説明で早くもコツをつかみかけている」

  　ジャホウセンは微笑ほほえみ、続ける。

  「器解族の気は四か所で生じる。舌にある『玉ぎよく泉せんの気』。乳ち房ぶさにある『蟠ばん桃とうの気』。子し宮きゆうより生じる『鳳ほう凰おうの気』。男根より生じる『竜りゆう陽ようの気』。器解族でない人間よりも一か所多いのだ。器解族の技は、気の生じる場所の数が偶数でなければ使えない」

  「ああ……」

  　リョウカはジャホウセンに言われた通りにした。

  　確かに、今までとは比べ物にならない気が生まれている。心地よかった。

  「さあ……そのたくましく勃ぼつ起きした男根を私に挿入しろ」

  「……ああ……いいのですか？」

  「すでにたっぷり濡れている。遠慮はいらん……欲しいのだ」

  　ジャホウセンが言った通り、彼女の亀き裂れつはしとどに濡れていた。それだけでなく、器解族の証あかしである龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの男根も屹きつ立りつしていた。

  　リョウカは、拘こう束そくされたジャホウセンの「女の部分」に男根をあてがい――、

  　思い切り突き込んだ。

  「くっ、うっ……」

  「あああっ……！」

  　ジャホウセンは、股こ間かんの細かい筋肉まで鍛え抜いているので、締め付けが異常に強かった。武ぶ侠きようとの性交に慣れたリョウカだからこそ犯し抜くことができる。

  　リョウカは、叩きつけるように腰を振った。

  　上下に動かし、ジャホウセンの女を抉えぐった。

  「挿入したら、今度はさっきの『光の道』が、『白い蛇へび』となって相手の子宮を貫つらぬく光景を想像しろ！」

  「は、はいっ……！」

  　リョウカの気功が爆発する。

  　発はつ勁けいが、男根の先端から迸ほとばしった。

  「！」

  　ジャホウセンは快感のあまり両目を見開いた。

  「そっ、そうだっ……！　それが白はく蛇じや淫いん功こうだ！　その調子だっ！」

  「くうぅ……！」

  「脳天、丹たん田でん、男根、相手の子し宮きゆう、相手の脳天……すべてを一本の線でつないで、相手の脳を溶かすつもりで腰を振れ……！」

  　リョウカの白蛇淫功は、拙つたないながらも爆発力があった。

  　以前、リョウカがジャホウセンを犯した時も、リョウカは無意識のうちに白蛇淫功を使っていた。つまり、天分があるのだ。

  「はああっ！」

  　ジャホウセンは涎よだれを飛ばし、眉を歪ゆがませ絶叫した。

  　乱れに乱れて、迎え腰を使う。

  「あひいッ！　し、死ぬ！　死んじゃう！」

  　互いに腰を打ち合って、快楽を与え合う。

  「あんっ、いい、これ、すごい……おかしくなりそう……！」

  「私も……気持ちよすぎて……何がなんだか……」

  　ジャホウセンの強烈な締め付けは、リョウカの男根の根元から快楽のエキスを搾しぼり取るかのようだった。初めての白蛇淫功だったので、リョウカには余よ裕ゆうがなかった。相手の脳だけでなく、自分の脳も溶けそうだった。

  　興奮が高まり、吐と精せい感が訪れた。

  「ああ、もう我慢できない……奥に……奥にちょうだい……！」

  「はいっ！」

  　リョウカは、ジャホウセンの奥で精液を放った。

  　直撃を食らい、ジャホウセンは絶頂に達し、同時に男根からも精液が溢あふれた。

  

  「……ふう……」

  　リョウカは、ジャホウセンに挿入したまましばらく休んだ。

  　二人とも、声の出しすぎですっかり喉のどが嗄かれていた。

  「……両腕を返してくれなくても、お前が白蛇淫功を完全に会え得とくしたら器き解かい族ぞくや姫ひめ巫み女こ様の話をしてやろう」

  　ジャホウセンが、優しい声で言った。

  「……本当ですね？　約束ですよ？」

  「このジャホウセン。同族との約束を破るほど落ちぶれてはいない」
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  「……気持ちよかったけど、疲れた……」

  　ジャホウセンとの性交――白はく蛇じや淫いん功こうの修行を終えたリョウカは、地下室を出て自分の部屋に戻った。戻る途中、本当に体が軽くなっていて驚いた。気力がいくらでも湧いてきて、筋力が明らかに増加している。ジャホウセンの言葉は真実だった。リョウカの身体能力が一瞬で劇的に向上していた。

  　部屋に戻ると、

  「皆で海水浴でもいかがですか？　ここムーハイ島の海岸は綺き麗れいですよ」

  　と、世話係である水着侍じ女じよのジュジュに誘われた。

  「これから朝ちよう廷てい軍との戦いが始まります。ぜひ、忙しくなる前に」

  　リョウカは海水浴の経験がなかったので断るつもりだったが、すでにシュンライや水着侍女たちのリーダー、フィフィも砂浜に向かったと聞いて、考えを改めた。

  「シュンライ様が行くなら、私も行った方がいいよね」

  「では、早速リョウカ様もお召めし替えを」

  「へ？　お召し替え？」

  「海では水着に着替えるものです」

  「は、はあ……」

  　ジュジュが、手て際ぎわよくリョウカの服を脱がせ始めた。こういう時は、相手にされるがままになるのがリョウカの悪い癖くせだ。特に可愛かわいい女の子に強引にされると、逆らえない。

  「これは……恥ずかしいなあ」

  「よくお似合いですよ……」

  　リョウカは、ジュジュが用意した水着に着替えた。リョウカの水着は赤色で、白い肌にぎちぎちと食い込んだ。リョウカは龍りゆう鳳ほう双そう具ぐなので、下の水着が男根の形に膨ふくらんでいて恥ずかしい。

  　リョウカとジュジュはムーハイ島の砂浜に出た。

  　燦さん々さんと陽光が降り注ぐ美しい白砂の浜だ。その浜は複雑な地形の入り江になっていて、そう簡単には敵の侵入を許さないようになっていた。

  　砂浜に、シュンライが寝そべっていた。両りよう隣どなりに、二人の水着侍女がいる。一人は元気なフィフィ、もう一人は水着侍女のコロンだ。コロンは眼鏡めがねをかけた大柄な女性で、フィフィとともにシュンライに日焼け止めの油を塗っている。

  　ホウショウは、召し使いのリランと早くもいちゃついている。

  　ヒュンラにも、世話係の水着侍女が二人ついていた。かつての朝廷軍の将軍が戦いくさに負けて捕ほ虜りよとなり、今ではジャン国シュンライ師団の副将となった。ヒュンラを見ていると、人の運命とはわからぬものだ、とリョウカはしみじみ思う。

  　シュンライ、ホウショウ、リラン、ヒュンラも水着に着替えていた。

  　ヒュンラの水着は紫色。ホウショウとリランはどちらも黒い水着で、デザインも似ている。シュンライは、真っ白な水着だった。シュンライの肌は褐かつ色しよくなので、白い水着だとコントラストが鮮やかだ。

  　女武ぶ侠きようたちは普段から露出度の高い服を好むが、水着の露出度の高さはまた格別だった。シュンライの水着姿を見て、リョウカの胸がきゅんとなった。

  　同じ頃、アルシャーサも砂浜に遊びに来た。護衛のニスーラと、宮きゆう廷てい女官のシャーフを連れている。シャーフは上品で物静かな大人の女性であり、アルシャーサが赤ん坊だった頃から世話係を務めているという。その三人も、もちろん水着姿である。

  「この島を気に入っていただけたようですね」と、アルシャーサ。「母も喜ぶと思います」

  「これは、姫様」

  　シュンライは立ち上がった。

  「そのような呼び方はおやめください。どうか、私のことは今まで通り『アルシャ』と」

  　アルシャーサは、ゆっくりとシュンライに歩み寄っていく。

  「そうはいきません」

  　シュンライは、畏かしこまって一礼した。

  「シュンライ様は意外とそのあたり融通が利ききませんのね。それもまた素敵ですが……」

  　二人の間合いが詰まった。

  　いつの間にか、アルシャーサとシュンライは唇が触れ合いそうな距離だ。

  　アルシャーサが、熱っぽい瞳でシュンライを見上げた。

  　シュンライの唇が微かすかに開いて、舌の先端がちらりとのぞく。それを見て、アルシャーサの頬が欲情で紅こう潮ちようした。

  　リョウカは「だ、だめっ！」と言った。

  　それとほぼ同時に、ニスーラも「い、いけませんっ！」と叫んでいた。

  　驚いて、アルシャーサとシュンライはどちらも後ずさった。

  「どうした二人とも。そんな大声を」

  　少し呆あきれたようにアルシャーサが言った。

  「い、いえ……」珍しくニスーラは動揺を表に出していた。「仮にも第一王女が、かような場所で将軍とあまり体を近づけるのはいかがなものかと……」

  「ジャン国は奔ほん放ぽうな恋愛と性交を楽しむ国。それは普通の民たみも王族も変わりはない。昔からそうだったはず。どうしてニスーラが今いま更さらそんなことを言い出すの」

  「それは……そうなんですが」

  　ニスーラはしどろもどろだ。

  「リョウカも、何かあったのか？」

  　シュンライは不思議そうに訊たずねた。

  「わ、私は……今からちょうどお師し匠しよう様に話があったので」

  「急ぎの用事か」

  「いえ、そろそろもっと強い外がい功こうを教えてもらえないかと……」

  「なるほど。確かに次に進んでもいい頃だ。考えておこう」

  「はい！」

  「リョウカは成長が早いからな……」

  　シュンライは、リョウカに優しい笑顔を向けた。

  「ふん……」

  　それが面白くないのか、アルシャーサが拗すねた顔で頬を膨ふくらませた。

  （なぜ、シュンライ様とアルシャーサ姫が近づくのが嫌いやだったんだろう……）

  　リョウカは、自分の言動を不思議に思った。男女かかわらず、武ぶ侠きようとは好きな時に好きな相手と体を交わすものだ。たとえ恋人がいても、複数の相手と関係を持つことをためらわない。一番大事な人がいるのと、武侠特有の旺おう盛せいな性欲を満たすのはまた別の話だ。実際、シュンライもリョウカも旅の途中来るものは拒こばまなかった。

  　それなのに――。

  　なぜか、アルシャーサがシュンライに迫ると、リョウカの胸がざわざわした。不安が走った。自分だって、ついさっきジャホウセンを犯したばかりなのに筋が通らない。恐らく、アルシャーサはシュンライに対してどこか「本気」なのだろう。それが、リョウカの嫉しつ妬と心を刺激したのだ――そう思えた。

  

  「とりあえず、泳ぎましょう！」

  　と、フィフィが元気に叫んだ。

  　それが切っ掛けになって、海水浴が始まった。シュンライも「よし！」と海に飛び込み、水着侍じ女じよたちがそれに続いた。アルシャーサとニスーラも海に入った。

  　リョウカは、シュンライを追った。腰まで海につかったところで波の動きに驚き、潮しお水みずの爽やかな刺激にも驚いた。生まれて初めての海水浴だった。

  　ホウショウは泳げないので、リランと浅瀬を散歩している。

  　リョウカにとっては初めての海遊び。そして、シュンライにしてみれば数年ぶりの海遊びとなる。シュンライは、リョウカに助けられるまで長い間「封印」されていたのだ。

  　大陸でも五指に入る達人とされる拳けん神しん雷らいことレイ・シュンライが、今は海で子供のようにはしゃいでいる。それを見てリョウカは和なごんだが、アルシャーサがまたシュンライに近づいていったので「むっ」とした。なんとなく居い心ごこ地ちが悪くなって、リョウカは誰にも気づかれないようにこっそりと砂浜を離れた。

  　一人になりたい気分だった。

  　少し歩いて、リョウカは海岸の岩場にたどり着いた。

  　そこでしばらく潮しお風かぜに当たっていようと考えていたら――、

  「あれ……？」

  　リョウカは、岩の陰に人の姿を見つけた。

  　それも、尋じん常じような姿ではなかった。

  　リョウカより少し年上の少女が、両手両足を拘こう束そくされた状態で転がっていたのだ。

  　その少女は、リョウカと戦ったジャン国水軍の兵士カシュラだった。

  　水軍大将ラミン・ガラエダの部下で、元海賊。大人の色気と海賊の野や蛮ばんさを兼ね備えていて、黒い髪は極端に短い。

  　リョウカは、カシュラが全裸であることにまず驚いた。しかも猿さる轡ぐつわがかけられ、股こ間かんではタコのような生き物が動いていた。ジャン国の海岸でしか見かけることがない、珍しい後こう宮きゆうダコだ。女性の局部に張りつき、陰いん核かくを吸い、小刻みな振動を行うことから自慰の補助に使われる。貴族の婦人のために高額で取引されることから、後宮ダコという名前がついた。

  　とりあえず、リョウカは猿轡を外した。

  「――ぷはっ！」

  「大丈夫ですか!?　何があったんですか？」

  「実は……」

  　と、カシュラは語り始めた。

  　リョウカに散さん手しゆで負けたカシュラは、罰ばつとして水軍大将ラミン・ガラエダの手によって淫みだらな拷ごう問もんをされたという。散々いたぶられたあと、後宮ダコをつけられてこの島に捨てられたのだと。

  「ずっと放置されたまま、敏感な部分を責められていたのです……」

  「そんなことになってしまったなんて……」

  　リョウカは、自分の責任のような気がしてうつむいた。

  　こちらは軽い気持ちで戦っても、面子メンツの問題がからむとややこしいことになる。

  「ああ、もうダメ……」

  　と、カシュラが悩ましい声をあげた。

  「ずっとこの状態でもう限界……どうか、お願いですリョウカ様……」

  「わ、私？」

  「はい……どうか、犯してくださいませ……」

  　カシュラは、切ない顔で哀願した。

  「わ……わかりました……」

  　リョウカは最初ためらったが、男根が勃ぼつ起きし女性器が疼うずくのは止められなかった。それに、リョウカは少し意地悪な気分だった。アルシャーサのことで不ふ機き嫌げんになっていて、それを誰かにぶつけたいのだ。

  　まず、リョウカはカシュラの唇を吸った。カシュラは四つん這ばいの格好なので、リョウカは腰を屈かがめて舌を伸ばした。「ん……くぅ……」と、情熱的なキスを交わす。それだけで、性感が高まっているカシュラは浅ましくもじもじと腰を振った。

  「どこに、何を入れればいいのかな？」

  　と、リョウカは焦じらす。

  「ああんっ……どうか後こう宮きゆうダコが吸っていた私の肉にく壺つぼに、リョウカ様の指をいただきたく……」

  「指より……私はこっちの方が使いたいです」

  　リョウカは、男根を取り出して見せつけた。

  「あッ……！　龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ！」

  「……どうしましょう？」

  「ああん、たくましい……それ……欲しいの……」

  「……ここで手を出すと、あとで騒動の種になったりして……」

  　そう言いながら、リョウカはカシュラの背後に回った。後宮ダコを乱暴に引き剥はがして、カシュラの腰をがっちりつかみ、男根の先端をカシュラの亀き裂れつに当てる。当てるだけで、挿入はしない。さらに焦らす。

  「そんな意地悪なさらないで……ラミン様の部下ではなく、リョウカ様の性奴ど隷れいになります。なんでも言うこと聞きますから、どうか……死んじゃう……！」

  「それなら……」

  　こんなふうに女性を責めるのは初めてなので、リョウカは興奮した。自みずから性奴隷になると言ったカシュラのことが可愛かわいく思えた。

  　リョウカは、男根を挿入した。

  　長い時間後宮ダコにいたぶられて、カシュラの秘所はすっかり敏感になっていた。リョウカが入れた瞬間、カシュラは両目を見開いて体を震わせた。

  「入れただけで軽くイッたんだ……可愛いですよ」

  　そう言って、リョウカはピストン運動を繰り返す。

  「あ、はひっ……あ、はっ……」

  「まだまだ、これから」

  「――っ！」

  　リョウカは、白はく蛇じや淫いん功こうを試ためしてみた。

  　器き解かい族ぞくの気脈を意識し、相手の脳天まで光の道――白い蛇へび――が貫通する光景を強くイメージする。腰を使いながら気き功こうを煉ねり、カシュラを徹底的に、激しく犯す。

  「ああっ、ああっ――！　こんな、信じられない！」

  　白はく蛇じや淫いん功こうはすぐに効く。

  　カシュラは、正気を失うのではないかと心配するほど乱れた。発情した獣のように激しく腰を振り、数え切れないほどの絶頂を迎えた。

  

  （しまったなあ……）

  　と、リョウカはため息をつく。

  　カシュラとの性交を終えて、彼女の拘こう束そくを解いた。少し気分が落ち着いて、リョウカは八つ当たり気味に犯してしまったことを反省した。おまけに、白蛇淫功を使ってしまった。今ではカシュラはリョウカの虜とりこ。生まれたての子犬のように、べったりとリョウカについてくる。

  「ああ、リョウカ様……」と、カシュラはうっとりとした顔だ。

  　砂浜に戻ると、海水浴は一段落し、皆が性交に夢中だった。

  　シュンライがアルシャーサを抱いているのではないか、とリョウカは不安に思ったが、シュンライの相手はフィフィやコロンといった水着侍じ女じよたちだ。日焼け止めの油をたっぷりと塗って、三人で体を密着させている。

  「アルシャーサ姫は？」

  　リョウカは、駆け寄ってきたジュジュに訊たずねた。

  「もうお帰りになりました。『夜の歓迎の宴うたげでまた会いましょう』とのことです」

  「そっか……」

  　リョウカは、侍女たちと肉欲をぶつけ合うシュンライをもう一度見た。――平気だった。特に嫉しつ妬と心などは湧いてこなかった。やはり、リョウカの警戒心には今のところアルシャーサだけが引っかかるらしい。

  　まったく……、とリョウカは自じ嘲ちようした。アルシャーサのことを意識しすぎだ。

  　シュンライは、リョウカ以外の女性とセックスをする。リョウカも、シュンライ以外の女性とセックスをする。だからといって、互いを想う気持ちが揺らぐはずもない。ようやく、リョウカの心が晴れる。

  「そちらの方は？」

  　と、ジュジュが訊きいてきた。ジュジュの視線は、相変わらずリョウカにべったりのカシュラに向いていた。

  「えっと、話せば長くなるんですが……」

  　リョウカは困こん惑わくし、眉を歪ゆがめた。

  「今日から、私と一緒に行動することになったカシュラさん。まあ、そういうことで」

  「まあ、深くは追及しません。賑にぎやかなのはいいことです……」

  「ど、どうも」

  「それより……」と、ジュジュはリョウカににじり寄る。「シュンライ様を見ていたら、私もすっかり疼うずいてしまって……」

  「ああ……」

  　ジュジュが、水着の上からリョウカの股こ間かんを撫なでた。カシュラを散々犯したばかりの男根だが、水着の布地越しにジュジュの指を感じてすぐに勃ぼつ起きした。リョウカの水着が、卑ひ猥わいな形に膨ふくらむ。それを見て、ジュジュとカシュラの目が輝く。

  「じゃあ、せっかくだからおしゃぶりしてもらおうかな……」

  　と、リョウカ。

  　ジュジュはリョウカの前にひざまずき、水着に口をつけた。

  　ねっとりと舌を這はわせて刺激する。リョウカの水着が唾だ液えきで濡れて、男根が透すけて見える。

  　直接舌が触れるのではない独特の感触に、リョウカは「んっ……！」と快感の呻うめき声をあげた。

  　ジュジュが水着をずらすと、リョウカの男根が飛び出した。布地の少ない水着の下で苦しそうにしていた男根が、自由を得て雄お々おしく反り返る。

  　ジュジュは、唇を突き出すようにしてリョウカの男根を頬ほお張ばった。ジュジュの端たん整せいな容よう貌ぼうが、太い肉棒をくわえて微かすかに崩れる。

  　その崩れ具合が、リョウカをますます興奮させた。

  　カシュラは、ジュジュの反対側にひざまずいた。舌を伸ばして、リョウカの後ろの穴を刺激する。そこはリョウカもほとんど責められたことがない、未開拓の敏感な部分だったので、リョウカの腰は快感のあまり砕けそうになった。

  　水着姿の美少女にフェラチオさせながら、性奴ど隷れいに尻の穴をなめられている。

  「はああ……」

  　リョウカの口から快感のため息が漏れた。

  　シュンライは磨ま鏡きようの三人同時性交を楽しみ、ホウショウは浅瀬でリランと戯たわむれている。ヒュンラは、二人の水着侍じ女じよと交互にキスを交わしている。

  　ジャン国はいい国だ、とリョウカは思った。美う味まい氷菓子があって、美女・美少女が多く、その気になったらすぐに性交が始まる。

  　しかし、この国に長居するわけにはいかない。リョウカには、もっと大きな目的がある。シュンライも、旅の目的とリョウカと交わした約束は忘れていないはずだ。このままジャン国に居続けたい気持ちは山々だが、征西将軍ラゴンを倒したら旅は再開するのだ。

  　そんなことを考えながら、リョウカはジュジュの口の中で射精した。
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  　黒い衣装の妖よう艶えんな宰さい相しようメジーナは、はちきれんばかりの巨大な胸を揺らしつつ、宦かん官がんたちを率ひきいて都と城じよう後こう宮きゆうの廊ろう下かを歩いていた。ジャン国では、男性の高級官かん僚りようはすべて自みずから性器を切り取り、宦かん官がんとなって宰さい相しようの監督下に入るのがならわしとなっている。

  　現在ジャン国女王シェラーシャには夫も妻もおらず、後宮にいるのは愛人ばかりだ。愛人のほとんどは女性武術家で、修行のためジャン国を訪れて女王に見み初そめられた者が多い。

  「……女王陛下、失礼いたします」

  　扉とびらの外に宦官たちを待たせて、メジーナは女王の部屋に足を踏み入れた。

  「む……」

  　と、メジーナは眉をひそめる。

  　女王シェラーシャが、まさに愛人との行為の最中だったからだ。その部屋は後宮の談話室サロンとでもいうべき場所で、行為はもっと奥の寝室で行うものだが女王はお構いなしだ。

  　シェラーシャは、ふかふかの大きな長なが椅い子すの上で四人の愛人たちと楽しんでいた。四人はすべて、筋骨隆りゆう々りゆうのたくましい女武術家たちだ。岩のような体に、女王の柔やわらかい豊満な肉体が挟はさまれている。

  　シェラーシャの趣味で、四人は薬で男根を生はやしていた。小国とはいえ女王ともあろうものが、愛人に口や前の穴はもちろん、後ろの穴まで許している。三つの穴だけでは足りないのか、女王は胸まで使って男根に奉ほう仕ししている。

  「…………」

  　口が男根でふさがっていては、話ができるはずもない。メジーナは、とりあえずシェラーシャの口が解放されるのを待った。

  　二十分ほどして、女王にフェラチオさせていた女武術家が射精した。

  「あら、メジーナね。こんなところを見せてすまないわ……」

  　シェラーシャが言うと、口の端から精液が少しこぼれた。

  「いえ……お気になさらず、ここは後宮」

  　四人は、シェラーシャを責めるのをやめなかった。女王の体には、すでに大量の精液がかかっていた。発情した犬や猫よりもひどいとメジーナは思う。

  「ああッ……そこッ、お上じよう手ず……！」

  「女王陛下……」メジーナは、それでも畏かしこまった口調で用件を告げる。「シュンライ将軍が指揮するための師団再編成に伴い必要が生じた追加軍事費の捻ねん出しゆつ案がまとまりました。書面にしましたので、あとでご確認を……」

  「しょ、承知しました……ああッ！」

  「では、失礼いたします……」

  　メジーナは、礼をしながら部屋を出た。

  　外に待たせていた部下たちと合流し、来た道を戻る。

  「まったく、女王陛下の武術家好きには困ったものよ……」

  　メジーナは、腹心の宦かん官がんたちに小声で話しかけた。

  「レイ・シュンライとやらもいずれは後こう宮きゆうに入るかもしれませんな……」

  　と、宦官の一人。

  「どうだろうな……確かに後こう宮きゆうは今や下げ賤せんな女武術家で足の踏み場もないが」メジーナは意味ありげに笑った。「もちろん、女王陛下はシュンライのすべてを狙ねらっているだろう。臨時将軍として取り立てて、隙すきあらば肉体関係を結ぶ……」

  「女王陛下には傾けい城せい舞ぶ功こうがありますからな。並の武ぶ侠きようでは、あの技に太た刀ち打うちはできますまい。女王様の虜とりことなって、二度とこの国を離れることはないでしょう」

  「シュンライは後宮どころか、その気になれば大将軍も狙える」

  「武侠好きの女王陛下はそれでいいかもしれませんが、それではジャン国軍に不安が広がってしまう……大将軍シュリン・ポーや水軍大将ラミン・ガラエダは納得しないでしょうし、末端の兵士にいたるまで士し気きが落ちる。まさか女王陛下もそこまでするわけが……」

  「ないと思うか？　陛下はシュンライの師し匠しよう、クバンカサにこの国を譲ろうとしていたのだぞ？　クバンカサが政治に興味がなく、風ふう雲うん救きゆう国こく状じようを残して姿を消してくれたからよかったようなものの……」

  「…………」

  　宦官たちは押し黙った。

  「まあいい」とメジーナ。「クバンカサの時と違って、二人の王女様も立派になられた。こちらに打つ手がないわけでもない……」

  

  　一方、その頃都と城じよう・水すい神しん宮ぐうでは――。

  　メガネをかけてつんとすました表情の第二王女――アオリザが、世話係や護衛に囲まれた状態で歩いていく。

  「お前たちは、廊ろう下かで待っていろ」

  　と、周りの人間に命じて、アオリザは大将軍の執しつ務む室に入った。

  　大将軍シュリン・ポー。立派な体格の持ち主で、他のジャン国の人間よりもやや肌の黒色が強い。長い髪は、輝くような金色だ。

  「これはこれは、アオリザ王女様」

  　シュリンは鎧よろいを脱ぎ、愛用の武器である二本の[image: ]かんの手入れをしていた。[image: ]とは、長剣に似ているが刃はない。相手を殴るための打撃武器である。

  　ジャン国では常に潮しお風かぜが吹いている。こまめに油を塗って手入れをしないと、すぐに傷んでしまうのだ。

  　シュリンは二本の[image: ]を台の上に置き、アオリザに抱ほう拳けん礼れいをした。

  　アオリザは部屋の上かみ座ざに腰を下ろし、シュリンはその下しもに回る。

  「……大将軍は、姉上が連れてきた臨時将軍をどう思うか」

  　いきなり本題を切り出した。

  「先日高齢を理由に退任した陸軍大将の代わり。ありがたい話かと」

  「それは本心か」

  　そう言ったアオリザは無表情で冷たい声だ。

  「もちろんです」

  「私は、最近姉上が何を考えているのかわからなくなる……」

  　アオリザの姉――アルシャーサのことだ。

  「アルシャーサ姫はただジャン国のために身を削っておられます。シュンライ将軍を捜す旅では、わざわざ踊り子に身をやつしてまで……」

  「そこが変なのだ」アオリザはシュリンの言葉を遮さえぎった。「一国の姫が、そこまでして武ぶ侠きようを飼いたがるなど……。いくら母上の命とはいえ、武侠は武侠。本来暗殺が仕事のニスーラと、やたらと一緒にいたがるのも気になる」

  「あの二人が好き合っているだけでしょう」

  「王族が、暗あん殺さつ拳けんの一族とか」

  「ジャン国とルカン帝国との違いは、自由な恋愛が楽しめることです」

  「だが、限度はある。王族には相応ふさわしい相手という者がいるだろう」

  「……アオリザ様が私と愛し合っているのは？」

  　と、シュリンは微笑ほほえむ。

  　アオリザの無表情が一瞬で崩れた。

  　慌あわてて、顔が「ぼっ」と真っ赤に染まる。

  「そ、それは大将軍と王女なら問題ないだろう……」

  「しかし、私は卑いやしいとされる奴ど隷れい商人の末まつ裔えい。国民は祝ってはくれないでしょう……」

  　シュリンが少し寂しげにそう言うと、

  「そんなことはない……！」

  　アオリザは強く否定した。

  「誰がなんと言おうと、シュリンの悪口を言うやつは私が許さん」

  「姫様……ありがとうございます」

  　シュリンは、瞳を潤うるませて深々と頭を下げた。

  「これから何があろうと、私はアオリザ姫の味方です」
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  　夜になった。水着侍じ女じよたちと浴びるような性交を楽しんだリョウカ、シュンライたちは、迎えが来たので遊ゆう撃げき船せんでムーハイ島を出た。

  　いよいよ、歓迎の宴うたげの準備が整ったのだ。

  　首都カンタン、都と城じよう近くの停てい泊はく所に船をつないで、水すい神しん宮ぐうに向かう。

  「どうぞ、こちらへ！」

  　フィフィの案内で、水神宮の宴の間へ。

  　派手な扉とびらを通り抜けると、そこは楽園のような大広間だった。室内なのに生花が咲き乱れ、人工の泉からは水ではなく果実酒が溢あふれている。照明は水すい晶しようと灯とう籠ろうを組み合わせていて煌きらびやかで、食卓の上にはジャン国名産の魚料理や果物類が並ぶ。

  　ジャン国特有の打楽器・管楽器の妙たえなる調べが響き渡り、それにリズムを合わせて薄着の踊り子数十人が体をくねらせ舞っている。楽隊も踊り子も美女、美少女ばかりだ。

  　リョウカ、シュンライたちの席は、王族、大将軍、宰さい相しよう、水軍大将のすぐ近くに用意されていた。

  「女王様、このような見事な宴にお招きいただき光こう栄えい至し極ごくに存じます」

  　と、シュンライが抱ほう拳けん礼れいをした。

  「いえいえ、これしきのことで」女王シェラーシャは穏やかに笑った。「屋敷の方はいかがでしたか」

  「立派すぎて、困惑するほどです」

  「気に入っていただけたようですね。よかった」

  　リョウカは、目の前の豪勢な料理に目を奪われた。魚が生のまま並んでいる皿があった。それを見たリョウカが「これから焼くのですか？」と訊きいたら、水軍大将ラミン・ガラエダに「いえ、このままです。ジャン国では一般的な食べ方ですが、お嫌いですか？　大陸の方の口には確かに合わないかもしれませんが」と嫌いや味みっぽい口調で言われた。少し意地になって、リョウカは最初に生魚の身を食べた。肉よりもさっぱりしていて、焼き魚よりも味が濃厚で、わさび醤じよう油ゆで食べると最高だった。

  「美お味いしいです……！」

  「料理も気に入っていただけましたか」と、女王は満面の笑みを浮かべた。

  　それからしばらく、歌と踊りと美食の宴が続いた。あまりにも豪華で、楽しくて、リョウカは今も朝ちよう廷ていに苦しめられている人々に申しわけなく思った。ルカン朝とジャン国はただ別の国というだけではなく、まるで別世界だった。

  　宴もたけなわというところで、女王シェラーシャが立ち上がった。何をするつもりだろう――リョウカが怪け訝げんに思うと、王女アルシャーサがこう言った。「女王陛下が、歓迎の舞を披ひ露ろうされるようです……！」

  （女王も……踊る!?）

  　リョウカは驚いた。シュンライたちも目を丸くしていた。

  「この国では、舞ぶ踏とうは誉ほまれ高きこと」と、アルシャーサが言う。「王族秘伝の舞踏……ジャン国式傾けい城せい舞ぶ功こうの成り立ちをご存じでしょうか？」

  「元々、ジャン諸島には奴ど隷れい売買の商人が造った商業都市国家があったとか」

  　博はく識しきのホウショウが答えた。

  「その通り」アルシャーサはうなずき、「奴隷商人たちは、船を使って大陸中に美女、美少女を売り捌さばいていました。有り余る富を使って傭よう兵へいの大軍を組織し、領土内の民衆を徹底的に苦しめた。ところがそこに、義ぎ侠きよう心しんに溢あふれた海賊たちがやってきたのです」

  「……海賊！」

  　リョウカは思わず感嘆の声をあげた。

  「その海賊たちはほとんどが女性で、貧しいものからは決して奪わず、富豪や国家だけを狙ねらう武侠集団でした。彼女たちは奴隷商人の国の話を聞きつけ、商品として売り買いされる女や子供を救おうとした。ところが、奴隷商人たちの傭兵の数が多く、深い濠ほりを使った城の守りも堅い。そこで、女海賊たちは一計を案じた。特に美しい女海賊が、娼しよう婦ふの踊り子として奴隷商人の城に潜入。宴うたげが開かれたところで、世にも淫みだらな舞踏を演じたのです。その舞踏に見み惚ほれて奴隷商人たちはすっかり油断し、そこに海賊本隊が奇襲を仕掛けた」

  　女王シェラーシャの舞踏が始まった。

  　アルシャーサは説明を続ける。

  「奇襲は成功。その時の海賊たちが、私たち王家の始まりだとされています。奴隷商人たちのほとんどは降こう伏ふくし、ジャン諸島を去りました。残った一部の人間は、最も荒れ果てた島に追放。追放者の島はやがて小国――テカタカ国――となり、ジャン諸島六か国同どう盟めいの末端に加わることに。六か国同盟の中でも、テカタカ国の民は奴隷商人の末まつ裔えいとして差別されることも多く、しかも国全体が貧しい。同盟内での格差は問題になっていましたが、テカタカ国出身のシュリン様が大将軍に就任したので解決への道が通ったのでは、と期待を集めています」

  　そのあとも少しアルシャーサの話が続いたが、リョウカたちの耳には届かなかった。シェラーシャの舞に、目を奪われてしまったからだ。舞に集中するあまり音楽以外の物音が遮しや断だんされ、リズムに合わせて自然に体が動いた。

  　シェラーシャは胸と股こ間かんを隠しただけの過激な衣装で、豪華な宝石類と天てん女によの羽は衣ごろもで着飾っている。

  　宴の間には、中央に細い柱ポールが立っていた。シェラーシャは、その柱を中心に華か麗れいに舞う。舞を見ている人間たちの性欲を煽あおる。柱に身を寄せて、足を開いて腰を振る。柱に股間をこすりつけるようにする。

  　一国の女王がやることとは思えない、情熱的で激しい舞踏だった。リョウカたちはアルシャーサの舞踏も見たことがあるが、動きのキレは母親の方が上だった。

  （ジャン国は変だけどいい国だなあ……）

  　リョウカは、股こ間かんのあたりがむずむずするのをなんとか我慢した。
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  　ジャン国には、王宮内部に裏切り者がいる。

  　朝ちよう廷ていに通じている女が、一人。

  　その裏切り者に仕つかえている女特工員スパイが、色事師ヤドとその護衛カザミが宿泊している宿に現れた。

  「名高いお二人をこのジャン国に派は遣けんしていただき感謝いたします……」

  　特工員スパイの服装は黒ずくめだ。

  　白い道どう士し服で、大きな鉄製の薬箱を背負ったヤド。

  　背が高く、長い鉤こう鎌れん槍そうを肩に担かついだカザミ。

  　二人は、北天派武功山の人間だった。

  「その感謝は、戦いくさのあとに武功山のお偉いさんにすればいいじゃない」ヤドは、どうでもよさそうに言った。「私が来たのは、ただの仕事」

  　ヤドは、北天派密みつ礼さつ術じゆつの達人。密礼術は普通の武術ではなく、暗あん器きや薬品、淫いん具ぐを使った戦法を得意とする。武ぶ侠きようを生け捕りにし、それを性奴ど隷れいに調教するプロなのだ。

  「カザミ様は浮かない表情ですね」

  　特工員スパイが言った。

  「僕は戦うのは好きだけど、戦争はちょっと、ね……」と、カザミ。「一騎討ちでケリがつけば人死にも少なくていい感じだと思うんだけど」

  　カザミは北天派轟ごう天てん鑽さん陣じん拳けんを子供の頃から学んできた。今では、巨大武ぶ閥ばつ北天派武功山の中でも、槍やりに関しては一、二を争う腕前だと言われている。

  　ヤドは、カザミの尻を「げしっ」と蹴った。

  「きゃん！」と可愛かわいい悲鳴があがる。

  「何が『戦争はちょっと』だ……キレイゴトのタワゴトはやめろ」

  　ヤドは吐き捨てるように言った。

  「ご、ごめん……」
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  　シュンライの妹分、オンリン。

  　オンリンは、人目につかない場所に砦とりでを築いて盗賊団を率ひきいている。

  　盗賊とはいっても、標的は常に朝廷の施設か汚い金持ちだ。

  　オンリンはやや小柄な筋肉のかたまりだ。こと体の頑がん丈じようさに関してだけはシュンライよりも上。子供の頃からなぜか赤色好き。自分の鍛え上げた体を人に見せたい趣味がある。

  　オンリンが姉貴分と慕したうシュンライは、リョウカとともにジャン国に向かった。オンリンも同行したかったが、他にやることが多すぎた。元鎮ちん西ぜい将軍カルザとともに、一度自分の砦とりでに帰った。カルザが率いていた女ばかりの精せい鋭えい部隊「白びやく夜や連れん」も一緒だ。

  　白夜連の三百人は、全員がジャホウセンの白はく蛇じや淫いん功こうに犯されていた。腕うで利ききの武術家なら内ない功こうである程度白蛇淫功に対抗できるが、精鋭とはいえ武ぶ侠きようと呼べるほどの実力ではない白夜連の女戦士たちではひとたまりもなかった。まずは、白蛇淫功の毒を抜く必要があった。

  　白蛇淫功の毒を抜く方法は、別行動をとる前にホウショウから教えてもらっていた。

  「薬草を調合した特殊な媚び薬やくを局部に塗りつけ性交するのです。これを、毒が抜けるまで延々と繰り返す。時間はかかりますが、ほかにありません」

  　オンリンはそれを実行した。オンリンの盗賊団、およそ六十人の女たち。六十人が擬ぎ似じ男根を生はやし、それにホウショウから聞いた通りに調合した媚薬を塗りつけ、三百人を犯しまくる。

  　オンリンが精力絶ぜつ倫りんなのは当然だが、その一番弟で子しであるセリカも頑張った。セリカは特に忠ちゆう誠せい心しんが厚く、武術の才能もあり、顔や体形がそこはかとなくシュンライに似ているところもオンリンは気に入っていた。

  　カルザも、部下を助けるために擬似男根を生やして腰を振った。カルザの胸は西瓜スイカ丸ごと一つとほぼ同じ大きさであり、尻や太ふと腿ももの肉づきがいい。やや唇が厚く、小さな眼鏡めがねをかけている。

  　カルザは、ジャホウセンに洗脳された白夜連に、娘のヒュンラとともに輪りん姦かんされた。しかし、カルザはそれを理由に部下たちを見捨てたりはしなかった。昔の部下たちに戻って欲しくて、一心不乱に毒抜きの性交に励んだ。

  

  　砂金をまぶしたように美しい長髪の少女――ファンメイは、精鋭部隊白夜連の隊長だ。ファンメイも、今はオンリンの砦にいる。いち早く白蛇淫功の毒から回復した彼女は、今は毒を抜く方に回っている。

  　八はつ卦け封ほうの女性兵学校に通っていた頃から、ファンメイは部下や仲間と関係を持つことが多かった。一度スイッチが入れば、あとは手慣れたものだ。ファンメイは回復した部下とともに、同じくカルザの配下だった三さん節せつ根こんの名人、破は軍ぐん武ぶ侠きようのテッサを犯していた。

  　テッサは怪かい力りきの女じよ傑けつで、体重は百五十キロ。そんなテッサに四つん這ばいの姿勢をとらせて、ファンメイが後ろから犯す。尻をつかんで、鍛え抜かれたテッサの尻肉を押し分けて、治療薬が塗られた擬似男根を出し入れする。

  　テッサは「あひ、ああ……」と身も世もない喘あえぎ声をあげた。

  　ファンメイのすぐ隣となりでは、破軍武侠のセイセンがセリカに犯されていた。

  　セイセンは、髪をおさげにしたあどけない少女武術家で硬こう鞭べんを使う。セリカはオンリン仕込みのパワフルな腰使いでセイセンを責める。

  

  「腹減ったな……」

  　オンリンは、空腹を感じて自分の部屋に戻った。

  　誰か飯もってこい、と人を呼ぼうと思ったが、部屋の机の上に火腿ハムの大きなかたまりと果実酒が置きっぱなしだったので、それですませることにした。香こう辛しん料りようがたっぷり使われた味の濃いハムを、切らずにそのままかじりつく。肉食獣のような豪快な食べっぷりだった。

  　白びやく夜や連れんの毒抜きは上う手まくいっている。三日かけて、半分が正気に戻った。しかしまだ残り半分は相変わらずセックス以外のことが考えられない状態だ。オンリンたちの方もまさか休まず眠らずで治療にあたるわけにはいかないので、ゆっくり時間をかけていくしかない。

  　正気に戻った白夜連は、カルザに改めて忠ちゆう誠せいを誓った。白夜連の主は、朝ちよう廷ていではなくやはりカルザであった。カルザは朝廷を裏切ったが、それを理由に白夜連を離れる女は一人もいなかった。

  　誰かがオンリンの部屋の戸を叩いた。

  「鍵かぎはかかってないぜ」と、オンリン。

  　中に入ってきたのは、元鎮ちん西ぜい将軍カルザだった。

  「どうも」

  「あんたが一人で俺を訪ねるとは珍しいな」

  「そうですか？」

  　オンリンは、自分よりずっと年上のカルザに対しても敬語を使わなかった。それに対して、カルザの口調は丁てい寧ねいだ。

  　カルザは、下着に前垂れエプロンだけという姿だった。料理が得意なカルザはこの砦とりでの食事係としても働くようになり、前垂れエプロンを着けていることが多かった。

  「何か用かい？」

  「それが……その……」

  　カルザは頬を赤らめて語尾を濁す。

  「どうした。はっきり言えよ」

  「オンリン様に、折り入ってお願いが」

  「なんだ」

  「私を……犯して欲しいのです」

  　カルザは恥ずかしそうに言った。

  「それはまた。いきなりだな」

  「最近、毒抜きのためとはいえ『犯す方』ばかりやっています。でも、本当の私はいじめられるのが好きないやらしい女……もう、我慢も限界です」

  「ふん、犯してくれるなら相手は誰でもいいのか」

  「まさか、そんな……」

  「俺とあんたはまだ出会って日が浅い。そういうことだろうが」

  　カルザを罵ののしりながら、オンリンは立ち上がった。カルザに近づいて、髪の毛をつかんで無理やりひざまずかせる。すでにプレイは始まっていた。

  「ああん……」乱暴にされて、カルザは悩ましい声をあげた。「私は、たくましい人が好き。誰でもなんてイヤ。オンリン様がいいの……」

  「ふん。どうだか……」

  　カルザは欲情した勢いで言っているのだろうが、オンリンはまんざらでもなかった。

  「まあいい。わかった。犯してやろう」

  「ありがとうございます……思い切り、手荒に」

  「安心しろ。荒っぽいのは得意中の得意だ」

  　オンリンは、いきなりカルザの前垂れエプロンを引き裂いた。

  「ああんッ……」

  　カルザは、武術の達人で朝ちよう廷てい軍の将軍だったとは思えない弱々しい悲鳴をあげた。

  　服を剥むかれて、カルザは面積の小さい黒い下着だけの姿になった。

  　オンリンはカルザの髪の毛をつかんだまま引きずって、浴室に移動する。



  [image: ]


  

  　オンリンの部屋についている浴室には温泉が引いてある。源泉かけ流しの大浴場だ。

  　手早く、カルザに縄をかける。オンリンはそれほど縛ることに興味はないが、カルザが「そういうの」が好きそうだったので合わせた。麻あさ縄なわで、上半身と両腕をぎちぎちに縛り上げる。

  「なんだこのいやらしい下着は……準備万ばん端たんってカンジじゃねえか」

  「そんな……ことは……」

  「とりあえず、奉ほう仕ししてもらおうか」

  　オンリンは、下着をずらして自分の擬ぎ似じ男根を取り出した。まだ、小さい状態だった。カルザは、ためらわずその男根に食いついた。カルザの口の中で、オンリンの男根は膨ふくらみ、硬さを増していく。すぐに、オンリンの男根はカルザの喉のどの奥まで達した。だが、カルザは奥まで圧迫してくる男根を吐き出そうとはしなかった。口の端から涎よだれをこぼしながら、丹たん念ねんに先端をなめ回す。喉の奥でオンリンの男根を締めつけて、少しでも気持ちよくなってもらおうと激しく吸う。子持ち人妻の極上のフェラチオテクニックに、オンリンは腰だけが宙に浮くような快感を味わった。

  「ああ……気持ちいいな……こんなおしゃぶり上じよう手ずは初めてだ」

  「ん……むふぅ……」

  「あっ、あっ、すごい……なんだこれ……！」

  　ほんの数分のフェラチオで、たちまちオンリンの男根は絶頂を迎えようとしていた。

  （調教済み人妻の喉ってのは凄すさまじいもんだな……！）

  　オンリンはカルザの口から男根を引き抜いた。刹せつ那な、快楽が爆発し、男根から白い精液が吐き出された。それと同時に、あまりに気持ちよかったのでオンリンの女の部分が失しつ禁きんしてしまった。

  「ああっ……！」

  　神しん虎こ族ぞくナコとの戦いの最中にも、オンリンは気脈の点てん穴けつを突かれて無ぶ様ざまに失禁した。それ以来、急激に力が抜けると尿によう道どうが緩ゆるむ癖くせがつきそうになっていた。

  　オンリンの尿が、カルザに降り注いだ。しかしカルザはそれを嫌がるどころか、嬉き々きとして主に顔で浴びた。大きく口を開けて、中に入ってきた分は飲んでいく。

  「――っ！」

  　その光景を見て、オンリンの胸は高鳴った。心臓がどきどきと痛くなった。オンリンは、よくシュンライのことを思って自慰に耽ふける。その時と同じくらい興奮した。

  　オンリンは、ずっと年上のカルザを「可愛かわいいな……」と思った。カルザはけなげに、床に落ちた精液を舌でなめ取っている。

  　オンリンの胸の中で、性欲だけでなく、初めて感じる温かい情動が広がった。

  「たっぷり可愛かわいがってやるぜ……カルザ」

  「ああ……オンリン様……」

  　オンリンの擬ぎ似じ男根の勃ぼつ起きは、一度の射精ではまったく衰おとろえていなかった。

  「でかい胸だな……」

  　オンリンは、カルザの乳首をつまんで、力をこめてひねった。

  「ひぎいっ……！」

  　カルザは、その痛みを一瞬で快楽に変換する。

  　オンリンは、カルザの巨大な乳ち房ぶさを乱暴に揉もみしだく。乱暴にすればするほど、カルザの吐と息いきは甘くなり瞳も潤うるむ。大きめの乳首が硬く尖とがる。

  　ただ、暴力を振るえばいいというわけではない。それくらいはオンリンにもわかっている。捕ほ虜りよを拷ごう問もんしているわけではないのだ。相手が何を望んでいるのか、それを敏感に察知する能力が加か虐ぎやく嗜し好こうの人間には求められる。

  「……胸を使うぜ」

  「ああっ……！」

  　オンリンは、カルザの胸の谷間に自分の巨根を埋めた。長い擬似男根だったので、はみ出た分はカルザが唇でくわえた。

  「まるで羽う毛もうで挟んだみてえだ……」

  　と、オンリンは言った。

  　だが、実際は羽毛よりもずっと弾力があり、比べ物にならなかった。

  　オンリンはカルザの胸の上で腰を振った。柔やわらかい胸の谷間で甘い快感が生じる。

  「いいな……たまんねえ……」

  　たっぷりと胸の感触を楽しんだので、オンリンは男根を抜いた。

  　背後に回って、これ以上ないほど濡れたカルザの秘所に突き込む。

  「犬みたいだな……！」

  　四つん這ばい姿のカルザを、バックの体位で犯しまくる。

  「もっともっと激しく、荒っぽく犯してやる。ありがたく思え」

  「は、はいっ……！」



  


  ４章
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  　歓迎の宴うたげが終わって、リョウカたちはムーハイ島に戻った。

  　女王の舞を見て性欲が高まっていたのでリョウカはシュンライと性交したかったが、カシュラとジュジュが放してくれなかった。特に、カシュラはもう少し白はく蛇じや淫いん功こうを効かせれば完全に正気を奪うことが可能だった。もちろんリョウカにそのつもりはないので、カシュラの秘所に巨根を抜き差ししながら、白蛇淫功を使わないように気をつけた。

  　翌朝、野獣のように激しいリョウカの性交で責め抜かれたカシュラとジュジュは、疲れ果てて床の上で熟睡してしまった。リョウカは二人を寝台に寝かせ、自分はシュンライの部屋に向かった。ほとんど徹夜でリョウカも疲れていたが、どうしてもシュンライと愛を交わしたかった。

  「失礼します」と、戸を叩く。

  「リョウカか。入れ」

  　リョウカはシュンライの部屋に入った。寝台の上では、全裸のフィフィとコロンが眠っていた。昨晩は、シュンライも大変だったのだろう。

  　シュンライは、戦いくさ支じ度たくを始めていた。自分の体のあちこちに革のベルトを巻き、そこに数十本という飛ひ刀とうをさし込んでいく。

  「どうしたんですか!?　シュンライ様」

  「急使が入った。ジャン国の大陸側の拠きよ点てん、ゼンバン軍港が陥かん落らくしたそうだ。戦になる。ヒュンラとホウショウを起こしてきてくれないか？」

  「は、はいっ……！」

  　戦、と聞いてリョウカは慌あわてて駆け出した。大急ぎでヒュンラの部屋へ。

  「ヒュンラさん！」

  「なんだ、騒々しい」

  「えっ！」

  　ヒュンラの部屋に入って、リョウカは驚きで目を見開いた。ヒュンラが逆立ちしていたからだ。それも、ただの逆立ちではなかった。今、逆さになったヒュンラを支えているのはなんと指一本だけだ。右の人差し指で、全体重を支えている。

  「何を驚いている？」

  「いえ、その……」

  「これは、一いつ指し禅ぜんという」ヒュンラは、逆さのまま続ける。「気き功こうのすべてを指先に集中して、指一本で逆立ちする。こうすることで、全身の気功が調ととのう……」

  「…………」

  「ここ最近、戦っては負けてばかり……」と、ヒュンラ。「私には旋せん風ぷう血けつ滴てき子しという強力な武器がある。ところが、それに頼りすぎてしまった。外がい功こうも内ない功こうもすっかり弱くなっていた。普通の戦いくさになら勝てても、強敵にはそうもいかない……。今、私は一いつ指し禅ぜんで気功を整理しつつ母や師し匠しようの教えを思い出している……」

  　ヒュンラは逆立ちをやめて普通に立った。

  「で、何の用だ？」

  「あ、そうそう！」

  　一指禅に圧倒されて、リョウカは危あやうく本題を忘れるところだった。

  「戦だそうです！」

  



  
    ２
  


  

  　ゼンバン軍港に、朝ちよう廷ていの西部第一、第二、第三軍が到着した。

  　ラゴン率ひきいる征西軍団は総数二十万。

  　西部第一軍、第二軍、第三軍がそれぞれ三万。

  　合計、三十万近くの大兵力だ。

  　さらに征西将軍ラゴンの配下には、全部で十人の破は軍ぐん・破は城じよう武ぶ侠きようがいる。

  　しかし三十万といっても、その全員が一いつ斉せいにジャン国に攻め入ることができるわけではない。船の数が足りないのだ。ラゴンは一年前から準備を進めていたが、それでも間に合わなかった。今、ラゴンが持っている軍船の数は大中小合わせて七百隻せき。海上での運うん搬ぱん能力は、水か手こ・漕こぎ手三万、兵士三万といったところだ。

  　ここで、征西軍団の軍議は二つに割れた。

  「戦力を分散しての逐ちく次じ投入は避けるべき。増援の軍船を待って総攻撃」

  　という慎しん重ちような意見と、

  「ジャン国の水軍は強力だが数は少ない。今行ける分で侵攻し、ジャン島内に橋きよう頭とう堡ほを確保してから増援の軍船を待つ」

  　という積極的な意見だ。

  　ラゴンは積極論を採用した。

  　先発隊として、西部第二、第三軍合計六万が出撃する。

  

  　リョウカ、シュンライ、ホウショウ、ヒュンラ、そしてカシュラの五人は、ジャン島の軍港コーバンに移動した。リランは、水着侍じ女じよたちとともに屋敷で留守番だ。リョウカはカシュラにも留守番して欲しかったが、本人は戦支じ度たくを整えてやる気満々で、止めるのは無理だった。

  　リョウカとホウショウは、牛革の鎧よろいと鋼はがねの胸当てを装着していた。水に落ちたときのために、あえて鎧よろいを固定する紐ひもは緩ゆるくしておく。

  「最近よく一緒にいるようだが……」移動中、シュンライはカシュラを見ながらリョウカに言った。「その娘カシュラとかいったか。元々は水軍大将ラミン・ガラエダの部下だろう？　どうしてこんなことになった」

  「えーと……」リョウカは困った。ついうっかり白はく蛇じや淫いん功こうを使って、自分の性奴ど隷れいにしてしまったとは答えにくい。「その成り行きで……」

  「成り行き、か……」

  　と、シュンライは少し拗すねたような顔をした。

  「あ……」

  　リョウカは気づいた。あの性に奔ほん放ぽうなシュンライが、どうやらカシュラに軽く嫉しつ妬としているようだった。リョウカがシュンライの目の前で娼しよう婦ふを抱いた時も無反応だったのに、こんなことは初めてだ。シュンライに申しわけないと思いつつ、同時にシュンライの嫉妬が嬉うれしかった。

  　軍港コーバンでは、迎げい撃げきの準備が整いつつあった。

  　ジャン国の総戦力は十万。

  　都と城じように八万が残り、今回の戦いくさには二万が出陣する。

  　ジャン諸島の同どう盟めい国からの援軍が全部で一万。

  　合計三万。三万のうちの、およそ半数は水か手こ・漕こぎ手である。

  　大将軍シュリンから伝でん令れいが来て、

  「シュンライ様が率ひきいるべき部隊が広場に集合しています」

  　と告げられた。

  　シュンライたちが広場に向かうと、そこに一個師団三千人が集まっていた。一いつ糸し乱れず整列している。

  「朝ちよう廷ていの動きが思ったより早かったですね」ホウショウが言った。彼女はこれからシュンライの軍師を務める。「シュンライさんが師団を掌しよう握あくする前に戦いくさになった」

  　兵は、与えられてすぐ指揮してもまともに機能することはない。まず、将軍が兵士に尊敬されることが重要だ。そして、何度も訓練を行おこなってその旗き下かにある部隊長との連れん携けいが上う手まくいくようにしておく。

  「問題ないさ」と、平然とした口調でシュンライ。「一いつ朝ちよう一いつ夕せきで兵士の心がつかめるとは思っていない。主力は大将軍や水軍大将の軍だ」

  「高みの見物ですか？」

  「いや。まずは私とヒュンラでとにかく敵を倒す。二人で突っ込んでも序じよ盤ばん――緒しよ戦せんはどうにでもなるだろう。それを見れば勝手に兵士は私たちについてきてくれるようになる」

  「なるほど。この段階では私の策は必要なさそうですな」

  「そういうことだ」

  　とはいえ、まったく何の準備もしないで出撃はできない。師団副将であるヒュンラが、大隊長、中隊長を集めて命令系統を確認した。ヒュンラはついこの前まで朝ちよう廷ていの将軍だったので、そのあたりの作業は慣れたものだった。「まさかこの私がジャン国の兵を指揮する手伝いをすることになるとは……」と、ヒュンラはぼやく。

  　今日、シュンライは二本の武器を担かついでいた。器き解かい族ぞくジャホウセンの左腕だった大型のなぎなた・九きゆう環かん刀とうと、右腕だった柳りゆう葉よう刀とうだ。器き解かい族ぞく姫ひめ巫み女この正統であるリョウカの六ろく門もん解かい尖せん刀とうほどではないが、ジャホウセンの武器も凄すさまじい切れ味なので使っている。

  　シュンライの武器といえば神しん雷らい銅どう手て火か槍そうだが、あの武器は船の上で使うには重すぎる。今は、屋敷の武器庫に片付けてある。

  　また、大将軍から伝でん令れいが来た。

  「軍議が始まるので、シュンライ様と軍師殿どのは出席してください」

  

  　軍議は、本ほん陣じんで行われていた。女王はいなかったが、代わりにアルシャーサがいた。大将軍のシュリン、水軍大将のラミン、宰さい相しようのメジーナ、数人の師団長――すでに全員がそろっていた。

  「ゼンバン軍港が陥おちたということは」と、シュリン。「敵はすぐに海に出ると見て間違いないでしょう。なにしろ大軍だ。ここで慎しん重ちよう策を取る理由はないかと」

  「しかし、事前の調査によれば敵の船の数は足りていない。恐れるに足らず」

  　メジーナが言った。

  「それでも」アルシャーサが反論した。「敵は、最低でも倍の数を送り込んでくるでしょう。ジャン島への上陸を許せば、あるいは長期戦になれば厄やつ介かいなことになる」

  「当然、一回の海戦で終わらせます」

  　ラミンが力強い口調で言った。

  「作戦は？」

  　アルシャーサの問いに、

  「いつも通りですよ。水軍旗き艦かんを中心に海戦横おう陣じんを組み」と、ラミン。「矢や戦いくさのあと、敵の突撃に合わせてこちらも突撃。敵の破は軍ぐん・破は城じよう武ぶ侠きようが突とつ出しゆつしたら、海上対武侠戦に特化した『鉄てつ蛙けい兵へい』が取り囲みます」

  　鉄蛙兵とは、ジャン国独特の特殊部隊だ。ぬらぬらとした光こう沢たくのある鎧よろいを着用することから蛙かえるの名がついた。

  　ラミンは続ける。

  「シュンライ将軍はなにしろこの地では初めての戦。しばらくはぼんやりと眺めていれば結構。突撃の合図が出るまで動かないで欲しい。とにかく規律違反などして、我々の邪じや魔まだけはしないように」

  「もちろん。不慣れなうみいくさ。最初からそのつもりだ」

  「結構」
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  　軍船には大きく分けて大・中・小の三種がある。

  　ジャン国の主力は水すい竜りゆう船せんだ。大型の水竜船には、水か手こ、漕こぎ手、兵合わせて二百人ちょっとが乗り込む。

  　中型船は「要よう船せん」という。

  　漕ぎ手の数は四十人。水手十人。兵五十人。合計百人用の船だ。

  　最も小さい軍船が、遊ゆう撃げき船せん。最大で二十人ほどが乗り込むことができる。

  　水竜船五十隻せき、要船百五十隻、遊撃船二百五十隻の艦隊で三万人が出撃する。

  　対して、朝ちよう廷てい軍の船の数はちょうどその倍である。

  　六万人が、一千に近い数の船で攻めてくるわけだ。

  

  　リョウカ、シュンライ、ヒュンラ、ホウショウ、カシュラは同じ水竜船に乗り込んだ。ホウショウは戦いくさの様子を見守り助言を出すだけで前面に立って戦ったりはしない。戦時の水竜船には四本の信号旗が立てられる。その旗を使って全軍の連絡を取り合うのだ。

  　大型船と中型船には、鉄製の碇いかりがついている。進軍の太たい鼓こが鳴って、索さく巻まきの滑かつ車しやが碇を巻き上げた。碇てい索さくが収納され、碇は船首前面に固定される。銅ど鑼らに合わせて漕ぎ手が艪ろを動かし始める。

  　ジャン国の水軍が軍港コーバンを出た。五百近い数の軍船が波を蹴立てる光景は壮観の一言に尽きた。海に慣れないリョウカでもそう思った。

  　それにしても、とリョウカは感嘆のため息をついた。こうやって大量の船を見渡すと、ここが海上であるということを忘れそうになる。海の上なのにあまりに人が多すぎて、感覚が麻ま痺ひしてしまうのだ。

  　ラミンが乗り込んだ水軍旗き艦かんの水竜船から、信号旗で「全速前進」の合図が出された。

  　ジャン国における軍事の最高責任者は大将軍シュリン・ポーだが、海戦の指揮は水軍大将ラミン・ガラエダに一任されているらしい。

  　シュリンとアルシャーサは同じ船に乗り、やや後方につけている。

  　ジャン島から陥かん落らくしたゼンバン軍港まで、それほどの距離があるわけでもない。ラミンは、潮しおの流れや風向きから敵水軍の大まかな進行方向を予測した。ある程度進んだところで水軍を止めて、怪しいと思われる海域に遊撃船を走らせて偵てい察さつする。ラミンにとっては、このあたりの海は幼い頃から遊び慣れた庭のようなものだ。先に相手を発見したのは、ジャン国水軍の方だった。

  　ジャン国の見張りは視力もいい。見晴らしのいい海上なら、数キロ先にいても発見できる。

  「でかい船があるな」

  　シュンライが言った。目がいいのは、ジャン国の見張りだけではなかった。

  「ルカン朝ちようの楼ろう閣かく船せんですね。ジャン国の水すい竜りゆう船せんにあたる」

  　と、ホウショウ。ホウショウにはまだ敵の姿は見えていなかったが、シュンライが何を見たのか推測したのだ。

  「同じ大型船でも呼び方が違うのか」

  「楼閣船は水竜船よりも大きい代わりに、船足が遅い。呼び方が違う方が都合がいいのです。しかし中型の要よう船せんと小型の遊ゆう撃げき船せんは、ジャン国のもルカン朝も大差がないので呼び方も同じです」

  　全軍戦闘用意、海戦横おう陣じんを組めと信号旗が振られる。

  　海戦横陣とは、ジャン国独特の戦法だ。横に長い陣形で、船が四列に並ぶ。敵と最初に激突する第一列に並ぶのは、防火処理が施ほどこされた特殊な要船だ。第一列の要船には、大きな楯たてを持った兵士たちの姿が目立つ。

  　第二列は、飛び道具を搭とう載さいした船で構成される。巨きよ石せき砲ほうと呼ばれる投とう石せき器きや、守城用の弩ど砲ほう（巨大なクロスボウ。バリスタのこと）を積んだ水竜船が中心だ。第二列には水竜船のほかに、火矢を装備した兵士たちが乗り込んだ遊撃船も配置されている。

  「海戦横陣を維持！　このまま敵水軍を殲せん滅めつする！」

  　と、ラミンの指示が全軍に走る。

  　高速で近づいていくと、ルカン朝の西部第二・第三軍団――即すなわち、征西軍団第一陣――もこちらに気づいた。

  　ジャン国水軍の倍近い数の軍船が、密集した陣形を取っている。真上から見たら四角く見えることだろう。

  「海戦に慣れない水軍は方陣を好むという」リョウカの隣となりで、ホウショウが言った。「その癖くせが抜けていないのか、本当に慣れていないのか……」

  　敵の主力は来ていないということだから、今リョウカが見ている水軍の中に征西将軍ラゴンはいないだろう。

  　だが、この戦いくさに勝てばやがてラゴンが出てくる。

  　母親だった武器――六ろく門もん器械――を持つ将軍。

  　リョウカが倒さねばならない敵の一人。

  　両軍の距離が五百メートルほどに縮まった。

  　まるで海面が凍いてつくような緊張感が走る。

  　両軍の銅ど鑼らと漕こぎ手の雄お叫たけびが響き、強い風の音がうなる。

  「せっかくだ」

  　と、シュンライは右手に[image: ]ひょう槍そう（短い槍やり）を構えた。

  「シュンライ様……いったい何を？」リョウカは疑問を口にした。「もうすぐ、両軍の矢や戦いくさが始まるところ……」

  「その前に、ちょっと挨あい拶さつをな」

  　軽い口調でそう言うと、シュンライは水すい竜りゆう船せんの甲かん板ぱん上で助走をつけ、全身をひねりたくましい筋肉を躍動させ、気力をこめて[image: ]槍をぶん投げた。

  　ギュンッ、と[image: ]槍は鋭するどい音を立て、飛ぶ鳥のような勢いで弾道を描いた。その[image: ]槍は、征西軍団第一陣の前線に配置されていた中型の要よう船せんに命中する。

  　シュンライが投げた[image: ]槍の一撃は圧倒的で、たちまち弾道上にいた三人の兵士が楯たてごと粉ふん砕さいされた。爆発的に血ち飛沫しぶきが弾はじけて、手足が散らばる。三人倒しただけでは[image: ]槍の勢いは止まらず、そのまま船体を貫つらぬき、「ドカッ」と船底に大穴を開けた。船が沈み始めて、たちまち百人近くが海に呑み込まれていく。

  「ここが武林の分かれ道！」

  　シュンライは叫んだ。

  「レイ・シュンライここにあり！　天てん下か無む双そうの豪拳『拳けん神しん雷らい』とはこの私のことだ！　命の惜しくない者だけかかってこい！」

  　発はつ勁けいを使った凄すさまじい発声だった。間近にいたリョウカは、自分の鼓こ膜まくが破れるかと思った。その声は、敵陣まで届いた。ルカン朝ちようの兵士たちが動揺しないわけがなかった。

  　シュンライは、さらに三本の[image: ]槍を投げた。一本は、遊ゆう撃げき船せんの中心に命中して真っ二つにした。残った二本は、どちらも楼ろう閣かん船せんに突き刺さった。数十人を巻き込んで即死させたが、さすがのシュンライも大型の楼閣船をたったの[image: ]槍二本で沈めることはできなかった。

  　シュンライの強烈な先制攻撃に、敵も味方も呆ぼう然ぜんとなる。

  　これほどのことができる武ぶ侠きようの数は、そう多くない。

  「どうした！　手柄をすべてシュンライ将軍に譲るつもりか！」

  　我われに返ったラミンが吼ほえた。

  「射撃戦開始！　敵の陣形を崩せ！」

  　シュンライが[image: ]槍を投げて敵を驚かせているうちに、両軍の間合いは三百メートルを切っていた。

  　海の戦に慣れたジャン国水軍の方が、距離感をつかむのは早かった。

  　ジャン国の水竜船五十隻せき。そのうちの二十隻には、巨きよ石せき砲ほうが搭とう載さいされている。

  　巨石砲は、釣り合い錘おもりを利用した投とう石せき器きだ。

  　その兵器は、建物か巨大な天てん秤びんに見える。だが、そのどちらでもない。

  　まず、大勢で歯車を回して錘を持ち上げる。

  　それが元に戻る反動を利用して、石を遠くに飛ばすのだ。

  　二十基の巨きよ石せき砲ほうがゴウンと腕を振り、重さ百キロを超える巨石を投じる。

  　石の雨が征西軍団第一陣に降り注いだ。密集方陣を組んでいたのでいい標的だ。二十の巨石のうちの、十八発が直撃した。遊ゆう撃げき船せんは一撃で沈んだが、要よう船せんや楼ろう閣かく船せんはもちこたえた。しかし、百人近くが石に押し潰つぶされた。

  　次いで、ジャン国水軍弓きゆう兵へい隊、弩ど砲ほう隊が攻撃を開始した。征西軍団第一陣は、シュンライの[image: ]ひょう槍そうと巨石砲により陣の前面が乱れ始めていた。そこに、大量の火矢と弩砲の矢が襲いかかったのだからたまらない。

  　征西軍団第一陣の弓兵も射うち返したが、散さん発ぱつ的だった。それに対して、ジャン国の海戦横おう陣じん前面を固める防御要船の列は整っていた。当然、被害は圧倒的に征西軍団第一陣の方が大きかった。

  　巨石が再装そう填てんされ、二発目の投石が行われた。

  　短時間で二千人近くを失い、征西軍団第一陣は混乱しつつあった。

  「全軍突撃！」

  　完全に間合いが詰まった。

  　両軍の船が入り乱れる。

  　あとは、接せつ舷げんしてからの白はく兵へい戦がメインになる。

  

  　先頭に立って斬り込んだのは、水軍大将ラミンだった。

  　ラミンの水すい竜りゆう船せんが、敵の楼閣船に近づいていく。

  　十メートルちょっとまで迫ったところで、ラミンは駆け出した。

  　甲かん板ぱんの上を走って、船ふな縁べりでジャンプする。

  「――っ！」

  　水軍大将ラミン・ガラエダは破は城じよう武ぶ侠きよう。

  　軽けい功こうを極めているので、空を飛ぶような移動が可能だ。

  「ラミン様に続けッ！」

  　ラミンを追って、彼女の部下たちも飛んだ。

  　武侠ほどではないにしても、それに近い力を持つ精せい鋭えいたち十数人が空中を舞う。次々と目的の楼閣船に着地していく。

  　真っ先に乗り込んだラミンを、ルカン朝ちようの兵士、二十人ほどが取り囲んだ。

  「ハッ！」

  　とラミンは鋭するどく笑う。

  　ラミンは、腰に下げていた苗びよう刀とうを抜いて構えた。日本刀に似た両手持ちの長剣だ。

  　数人の兵士が一いつ斉せいに斬りかかってきたが、ラミンはくるくると踊るように足を使って刃をかわした。ラミンは苗びよう刀とうの刃を素早く左右に閃ひらめかせ、たちまち三人を血祭りにあげた。さらに、ラミンにはもう一つ武器があった。鱗りん角かく刀とうになっている右の義足だ。上段蹴り、後ろ回し蹴りの要領で義足の鱗角刀を振るった。初めて見る戦い方に、ルカン朝ちようの兵士たちは対応できない。

  　ラミンの前に、大型の双そう手しゆ剣けんを構えた大男が現れた。この船の船長であり、西部第三軍の大隊長であった。

  　ラミンは、大隊長に向けて苗刀を振り下ろした。大隊長は双手剣を横に構えて苗刀の刃を受け止めた。次の瞬間、ラミンは右の下段蹴りを放った。義足の鱗角刀が、大隊長の左足を切断する。

  　あっという間に、この楼ろう閣かく船せんはラミンたちのものになった。

  「次の獲え物ものを探せ！」と、ラミン。

  　敵のことをすぐ「獲物」というのは、海賊時代の癖くせが抜けていないからだ。

  

  　リョウカ、シュンライたちの水すい竜りゆう船せんも敵の楼閣船に近づいた。

  　頭上ではいまだ火ひ矢やが飛び交っている。

  「あの船はヒュンラとリョウカに任せる」

  　シュンライが、船ふな縁べりに立って言った。

  「シュンライ様は!?」

  「別のを沈める」

  　シュンライの目は、遠くを見み据すえていた。

  「リョウカ、お前は強くなった」

  「は、はい」

  「自信をもって戦え。もう、普通の兵士には負けない」

  「……はい！」

  　リョウカを励まして、シュンライは飛んだ。十数メートルの飛翔。目の前の楼閣船に飛び移るが、そこからもう一度飛んでさらに奥の楼閣船を襲う。楼閣船の一隻せきを踏み台にしたのだ。シュンライが踏み台にした楼閣船は、着地の衝撃で大きく揺れていた。その船の兵士たちが、バランスを崩してよろめいている。

  「今だ！」

  　と、ヒュンラが大声で言った。

  　リョウカとヒュンラは、シュンライが踏み台にした楼閣船に飛び移った。リョウカの軽けい功こうはまだまだ未完成だが、白はく蛇じや淫いん功こうで気脈が調ととのったせいだろうか、ジャンプの飛距離がぐんと伸びていて自分でも驚いた。

  　リョウカは、素す手でで戦った。強くなった分、相手を生かしたまま戦いに勝てるようになった。前にリョウカはギョウサイの太たい守しゆランガンを自分の手で殺したが、あれは本気で怒っていたからだ。普段のリョウカは、たとえ戦争の中でもあまり人を殺したくない。いずれは他の武ぶ侠きようたちのように容よう赦しやなく戦う日も来るのだろうが、それは少なくとも今ではなかった。

  　リョウカはシュンライから学んでいる北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの動きで、敵を殴り、蹴り、ぶん投げる――。今までの自分とは違う、とリョウカは思った。シュンライとの修行の成果と、白はく蛇じや淫いん功こうのおかげだった。ジャホウセンの言った通り、体は軽くなり筋力も増していた。いくらでも気力が湧いてきて、信じられないほど発はつ勁けいも強くなっている。

  　器き解かい族ぞくとしての自分が目覚めたのだ。

  　リョウカの裏拳一発で兵士が空中を何回転もして、リョウカの体当たりでまた別の兵士が五、六メートルも吹き飛ぶ。

  「なかなかやるな、名を名乗れ！」

  　と、初老の剣士がリョウカに向かって怒鳴った。

  「シュンライの弟で子し、雷らい一門、コルン山のリョウカ！」

  「西部第三軍の司令官、破は軍ぐん武ぶ侠きようのジホンだ！」

  「破軍武侠!?」

  　やばい、とリョウカは思ったがすでに間合いは詰まっていた。いくらリョウカが強くなったとはいえ、破軍武侠と一対一で戦って勝てるとは思えない――。

  　ジホンの武器は、幅広の双そう手しゆ剣けんだ。

  　リョウカは後ずさる。ジホンの双手剣が振り下ろされるが、ギリギリでかわす。

  「大丈夫か！　リョウカ！」

  　突然、横合いからそんな声がかかった。

  　ヒュンラが駆けつけてきてくれたのだ。心強い応援の到着に、リョウカの唇から思わず笑みがこぼれた。

  「ヒュンラ将軍、裏切ったか！」と、ジホン。

  「私に任せろ……！」

  　ヒュンラが、リョウカとジホンの間に割って入った。

  

  　ヒュンラの武器は旋せん風ぷう血けつ滴てき子し――と思いきや、象ぞう鼻び刀とうであった。旋風血滴子を手に入れる前、ヒュンラはずっと母親とともに象鼻刀を使った戦いでクンフーを積んでいた。調子が悪いときは、基本に立ち返るものだ。象鼻刀を使うのは久しぶりだが、体で覚えたものはなかなか忘れない。

  　ヒュンラは両手で象鼻刀を構え、旋風血滴子は腰に下げてある。

  （基礎……母様……お師し匠しよう様……）

  　長なが柄つかの刀の基礎は、四つ。切り上げる動き「撩リヨウ」。払う動き「掃ソウ」。切り裂く動き「劈ヘキ」。刺す動き「扎サツ」。余計なことは考えずに、その四つの動きに集中する。武器ではなく、自分の手足の延長だと考える。気力をこめる。筋肉がしなる。

  　西部第三軍の将軍、破は軍ぐん武ぶ侠きようジホンは双そう手しゆ剣けんでヒュンラに斬りつけた。

  　ヒュンラは、敵の攻撃を最小限の払う動き――掃ソウ――で受け流した。ジホンはさらに刀を振るう。ヒュンラは、掃。三度ジホンの攻撃。ヒュンラはやはり掃。円運動のようなヒュンラの防御に、ジホンの双手剣は歯が立たなかった。

  　この短いやり取りで、ヒュンラは接近戦の勘を取り戻していた。やはり、自分が楽をしていたと思い知った。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを振り回すだけでいくらでも勝てた。それで弱くならないわけがない。

  　ヒュンラは、あえて自分からは攻めなかった。練習のつもりで、ジホンの攻撃をいくらでも受けた。刃が触れ合うたびに、火花が散った。やがてジホンは焦あせり、必要以上に力りきんだ一撃を繰り出してしまった。ヒュンラはそれを冷静に払った。勢い余って、ジホンの体のバランスが崩れる。

  　崩れたところに――、

  「はッ！」

  　ヒュンラは、象ぞう鼻び刀とうを突き出した。扎サツ、の動きだ。

  　象鼻刀の先端が、ジホンの胸部を抉えぐり、心臓を破壊した。



  [image: ]


  

  　朝ちよう廷てい軍の劣勢は明らかだった。

  　西部第二軍の将軍、破は軍ぐん武ぶ侠きようナタムは、逆転を狙ねらって敵陣深くに突っ込んだ。

  　戦力では朝廷軍の方が勝まさっていた。それなのに敗走したとなれば、処しよ罰ばつは免まぬかれない。征西将軍ラゴンは残忍な男だ。ナタムの妻子まで殺されるだろう。

  　ナタムは、船から船へと飛び移り、水軍大将ラミンか大将軍シュリンの姿を探した。ジャン国の兵士に囲まれれば、愛用の柳りゆう葉よう刀とうで蹴散らした。

  　その時、水面下で人影が動いた。

  　船の下に隠れていたジャン国の特殊部隊――「鉄てつ蛙けい兵へい」だ。

  　鉄蛙兵の部隊はほとんどが女性であり、ぬらぬらとした光こう沢たくのある淫いん靡びな鎧よろいで鍛え抜いた肢体を包んでいる。鉄蛙兵は驚くほど長く息が続くので、船の下に隠れて移動するのだ。

  　ナタムが船の間を飛んでいるところを狙って、鉄蛙兵たちは「飛ひ鉤こう」を投げた。

  　鋼鉄の碇いかりに太い縄をつないで、さらに鉄球の錘おもりを付け足す。碇は鉤かぎ爪づめ状になっていて、一度相手に噛かみつくとなかなか離れない。飛鉤とは、そういう武器だ。

  「ぬ！」

  　ナタムは空中で飛鉤を食らってバランスを崩した。

  　飛鉤が巻き付く。海面すれすれのところで、鉄蛙兵たちは次々と飛鉤を投げつける。

  　ナタムは落下した。泳ごうとしたが、全身に巻き付いた飛鉤が重すぎた。飛鉤は、最初から相手を溺おぼれさせるための武器なのだ。

  　腕うで利ききの武侠であったが、ナタムは何もできずに深い海に沈んでいった。

  　――あっけない最後であった。

  

  　アルシャーサが乗った船に、朝廷軍の楼ろう閣かく船せんが接せつ舷げんした。

  　百人以上の兵士が乗り移る。

  　アルシャーサは甲かん板ぱん上にいたので、敵に発見されるのは早かった。

  「あれは恐らく王族だ！　捕らえて人ひと質じちにするぞ！」

  　と、アルシャーサに朝廷軍の兵士たちが殺到する。

  　そんな兵士たちの前に、大将軍シュリンが立ちはだかった。

  「無ぶ礼れいであるぞ！」

  　シュリンの武器は二本の鉄の棒――[image: ]かんだ。特別重く、特別太い。

  「シュリン大将軍、私は」

  　一人でも、この程度の敵は追い払える――。そんなアルシャーサの言葉を遮さえぎって、シュリンは両手の[image: ]を素早く振るった。二本の[image: ]が、それぞれ別の生き物のように動く。それを食らった敵の頭が兜かぶとごと割れる。骨が砕ける。

  　脳が飛び散って、シュリンはたちまち返り血で真っ赤だ。右の[image: ]が二人の敵をまとめて吹き飛ばし、左手の[image: ]かんが槍やりや矛ほこなど敵の攻撃を防ぐ。

  「大将軍、私の仕事を取らないでください……！」

  　アルシャーサの近くにはニスーラもいた。

  　ニスーラの毒どく手しゆが猛もう威いを振るう。

  　ジャン国式竜りゆう眼がん毒手拳。

  　男の兵士には万ばん殺さつ毒どくを、女の兵士には肉にく林りん毒どくを叩き込む。アルシャーサに危害を加えようとするものには容よう赦しやしない。

  

  　二人の将軍を失い、多数の戦死者を出し、征西軍団第一陣は撤退を始めた。

  　――戦いくさは、ジャン国の圧勝だった。



  


  ５章
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  「まずは大勝利！」

  　と、ラミンが乾杯の音おん頭どを取った。

  　軍港コーバンの本ほん陣じんで、勝利の宴うたげが開かれた。宴といっても、戦時なので酒は出ない。本当の宴はゼンバン軍港を奪だつ還かんしてからだ。それでも、征西軍団第一陣六万人を、ほんのわずかな犠ぎ牲せいで完かん膚ぷなきまで叩きのめしたのだ。シュンライ、ヒュンラ、ニスーラ、ラミン、シュリンといった武ぶ侠きようクラスだけで、合わせて一万人近く殺していた。これを祝わないわけにはいかなかった。

  　宴の中、リョウカも他の兵士たちと同じように興奮していた。破は軍ぐん武侠たちほどではないにしても、今回リョウカはずいぶん活躍した。相手の刀とう槍そうをかわし、素す手ででの打撃を叩き込み、百人近くは叩きのめしたろうか。半年前の自分とはまるで別人だった。

  　カシュラに、背中を守ってもらったのも大きかった。リョウカのために必死に戦ってくれた。今、カシュラは疲れ果ててリョウカの膝ひざ枕まくらで幸せそうな寝息を立てている。

  　本陣で、アルシャーサが舞った。その舞を見て、兵士たちの興奮はピークに達した。あまりに場内が盛り上がったので、カシュラも「はわわ」と慌あわてて起きた。士官も兵士も肩を組んで歌い、踊り、次の戦いくさに向けて鋭気を養った。

  　そんな時――。

  　リョウカは、ニスーラの姿がアルシャーサの近くにないことに気づいた。

  　確かに、今のアルシャーサはジャン国の兵士に囲まれている。大将軍のシュリンや水軍大将のラミンもいる。護衛の必要はないだろうが、珍しいこともあるものだ。

  　――どこに行ったのだろうか？

  

  　ニスーラは、宴を離れてゼンバン軍港郊外にある自分の修行場に足を運んでいた。

  　その修行場は、海岸の岩場にあった。切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの側面に入り口があり、中は洞どう窟くつになっている。

  　洞窟は、針の山のような特殊な地形だった。下には海水がたまっていて、うようよと大型の肉食魚が泳いでいる。洞窟内には細い柱のような岩が何本も立っていて、そこを足場に移動しないと肉食魚に食らいつかれるのだ。腕の立つ武侠ならば肉食魚を殺せるだろうが、とにかく数が多いし水中では人間の方が疲れるのが早い。一度下に落ちれば、長くもちこたえることはできないだろう。

  　ニスーラは、点々と存在する足場の上を軽かろやかに移動した。柱と柱の間には数メートルの間かん隔かくがあるが、軽けい功こうと優れたバランス感覚があればジャンプで渡っていくのはそれほど難しくない。

  　洞どう窟くつの奥には岩の扉とびらがあり、そこには頑がん丈じような鋼はがねの鍵かぎが五か所もかかっている。扉はからくり仕掛けであり、鍵を壊したり強引に岩を割ろうとしたら洞窟全体が崩れるようになっている。この扉の鍵を持っているのは、今はニスーラだけだ。

  　鍵を開けて、ニスーラは洞窟最さい奥おうの部屋に足を踏み入れた。そこは、ニスーラの一族が長年使ってきた修行場だ。ジャン国式竜りゆう眼がん毒どく手しゆ拳けん。毒手拳の修行場なので、部屋には秘伝の毒が詰まった大きな壺つぼが二つ安置されている。「万ばん殺さつ毒どく」の壺と、「肉にく林りん毒どく」の壺である。数百年熟じゆく成せいされてきた貴き重ちようなものだ。

  　今日の戦いくさで、毒を使いすぎた。毒の威力を落とさないために、毒手を鍛え直す必要があった。ニスーラは、定期的にこの修行場に来て毒壺に両手をひたしていた。

  　ニスーラがアルシャーサの側そばを離れるのは、この時だけだ。こうやって猛毒に両手をつけているところを、敬愛するアルシャーサに見られるのは嫌いやだった。幼い頃から専門の訓練を受けた毒手拳の使い手でなければ、この壺に数秒手を入れていただけで毒は全身に回って死にいたる。

  （時々、自分が化け物のように思えてくる……）

  　幼い頃、ニスーラはもっと自分の境遇を呪のろっていた。ジャン国を護まもる一族の掟おきてによって、両腕を毒そのものにしなければならなかった。両手が毒になれば、もう普通の人生を送ることはできない。人々は、毒手を使い暗殺を生なり業わいとするニスーラの一族には近寄らなかった。誰もが毒手拳を恐れていた。

  　しかしそんなある日、両親とともに水すい神しん宮ぐうを訪れていたニスーラは、一人の見み目め麗うるわしい少女と出会う。

  　両親は公用のため水神宮の奥へと進んでいき、ニスーラは中庭で待たされていた。すると、中庭で退屈そうに本を読んでいた少女が近寄ってきたのだ。相手の正体に気づいたニスーラはすぐに平へい伏ふくした。少女は、アルシャーサ第一王女だった。

  「そんなに畏かしこまらなくてもいいのに」

  　アルシャーサは屈託のない笑顔を浮かべていた。

  「いえ、そういうわけには……」

  「アルシャーサ姫！　何をしているのですか！」

  　アルシャーサがニスーラに話しかけたのを見て、近この衛え兵へいの女剣士たちが声を荒らげた。

  「なんじゃ、騒々しい」と、アルシャーサは眉をひそめる。

  「その少女は、毒手拳の一族です」近衛兵の隊長が応えた。「そやつらの両手はお役目のためとはいえ汚れております。軽く触れただけで男を殺し、女を肉欲の地獄に落とす……。姫様が近づいてはなりません……！」

  　ひどい言われようだ、と思ったがニスーラは何も言い返さなかった。自分でもこの両手は汚れている、と思う。

  「いつまでそこにいる！　さっさとさがらんか！」

  　近この衛え隊長が、ニスーラを剣の鞘さやで思い切り叩いた。それでも、ニスーラは我慢した。毒どく手しゆ拳けんの一族はずっとこういう扱いを受けてきた。これからもずっとそうだろう。

  　だが――。

  「この愚おろか者！」

  　アルシャーサが、近衛隊長を叱りつけた。

  　王女の予想外の行動に、ニスーラや近衛兵たちは両目を丸くする。

  「聞いたことがあるぞ。竜りゆう眼がん毒どく手しゅ拳けんの一族」アルシャーサは続ける。「ジャン国のために、自みずからの両腕を毒のかたまりにしてまで戦ってくれているという。何代も王家に仕つかえてきた勇ゆう猛もうな一族だ――と。それなのに近衛隊長は『汚れた手』などと口にするのか！　恥を知れ！」

  「も、申しわけありません……！」

  　近衛隊長は地面に頭をこすりつけて許しを乞こうた。

  「今日、たった今から近衛隊長の任を解く。拷ごう問もん室で水責め火責め輪りん姦かんの罰ばつを受けたあと、鉄てつ蛙けい兵へいの性欲処理係に格下げじゃ」

  　ニスーラは冷たく言った。

  「そ、そんな……！」

  「鉄蛙兵たちはつわものぞろい。常に性欲が有り余っていると聞く。見事彼女らの相手が務まったら、もう一度水すい神しん宮ぐうの兵士に戻してやろう……連れて行け！」

  　近衛隊長は、ほんの一瞬前まで部下だった近衛兵たちに囲まれて地下室へと連行されていった。

  「…………」

  　ニスーラは、アルシャーサの言動にただ驚いていた。王女が毒手拳の一族を知っていたのも驚きだし、なによりニスーラのために怒ってくれたことが信じられなかった。

  「不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてすまなかったな」

  　さらに、アルシャーサは謝罪の言葉を口にした。

  「いえ、そのようなもったないお言葉……！」

  「そちの名は？」

  「……ニスーラと申します」

  「ニスーラか。いい名じゃのう」

  「ははッ……！」

  　感動のあまり、ニスーラは震えていた。アルシャーサの言葉が、やまびこのように頭の中で反響していた。

  「ところでニスーラ。たった今近衛隊長を解任してしまった」

  「は、はい……」

  「代わりに、そちが私の身しん辺ぺんを警護してくれぬか」

  「私がですか……!?」

  　毒どく手しゆ拳けんの一族が王族の警護につくなど、前例がなかった。

  「そうじゃ、断ればそちも地下室行きじゃ」

  「そ、それは……」

  　アルシャーサならば本当にやりかねない。この王女は、優しいだけでなく苛か烈れつな一面も備えている。

  「ありがたき幸せ……！　このニスーラ、身しん命めいを賭として姫様をお守りいたします」

  「そちとは年も近く話も合いそうじゃ。だから……その……」

  　と、アルシャーサは顔をほのかに赤くして言いよどむ。

  　ニスーラがその様子を怪け訝げんに思うと、アルシャーサはうつむいて自分の表情を隠した。

  「ただの警護役ではなく、友達にも……なってくれると、その……うれしい」

  　そう言われて、ニスーラは泣きそうになった。涙をこらえて、「……もちろんです！」と力強く答えた。アルシャーサのためなら喜んで死ねる、とニスーラは心の底から思った。

  

  「そろそろか……」

  　と、ニスーラは独りごちた。アルシャーサとの出会いを思い出しているうちに、かなりの時間が経過していた。

  　ニスーラは毒どく壺つぼから両腕を抜き、修行の部屋を出た。

  　扉とびらを閉め、しっかりと鍵かぎをかける。

  　その時、ひゅっと何かが風を切る音がした。

  「――っ！」

  　ニスーラは反射的にその何かを右手で受けた。前腕に、吹き矢の針が突き刺さっていた。筋きん弛し緩かん系の毒が塗られていたが、当然ニスーラには効果がなかった。

  「大型の野獣を生け捕りにするための毒なんだがな……さすが竜りゆう眼がん毒どく手しゆ拳けん。簡単に無効化するとは……」

  　洞どう窟くつの出入り口に人がいた。白い道どう士し服で大きな鉄製の薬箱を背負った小柄な少女と、背が高く長い鉤こう鎌れん槍そうを肩に担かついだ少女。吹き矢を射うったのは、道士服の少女だ。若いが、どちらもただものではなかった。堂々とした立ち姿から、幾いく多たの戦いを潜り抜けてきた戦士の気配が滲にじみ出ていた。

  「何者だ」

  「北ほく天てん派武ぶ功こう山ざん、密みつ礼さつ術じゆつのヤドだ。そしてこいつは――」

  「北天派轟ごう天てん鑽さん陣じん拳けんのカザミです」

  「なるほど……刺し客かくか」

  　ニスーラは静かに拳けん法ぽうの構えをとる。

  　――それにしても、なぜ敵はこの修行場のことを知っていたのだろうか？

  　ニスーラはそのことを不審に思った。この修行場を知っているのは、ジャン国政府の中でもかなりの高官に限られている。

  　――誰かが情報を漏らしたのか？

  「カザミ」と、ヤド。

  「はい」

  「私が苦手な戦い方の武術家だ。あとは任せる」

  「はい……！」カザミは鉤こう鎌れん槍そうを両手で構えた。「あなたに恨うらみはないが、ヤドの命令には逆らえないし……強い人を見ると燃えてくる」

  「槍やりか……」

  　足場を踏み外せば下は肉食魚のたまり場。不安定な地形だ。有利なのは当然、武器を持ったカザミの方だろう。しかし、ニスーラは外がい功こう、硬こう気き功こうで槍の攻撃にある程度耐えることができるはずだが、こちらの竜りゆう眼がん毒どく手しゆ拳けんは一撃必殺。二人とも女だ。肉にく林りん毒どくでひとたまりもない。

  「では、参る」

  　カザミが槍を構えて突っ込んだ。

  　ニスーラも前に出る。

  　二人は、不安定な岩の柱の上で激突した。

  　面積の少ない足場を利用して踏ん張り、カザミが槍を突く。槍の後端を右のてのひらで押し出すようにする、弾丸のような突きだ。

  （……強い！）

  　槍そう頭とうが、ニスーラの首筋をかすめた。当たっていなくても、その速度だけで油断できない一撃だとわかる。

  　カザミは、立て続けに槍を突いた。不安定な足場なのに、どんなに派手に動いてもバランスが崩れない。二本の岩の柱を使って、綺き麗れいな「弓きゆう歩ほ」の姿勢を作っている。

  　カザミの激しい連打を、ニスーラは体をひねってかわし、あるいは手の甲で槍の柄つかを打ち弾はじいた。

  　二人の攻防のレベルは高い。ニスーラは城を攻めたことはないが、破は城じよう武ぶ侠きようを仕留めたことはある。たとえ万の軍隊が相手でも一歩も退ひかないニスーラと、カザミは互ご角かくに打ち合っている――！

  　やがて、ニスーラは槍頭と槍の柄のつなぎ目の部分を右手でつかむことに成功した。つかんでぐいと引っ張り、カザミは足を踏み外して下に落ちる。

  「くっ！」

  　肉食魚の水たまりに落ちる寸前、カザミは洞どう窟くつの壁に槍やりを突き刺してもちこたえた。水面ギリギリのところで槍にぶらさがるカザミに、肉食魚が飛び跳ねて食いつこうとする。

  　カザミは突き刺した槍を使って反動をつけて飛び上がり、再び岩の足場に戻った。

  　戻ったところに、ニスーラが襲いかかった。柱と柱の間を飛び移りつつ、とうとうカザミの首筋に左の手しゆ刀とうが食い込んだ。衝撃でカザミはよろめき、呻うめく。

  「毒どく手しゆ拳けん、入った――！」

  　ニスーラは確かな手て応ごたえを感じた。

  　左手の肉にく林りん毒どくが、カザミの体に回って顔が赤くなる。興奮し、勝手に腰が動く。

  「噂うわさ以上の威力……！」

  　ここでカザミは素早く発はつ勁けい。内力で毒の中和を開始した。並の武ぶ侠きようには不可能だが、カザミは鍛え方や気力の量が違うらしい。顔色は赤いままだが、戦闘不能状態に陥おちいることは免まぬかれた。

  　たまにこういうことがある。ニスーラは、次はカザミに両手を同時に叩き込むしかない、と思った。二種類の毒を同時に叩き込むことで、その威力は数倍に膨ふくれ上がる。竜りゆう眼がん毒手拳、互ご毒どく探たん馬ば掌しようの奥おう義ぎだ。

  「さすがはジャン国でも一、二を争う達人ニスーラ。僕も、本気でいくよ」

  　カザミは槍やりを構え直し――、

  「轟ごう天てん鑽さん陣じん拳けん槍そう術じゆつ！　鑽さん勁けい！」

  　両腕に力と気功をこめた。

  　鑽、とはねじるような発はつ勁けいのことだ。

  　カザミは、鉤こう鎌れん槍そうを手の中で回転させた。ギュルルッ、と凄すさまじい音を立てて、重い槍がドリルのように高速で回り始める。

  　高速回転のまま、カザミは槍の連打を繰り出した。最初の何発かは避よけたが、足場が悪いのでフットワークだけではすぐに限界がくる。

  　仕方なく、ニスーラは回転する槍を右手でつかんだ。そして、押さえつけて回転を止めようとした。ところが、槍の回転はニスーラの想像以上の威力を有していた。槍そう頭とうをつかんだわけではないのに、ニスーラの右手に切られたような痛みが走った。まずい、と思ってニスーラはさらに左手も加えた。両手でつかむが、やはり槍の回転は止まらない。

  　それどころか――、

  「これは!?」

  　カザミの気功と摩ま擦さつ熱ねつのせいで、槍をつかんだニスーラの両手が燃えた。

  　皮ひ膚ふが削られて、肉が焦こげる。

  　摩擦で毒が削られる。摩擦熱で毒が焼かれる――！

  （まずい！）

  　ニスーラは慌あわてて槍やりから手を離した。

  　――ヒリヒリと痛む。燃えている。

  　まずは、火を消さないといけない。ニスーラは、足場から飛び降りた。両足を水平に開いて、二本の柱の間を滑り落ちていく。自分の足をつっかい棒にして、完全に落下しないようブレーキをかける。

  　開脚したまま逆さになって、ニスーラは燃える両腕を水たまりに突っ込んだ。

  　肉食魚がニスーラに飛びつく。

  　ニスーラは素早く体を持ち上げて、足の力だけで飛び上がった。肉食魚の牙きばは空くうを切る。一瞬で上に戻り、構え直す。

  「やるな……！」

  　カザミはさらに鑽さん勁けい。

  　ニスーラはそれをかわし、カザミの胸に毒どく手しゆを当てた。左右両方の毒を同時に送る互ご毒どく探たん馬ば掌しようだ。

  　あとは毒が回るのを待つだけ――と思われたが、カザミの顔色はほとんど変わらなかった。カザミは鉤こう鎌れん槍そうを半回転させ、後端でニスーラのみぞおちを突いた。

  「毒の威力が落ちてるみたいだね……！」

  「くっ！」
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  　ニスーラの手は槍やりのドリルに削られた上に、勢いよく燃えてしまった。表面の毒が一時的になくなっただけなので、もう一度両手を秘伝の壺つぼにつけるだけで毒を取り戻すことはできるだろうが、その時間の余よ裕ゆうはなさそうだった。ニスーラは、修行場の鍵かぎを水たまりに捨てた。これを奪われれば毒どく手しゆ拳けんの一族が終わる。スペアの鍵が別の場所に隠してあるので、一個失くしても問題はない。

  「いただき、だ。僕の勝ち」

  　カザミの鑽さん勁けいが、壺のことを考えて隙すきだらけになっていたニスーラを捕らえた。

  「――がッ！」

  　ドリルが、ニスーラの腹筋の上で回転する。外がい功こうのおかげで出血はしないが、衝撃がニスーラの内臓をかき回す。

  　カザミは槍を回しながら、ニスーラの体を持ち上げた。銛もりで魚を獲とった時のような格好だ。ニスーラの体も回る。そして、天てん井じように叩きつけられる。

  「あうッ――！」

  　ニスーラの体が、洞どう窟くつの岩がん盤ばんにめり込んだ。全身を強打し、意識を失う。

  「ヨシッ！」と、ヤドが指を鳴らした。「よくやった、カザミ」

  「手ごわかったー」

  　カザミが飛び上がってニスーラを回収した。
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  　――それから時間が過ぎて。

  「――っ！」

  　ニスーラは、誰かに冷水を浴びせられて目が覚めた。

  　桶おけで冷水をかけたのは、北ほく天てん派武ぶ功こう山ざんのヤドだ。

  　ニスーラにも見覚えのある場所だった。ゼンバン軍港、ゼンバン砦とりでの拷ごう問もん部屋だ。この軍港は、今はジャン国の領地ではない。朝ちよう廷ていに陥おとされたばかりの場所。

  （ということは……）

  　気を失っている間に、ニスーラは拉ら致ちされたらしい。

  　空気の冷えた拷問部屋で、ニスーラは「大」の形をした鉄製の拘こう束そく具に磔はりつけにされていた。衣服は、下半身の下着のほかはすべて脱がされていた。武術で鍛えたニスーラの無駄のない肢体にきつく鎖くさりが食い込んでいる。

  「よう、お目覚めかい」

  「お前が……起こしたんだろう」

  「こんな状況で落ち着いた声。シブいねあんた。かっけー」

  　と、ヤドは薄く笑う。

  　ニスーラには、いつでも死ぬ覚悟ができている。どんな痛みも屈くつ辱じよくも怖くもない。怖いのは、アルシャーサが傷つくことだけだ。

  「ニヤけてられるのは今のうちだけだぞ。ヤドとやら」

  「そっちも。冷静でいられるのは今のうちだけだぜ。次の戦いくさでジャン国に勝ち目はない。上う手まくアルシャーサを生いけ捕どりにして、あんたの目の前で調教してやりたいよ。高貴な少女をじっくりたっぷり、正気を失うまで犯し尽くす……」

  「貴様！」

  　ニスーラは歯は軋ぎしりをして手足に力をこめた。鎖くさりが音を立てるが、当然切れる気配すらない。

  「ま、それはまだまだ先の話。まずは……」

  　と、ヤドは大きな薬や缶かんを取り出した。その薬缶を傾けて、中に入っている液体をニスーラにかける。どろりとした、乳にゆう白はく色しよくの液体だ。その液体を全身にかけられたニスーラは、股こ間かんや乳ち首くびを中心に卑ひ猥わいな熱さを感じて身をよじる。

  「これは……!?」

  「感覚を鋭するどくする薬だ。毒どく手しゆが相手じゃ普通の薬が効かないのはわかってたから、数十倍に濃縮してあるんでこんなにドロドロしてる。――私は武ぶ侠きようを拷ごう問もん・調教する専門家だ。どんな相手だろうと対応策は用意してる」

  　ヤドは、薬缶のつぎ口をニスーラの唇にねじ込んだ。

  　こじ開けて、鼻をつまんで無理やり薬を飲ませる。

  「ん、むッ……！　くふッ！」

  　吐き出そうとしたが、上手くいかなかった。ニスーラの体が内側から燃え上がった。

  「敏感になってるね……可愛かわいいよ。口吸いだけで天国見せてやる」

  　ヤドは、ニスーラの口から薬缶のつぎ口を抜いて、代わりに自分の唇を重ねた。

  　下品に舌を伸ばして、ニスーラの口内を蹂じゆう躙りんする。舌と舌がからみ合う。

  「ああ……！」

  　普段のニスーラなら、迷わずヤドの舌を噛かみ切っていただろう。しかし、今のニスーラは薬で敏感になっていて、ヤドにディープキスされただけで性的興奮を覚えてしまった。唇から甘い快感が広がって、子し宮きゆうまで届く。

  （姫様以外の女に唇を許すなんて――）

  　ニスーラの双そう眸ぼうに、涙がたまった。

  　ヤドのキスは執しつ拗ようだった。ニスーラがのた打ち回っても唇は離れない。感覚が鋭くなっている分、ニスーラの方が不利だ。

  　ヤドは大胆に舌を使う。

  「むふっ、あふっ……！」とニスーラの鼻から荒い息が漏れる。拘こう束そくされた体が、ビクン、ビクンッ！　と痙けい攣れんする。

  「さて……優しくしてあげるのはここまで」唇を離して、ヤドは言った。「ちょっと聞きたいことがある。水すい神しん宮ぐうのことだ」

  「なんだと……？」

  　ニスーラは、荒い息をついている。

  「水神宮の地下には、王族しか知らない隠し水路が広がっているという。なにしろ大将軍や水軍大将にもその詳細は秘密という徹底ぶりだ。――だが、アルシャーサ姫は水路の地図をお前に預けたらしいな。どこに隠した」

  「そんな噂うわさが広がっていたか……水路など存在しない。無駄だ」

  「無理すんなよ。確かな筋からの情報なんだ」

  「…………」

  　ニスーラは眉み間けんにしわを寄せた。

  　隠し水路の地図を託されたのは本当のことだ。そして、そのことを知っているのは、女王、二人の王女、宰さい相しよう、大将軍、水軍大将の六人だけ。

  （その中に――裏切り者が？）

  　王族が国を裏切るわけがない。

  　ということは、裏切り者は王族以外の三人の中にいる。

  「時間はたっぷりある。ありがちな言い方だが――『体に聞く』ことにしようか」
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  　ジャン国首都・都と城じよう内水神宮。大将軍シュリン・ポーは、女王シェラーシャの執しつ務む室を訪れた。執務室でも愛人の武術家たちと乱交に耽ふけっていることが多いシェラーシャだが、朝ちよう廷てい軍との戦いくさが本格的に始まったのでさすがに最近は控えている。

  　執務室の前には多数の近この衛え兵が立っていたが、室内には女王が一人きりだった。敵の刺し客かくが見張りに気づかれないままこの部屋に侵入するのは不可能だし、もしそれが可能な刺客がいるのならそもそも見張りを置く意味がない。

  　女王の執務室は広く、壁の大半が水すい槽そうになっていて涼しげな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。水槽の中では、ジャン国近海にしか生せい息そくしていない色鮮やかな魚が泳いでいる。水槽に使われている硝子ガラスは輸入品だ。

  「シュリンです。先の戦の報告に上がりました」

  「どうでしたか？」

  「曇り一つない大勝利。ラミン将軍、シュンライ将軍どちらも大活躍でした」

  「それはよかった」シェラーシャが春の陽だまりのように微笑ほほえむ。「あなたの手柄は？」

  「私など……」と、シュリンは苦笑した。「海の上では、ラミン将軍には敵かないません」

  「レイ・シュンライは？」

  　そう訊きいたシェラーシャは興味津しん々しんといったふうだ。その顔を見てシュリンの瞳に一瞬翳かげりが走ったが、すぐに気を取り直して穏やかな表情で答える。

  「……あの方は特別でしょう。海だろうが陸の上だろうが、天てん下か無む双そうの豪ごう拳けんにとっては関係のないこと。本来王宮の外に決して出るはずのない朝廷近この衛え府ふ五ご鎖さ衆しゆうを差し向けられるほどの凄すご腕うで」

  「あなたはいつも謙けん遜そんするのね」

  「謙遜など……」

  「初めて会ってから、もう二十年ですか……」

  「もう、そんなになりますか」

  　互いに内ない功こうが強いので、実際の年齢よりもずっと若く見える。

  「あなたはジャン国相撲すもうの力士出身で」

  「まだ十三歳でしたが、海兵隊の中隊長を」

  「あら、思い出した。懐かしい」

  「あのあと私はどんどん出世していき、のぼせあがって女王様に求婚をしたことも……」

  「覚えています。とても嬉うれしかった……でも」

  　シェラーシャは言いよどんだ。女王ではなく一人の女として、いまだ忘れられない過去の悲恋を思い出し、切なげにまつげを震わせる。

  　シュリンの胸がきゅっと締めつけられたが、シェラーシャはそれに気づかなかった。

  「女王様……それくらいにしておきましょう」

  　女王の気持ちを察し、シュリンはこの話題を切り上げた。

  「そうね」シェラーシャは髪をかきあげて、まぶたを閉じて大きなため息をついた。

  「では、そろそろ私は失礼いたします……」

  　シュリンは一礼し、踵きびすを返した。

  　その時――、

  「ああ、そういえば……アオリザのことを、よろしく頼みますよ」

  　シェラーシャが、不意打ちのように言った。

  「気づかれていたのですか……!?」

  　振り返って驚き顔を見せる。

  「大将軍と第二王女。悪い組み合わせではないと思いますよ」

  　シェラーシャは、母親らしく慈じ愛あいに満ちた微び笑しようを浮かべた。

  「女王様……感謝いたします」

  　シュリンは、もう一度深々と礼をした。

  

  　――一方、その頃。

  　水軍大将ラミン・ガラエダの屋敷は、首都カンタンではなく軍港コーバン中心部に位置している、小さな砦とりでのような屋敷だ。屋敷は四方を雑ぞう木き林ばやしと果樹園に囲まれていて、閑かん静せいなたたずまいを見せている。

  　その屋敷の中庭に、密ひそかに二台の馬車が到着した。警備の兵士が御ぎよ者しやに「何を乗せている？」と訊たずねても、馬車の御者は「中身はラミン将軍にしかお見せすることはできません」の一点張り。普通なら即座に追い返すところだが、御者が大将軍シュリン・ポーからの書状を持っていたので話が難しくなった。

  「これはいったい何事だ」

  　屋敷に戻ったラミンが、シュリンからの使いに話しかけた。

  「突然申し訳ありません」我々はシュリン様の親衛隊。どうぞ、まずはこの書状を」

  「大将軍から？」

  　ラミンは親展と表に書かれた書状を開いて目を通した。

  『ラミン将軍へ。先日、私の指揮下にある国境警備隊の一部隊が、朝ちよう廷ていの本隊からはぐれた一隻せきの楼ろう閣かく船せんを拿だ捕ほしました。その船に兵士はほとんど乗っておらず、いたのは美女美少女ばかり。どうやら、ルカン朝ちようの娼しよう婦ふ船だったようです。お届けしますので、尋じん問もんするなり拷ごう問もんするなりお好きなように。なお、捕ほ虜りよをいたぶるとなると外聞が悪いのでこのことは内密に』

  「娼しよう婦ふ船!?」

  　驚いて、ラミンは馬車の中を覗のぞいた。書状に書いてあった通り、車内には多数の女性が詰め込まれていた。黒革の奴ど隷れい衣装を着せられていて、手て枷かせ足あし枷かせで動きを制限されている。

  　拘こう束そくされた美しい娼婦たちの怯おびえた表情が、好色かつサディストであるラミンの性欲を刺激した。

  「さすがはシュリン将軍……なかなか気が利きいている」

  　ラミンはほくそ笑み、書状を閉じた。

  「馬車の中身を私の部屋に運べ。なるべく人に見られないように気をつけろ……！」

  　戦いくさのあとなので、ラミンの体は色々な意味で昂たかぶっている。その昂りを静めるには、とにかく性交を重ねるしかない。どんな方法で娼婦たちをいたぶってやろうか、一通り楽しんだら部下にも分けてやろう――。淫みだらな期待で胸を膨ふくらませて、ラミンは自分の部屋に戻っていった。
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  　祝勝の宴うたげが終わっても、なかなかニスーラが戻ってこなかった。

  「……ニスーラが戻ってこないだと！」

  　めでたい気分は吹き飛んで、アルシャーサは怒鳴り散らした。第一王女の怒りを恐れて、近この衛え兵たちが右う往おう左さ往おうしている。

  　リョウカたちは、アルシャーサに歩み寄った。

  　そしてホウショウが言う。

  「ニスーラさんの用事が長引いているという可能性は？」

  「それは、ありえん」アルシャーサは断言した。「ニスーラは、決まった時間に遅れることは絶対にない。あいつの身に、何か起きたに違いない……！」

  　アルシャーサは、鉄てつ蛙けい兵へいの隊長を呼びつけた。鉄蛙兵は海上対武ぶ侠きよう戦に特化した部隊だが、隠おん密みつ作戦や潜入作戦、諜ちよう報ほう戦、情報収集にも長たけている。士し気きが高く、王族に対する忠ちゆう誠せい心しんも厚い。

  「鉄蛙兵！　ニスーラの行方ゆくえを捜せ！　朝ちよう廷てい軍の特工員スパイが動いた可能性もある。気をつけろ！　そして入国管理局は閉鎖！　この島から誰も出さないようにしろ！」

  　凜りんとした調子でアルシャーサ。

  「ははっ」

  　鉄蛙兵たちの女隊長が抱ほう拳けん礼れいをした。
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  　――ゼンバン軍港の拷ごう問もん部屋。

  　ヤドが担当するニスーラへの拷問は、三日目に入った。

  「まったく、自信が揺らぐよ……」ヤドは言った。「どんな武侠でも、一日あれば性奴ど隷れいに落としてきた。それが、こんなに耐えられるなんて……拷問調教色事専門家の評判に関わる。こっちも高い金をもらってるんで、もちろんこのままですませる気はないけど」

  「ん……んあ……あ……」

  「そろそろ話してくれないかなー。水路の地図の隠し場所」

  「い、や、だ……んっ！　ああっ……！」

  　ニスーラは、様々な陵りよう辱じよくの末に今は四つん這ばいの姿勢をとらされていた。板状の拘こう束そく具で、両手と首が動かせないようになっている。

  　ヤドは、竹たけ筒づつを使ってニスーラの尻の穴に浣かん腸ちよう用の薬液を注入していた。ニスーラの腹は、「たぷんたぷん」と音がするほど膨ふくらんでいる。ヤドは尻の穴から竹たけ筒づつの先端を抜き、「しばらくは漏らさないでそのままだ」とジャン国の特産である後こう宮きゆうダコで栓せんをした。

  「今尻から腸に注ぎ込んだのは、甘油グリセリンの一種を薄めたものだ。今、お前は出したくて出したくてたまらないだろ……でも出せないんだ……ツラいよなあ」

  「いっ……ぎっ……！」

  　ニスーラは歯を食いしばって腹部から肛こう門もんにかけての不快感に耐える。感覚を鋭するどくする白はく濁だく液は効き続けているので、頭がおかしくなりそうだ。

  「ほんと可愛かわいいな、あんた。これでカザミより強かったら、私の愛あい玩がん用として飼ってやってもよかったのに」

  

  　それからしばらくして、拷ごう問もん部屋の扉とびらを誰かが叩いた。

  「あ。お客さんだ」

  　ヤドはニスーラの秘所にねちっこい愛あい撫ぶを加えていたぶっていたが、来客に気づいて指の動きを止めた。喉のどが嗄かれるほど喘あえいでいたニスーラは、ようやく一息ついてがっくりと体から力を抜く。

  「びっくりするぜ。あんた」

  　ヤドが楽しそうに言った。

  「……？」

  　扉が開いて、中に一人の女が入ってくる。

  「な……！」

  　知っている人物だったので、ニスーラの両目は限界まで丸くなった。

  　入ってきたのは――、

  　水軍大将、ラミン・ガラエダ。

  「…………」

  　ラミンはニスーラを見下ろし、酷こく薄はくな笑みを浮かべている。

  「貴様か……！　貴様が裏切り者か！」

  　なぜ、ラミンがジャン国を裏切ったのか――その理由はわからない。現に、ラミンはつい先日の海戦で朝ちよう廷てい軍を相手に大活躍していたはずだ。だが、彼女がここにいるのは動かしようがない事実。

  「……ふふ」

  　ラミンは、何も言わずに服を脱いで特大の擬ぎ似じ男根を取り出した。

  「かわいそうになあ……」ヤドはニスーラに嘲ちよう笑しようを浴びせた。「信じていた味方に犯される気分はどうだい？」

  　ラミンの男根がニスーラを貫つらぬいた。

  「――っ！」

  　肛こう門もんを後こう宮きゆうダコに責められながら、前の穴をラミンに抉えぐられる。

  　ラミンの腰使いは激しかった。ニスーラは四つん這ばいの姿勢で、まったく抵抗することができない。無防備な秘所を、強引に責められる。

  「いっ……！　あひいっ！」

  「まだまだ」

  　と、ヤドは熱した火ひ箸ばしでニスーラを打つ。ラミンの下腹部とニスーラの尻がぶつかる音、火箸の打撃音、そしてニスーラの悲鳴が拷ごう問もん部屋に響く。ジャン国人特有の美しい褐かつ色しよくの肌に、鋭するどい傷が生じて腫はれ上がる。

  　――長い拷問で疲ひ弊へいしていたニスーラは、ラミンの背中に奇妙な霊れい符ふが貼ってあることに気づかなかった。

  

  　ラミンとヤドにこれでもかというほど犯された。

  　ニスーラは、拘こう束そくされたまま拷問部屋に放置されている。

  　冷たい石の床の感触が、薬と拷問のせいで火ほ照てった体に心地よい。

  　ニスーラの秘所から、ラミンが放った擬ぎ似じ精液がごぽりとこぼれ出た。尻の穴は、今もひくひくと痙けい攣れんしている。

  　ヤドとラミンは、一眠りするのか拷問部屋を離れていた。だが、逃げるチャンスはない。拘束具は頑がん丈じようでびくともしないし、拷問部屋には見張りの兵士が四人も残っている。四人の兵士たちはすべて筋骨たくましい男で、誰が最初にニスーラを犯すかで揉もめていた。二人ずつ交替で回して、ニスーラを休ませないつもりらしい。男たちにはヤドほどの色事の技がないから、数に任せるしかないのだ。

  「普段は男なんて使わないんだけどね。今回はまあ、特別だ」

  　ヤドは、そんなことを言っていた。

  　これからどうなるのだろう――。ニスーラは不安でたまらなくなってきた。

  　自分がひどい目にあったり死んだりするのは構わない。重要なのは、アルシャーサの行く末だ。アルシャーサは当然、ラミンが裏切り者だとは知らないだろう。そうなれば、きっと朝ちよう廷てい軍に裏をかかれる。ジャン国が戦いくさに負ければ、王族も無事ではすまない。そのことを考え出すと、ニスーラは気が気でなくなる。

  　やがて、男たちの話し合いに決着がついた。ニスーラを抱く順番が決まったのだ。肉棒を限界まで勃ぼつ起きさせた全裸の筋肉男が二人、下げ卑びた笑いを浮かべてニスーラに近づいてくる。

  （ああ……生まれて初めて男に犯されるのか）

  　ニスーラはこれから始まる屈くつ辱じよくを想像し唇を噛んだ。

  　その時だった。

  　どこからか飛ひ鉤こうが飛んできて、見張りの兵士の喉のどを掻かき切った。

  「なっ！」

  　飛鉤の数は一つではなかった。ニスーラを犯そうとしていた兵士たちは、飛鉤の鋭するどい爪に急所を切り裂かれてたちまち血の海に沈んだ。

  　天てん井じようや廊ろう下かの隅に何者かが潜ひそんでいた。

  「……ご無事ですか？」

  　薄暗がりから、そんな声がした。

  　鉄てつ蛙けい兵へいたちだった。

  「アルシャーサ姫の命により、助けに参りました」

  「よくここがわかったな……」

  　ニスーラは、安あん堵どのため息をついた。

  「ゼンバン軍港の拷ごう問もん部屋か、征西軍団楼ろう閣かく船せんの拷問部屋。どちらかだろうと見当をつけましたら、案あんの定じよう……」

  　姿を現した鉄蛙兵の数は八人。彼女たちは武ぶ侠きように近い戦闘能力を持っている上に、水中や暗闇での行動に慣れている。対武侠戦闘だけでなく、潜入作戦や救出作戦もお手のものだ。

  「なるほど……」

  「今、拘こう束そくを外します」

  「急いで水すい神しん宮ぐうに戻らねば……姫様に伝えねばならないことが！」
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  　アルシャーサは、ニスーラがいなくなってからというもの、一いつ睡すいもせずに鉄蛙兵たちの報告を待っていた。ニスーラは、まるで空気のように、当たり前のようにアルシャーサの近くにいてくれた。アルシャーサも、空気のように扱うことが何度かあった。人間、当たり前のことには感謝をしなくなるものだ。

  　そして今――、

  　空気がなくなってアルシャーサは窒ちつ息そくしかけている。

  　ニスーラのことが心配で胸が痛むことに、ほかでもないアルシャーサが一番驚いていた。

  （ニスーラに何かあったら……私はどうすれば……！）

  　爪を噛み、水神宮の自分の部屋で行ったり来たりを繰り返すアルシャーサ。

  　しばらくして、ニスーラの救出に成功した鉄蛙兵たちがやってきた。ニスーラは、担たん架かに乗せられていた。鉄蛙兵たちのほかに、宮きゆう廷てい医師もついてきている。医師は、歩きながらニスーラの体に包帯を巻いていく。

  　鉄蛙兵たちが、担架をアルシャーサの前に降ろした。

  「ニスーラ……！」

  　徐々に包帯で露出が少なくなっていくニスーラの体には、鞭むちのあと、火ひ箸ばしで叩いたあと、尻の穴を後こう宮きゆうダコに吸われたあとなどが刻まれていた。ここまでやられて、犯されていないわけがなかった。

  「ああ……姫様」

  「大丈夫か、ニスーラ……」

  　アルシャーサは両りよう膝ひざを床について、担たん架かのニスーラに体を寄せた。

  　傷が痛まないように、優しく抱きしめる。

  「大変だったろう……戻ってきてくれて嬉うれしい……」

  「ひ、姫様……今は事情があって威力が落ちていますが、私の両手は毒どく手しゆ拳けん。あまり近づかない方が……」

  　ニスーラは憔しよう悴すいしきっていたが、それでも赤面した。

  「黙れ……こんな時に変なことを言うと怒るぞ……」

  「はっ……すみません……」

  　アルシャーサの体温を感じて、ニスーラの瞳が潤うるんだ。鉄てつ蛙けい兵へいによって救出されたが、本当に心の底から「救われた」と思ったのはこの瞬間だった。

  「痛むところはないか……？」

  「少し休めば、大丈夫です」

  「そうか……」

  「そんなことよりも」

  　ニスーラは話題を変えた。

  「捕まってる間に、大変なことがわかりました」

  「どうした……？」

  「ゼンバン軍港が陥おち、私が拉ら致ちされたのは裏切り者がいたからです」

  「……裏切り者だと!?」

  「水軍大将のラミン・ガラエダです」
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  「これはいったいどういうことだ！」

  　水軍大将ラミン・ガラエダが、水すい神しん宮ぐう謁えつ見けんの間まに引っ立てられてきた。謁見の間には、女王シェラーシャ、王女アルシャーサ、アオリザ、そして宰さい相しようのメジーナが定位置についていた。ラミンを逮捕、拘こう束そくし、ここまで連れてきたのは大将軍のシュリンだ。ラミンは罪は認めなかったが、相手が女王の命令を受けた大将軍ということで抵抗はしなかった。

  「よくやった、シュリン」

  　アルシャーサはねぎらいの言葉をかけた。

  「はっ」

  　と、シュリンは抱ほう拳けん礼れい。

  　女王の長いまつげが小刻みに震えていた。

  「なんですかこれは！　理由を聞かせてください！　罪ざい状じようは！」

  　両手を鎖くさりで拘こう束そくされたラミンが吼ほえた。

  「しらばっくれるな！」アルシャーサも負けじと大声をあげた。「ニスーラをあんな目にあわせておいてよくそんなことが言える！　まさか救出に成功するとは思わず、油断しきっていたのであろう！」

  「ニスーラが……見つかったのですか？」

  「まだ、とぼけるか」

  「姫様！　私の話を聞いてください。天てん地ち神しん明めいに誓って私は清せい廉れん潔けつ白ぱく――」

  「くどい！」アルシャーサは、ラミンの弁明を途中で遮さえぎった。「洗いざらい吐かせろ！　まずは広場にて百叩き！　叩き役は大将軍シュリンに命じる！　そのあとは拷ごう問もん部屋！　拷問もシュリンがやれ……！」

  「……お待ちを、姫様」不安そうにシュリンが言った。「百叩きの前にもう少し情報を集めて……」

  「なんだと」

  「大将軍の仰おつしやる通りです」と、宰さい相しようのメジーナ。「今は大きな戦いくさの前。事はなるべく穏おん便びんに……」

  「二人ともふざけるなッ！」アルシャーサには昔から気性が荒いところがあった。「これ以上無礼な言葉を弄ろうすれば、たとえ大将軍、宰相といえども許さんぞ！　シュリン、やるのかやらんのか！」

  「す、すみません……！　その役目引き受けます」

  「本当に……」それまで黙っていた女王シェラーシャが、憂うれいのある表情で言った。「ラミン、あなたは私たちを裏切ったのですか……？」

  「そのようなことは絶対にありません……！」

  　ラミンは、真っ直ぐに女王を見つめる。

  「では、あなたはここ数日どこで何をしていましたか……？」

  「それは、その……」

  　ラミンは一瞬言いよどんだが、

  「シュリン将軍から朝ちよう廷てい軍の捕ほ虜りよが送られてきたので、その取り調べを……」

  「えっ……？」

  　シュリンが驚きの声をあげた。

  「シュリン、本当か？」と、アルシャーサ。

  「いえ……そのようなことは記憶にありません」

  　シュリンはかぶりを振って沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

  「！　そんなッ！」

  　ラミンが悲鳴をあげた。

  「これはもう……庇かばいきれません……」

  　女王が言った。

  　アルシャーサはうなずき、

  「今すぐ、刑を執しつ行こうせよ！」

  

  　ラミンは広場に連れて行かれた。

  　そこには、主に石材で構成された刑けい場じようがあった。刑場は数メートルの高さで、広場のどこからでも刑の執行を見物することができる。

  　石舞台のような刑場で、ラミンは柱に両手をつながれて、お尻を突き出すような格好で立たされていた。ラミンの少年のように引き締まった尻に、革の下着がむちむちと食い込んでいる。ラミンは脚が長いので、お尻を突き出すと体のラインの美しさが際きわ立だった。

  　刑の執行を見届けるために、王族を代表してアルシャーサが刑場に訪れた。アルシャーサの隣となりには、早くも回復しつつしつつあるニスーラがいる。刑場の警備は、鉄てつ蛙けい兵へいと水すい神しん宮ぐう海兵隊が担当している。海兵隊は、水軍とは別の組織だ。王族が直接指揮し、陸軍と水軍が半々で交ざったような部隊構成になっている。

  　広場にはほかにも、ラミンの無実を信じる彼女の部下たちが集まっていた。ラミンの部下たちは、アルシャーサに敵意の目を向けている。それに気づいた鉄蛙兵と海兵隊は、露ろ骨こつに水軍を警戒するような警備体制をしいた。そのせいで、広場は異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

  　刑場に、シュリンが上がった。ラミンの真後ろに立つ。

  「こんなことはやめろ……！」ラミンは悲痛な表情で訴えた。「このままでは……」

  「悪いが」と、強い口調でシュリン。「王女様の上じよう意いである。逆らえぬ」

  　ラミンも外がい功こうを鍛えた武ぶ侠きようである。普通の百叩きでは、蚊かに刺された程度も堪こたえない。

  　だが――、

  「ふんっ！」

  　シュリンも武侠。ジャン国式双そう[image: ]かん絶ぜつ封ぷう門もんの達人である。

  　ラミンを叩くのも愛用の武器――[image: ]を使う。

  　アルシャーサが叩き役にシュリンを選んだのは、これが理由だろう。

  　シュリンは、容よう赦しやなくラミンの尻に鋼鉄の棒状武器を振り下ろした。

  　バシンッ！　と凄すさまじい打撃音が響き、

  「かはっ！」

  　ラミンが盛大な悲鳴をあげた。たったの一発で、尻が赤く腫はれ上がる。

  　当然、刑は一発では終わらない。二発、三発――。シュリンは無表情になって、王女の怒りを[image: ]かんの打撃によって代弁する。

  「あひっ……！　ひぎぃ……！」

  　涙や鼻水を流し、舌を伸ばして醜しゆう態たいを晒さらすラミン。

  　外がい功こうのおかげでか皮ひ膚ふが裂けて出血したりはしないが、打撃は尻から内臓まで浸しん透とうした。ラミンは少しでも打撃の威力を殺すために尻を動かしたが、それはシュリンを誘っているようにしか見えなかった。

  　バシン、バシン！　と非情な[image: ]の音。打たれるたびに、ラミンの形のいい胸が揺れる。

  「い、痛いよぉ……ゆ、許してぇ……！」

  「姫様の上じよう意いである！」

  　もちろんシュリンは叩く手を止めない。

  　広場のあちこちで、ラミンの部下が「ひどすぎる……！」「これはあんまりだ……」「まだ何かの間違いかもしれないのに……！」と、うつむいたり目を逸らしたり、腹を立てて拳こぶしを震わせたりしていた。



  [image: ]


  「これはまずい……」

  　広場には、リョウカ、シュンライ、ホウショウもいた。今つぶやいたのはホウショウだ。

  「まずいですか」と、リョウカ。

  「軍師を務めるにあたって、ジャン国の軍制にも詳しくなったんですけどね……」ホウショウは細い眉を困ったように歪ゆがませた。「これが独特でして。陸軍、水軍を統とう括かつするのが大将軍ということになっていますが、それは建たて前まえにすぎない。実際のところ、大将軍と水軍大将はほぼ同格。海戦が始まれば、水軍大将の指揮には大将軍でも口出しできない」

  「それはつまり……どういうことでしょう？」

  「水軍は独立して動くことが多く、常勝不敗の誇りもある。水軍の心をつかんでいるのはシュリンではなくラミンだ。いらぬ対立を招かねばいいが……」

  　――百叩きが終わった。

  　顔を真っ赤にしたラミンは、涎よだれを垂たらして息も絶え絶えだ。

  　しかし、百叩きは終わったが刑はこれからが本番である。

  

  　ラミンは、シュリンによって都と城じようの拷ごう問もん部屋に運ばれた。地下三階という、首都カンタンで最も深く最も冷えた場所だ。

  「安心しろ……お前の水軍は私がなんとかする」

  　そう言いながら、シュリンは自みずからラミンを拷問部屋に備え付けの拘こう束そく具につないでいった。乗馬の鞍くらを模したような拘束具で、それに仰向けに寝かされる。さらに、足を閉じられないように、短い棒で固定される。胸を反らし、股こ間かんを突き出すような無ぶ様ざまな格好だ。

  「くそっ……！　何かおかしいぞっ……」

  「洗いざらい吐けばいいんだよ……もっとも、お前は何も知らないだろうがな」

  「貴様ッ……！　まさか……」

  　ラミンははっと気づいて息を呑んだ。

  （ジャン国高官に裏切り者がいるとすればそれはもしや――!?）

  「ふふふ……」

  　シュリンがパチン、と指を鳴らした。

  　すると、褌ふんどし姿の体重百キロを超える女が六人、部屋に入ってきた。彼女たちは太っているわけではなく、異常に筋肉がついているのだ。ジャン国式相撲すもうの女力士たちを、シュリンがスカウトして自分の親衛隊とした。薬で、たくましい擬ぎ似じ男根を生はやしている。超重量級の龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ者たちだ。

  「今いま更さら何に気づいてももう遅い。この部屋にいるのは私の子飼いの部下たちだけだ。お前の言葉に耳を貸すものなど一人もいない……」

  「シュリン・ポー！　この売ばい国こく奴どがッ！」

  　ラミンは語気を強くしたが、拘こう束そくされて股こ間かんを突き出した状態では迫力が出ない。

  「殺すのはダメだが、多少頭が壊れても構わん。いや……むしろその方が便利か。何か罪つみを認めるまで徹底的に犯せ」

  　と、シュリンは言った。

  　女力士六人のうちの二人が、拘こう束そくされたラミンにのしかかった。ラミンは何か叫ぼうとしたが、喉のどの奥まで男根を突き込まれてはどうにもならない。彼女らの擬ぎ似じ男根は噛かみ切れるほど細くないし、仮に噛み切ってもたいした痛みはなくまたすぐに薬で生はやせばいい。

  　二人がラミンの口と秘所をふさいでいる間、他の四人はゆっくり休んでいる。交替していけば、まったく休みなくラミンを犯し続けることができる。元々タフな女力士たちだ。その腰使いは荒々しく、精液は大量だ。

  　六時間で、ラミンは口に十二発、秘所に十一発の射精を浴びた。それでも、女力士たちは疲れるどころかますます盛り上がっている。

  「あ……うう……あ……」
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  　――それから三日が過ぎて。

  　ホウショウが恐れていた事態となった。

  

  「姫様！」

  　水すい神しん宮ぐう、アルシャーサの個室に、宰さい相しようのメジーナが駆け込んだ。

  「なんだ。そんなに慌あわてて」

  　と、アルシャーサ。彼女の隣となりには、いつものようにニスーラが控えている。

  「水軍の兵士たちがラミン将軍の釈しやく放ほうを求めて抗議文を提出しました」

  「……なんだと!?」

  「それだけではありません。水軍の兵士たちは完全武装でコーバン軍港にたてこもり城門を閉鎖」

  「それは反乱ではないか！」

  「まだ、そこまではいっておりません。今なら陸軍と水軍の関係は修復可能です……！」

  「アルシャーサ様……」ニスーラが口を開いた。「姫様……これ以上水軍を追い詰めてはなりません。ジャン国は水軍の国。確かに王族が直接管理する鉄てつ蛙けい兵へいや水神宮海兵隊は強力ですが、やはり主力はラミン将軍が手塩にかけて育てた三万の元海賊兵たち」

  「……ニスーラ」

  「私のことはもういいのです。ラミン将軍に犯されましたが、私はこうしてちゃんと生きている……」

  「ラミン将軍を釈しやく放ほうしましょう」とメジーナ。「もちろん、朝ちよう廷てい軍に通じていたのは重じゆう罪ざい。しばらくは水すい神しん宮ぐう内で監視つきの軟なん禁きんといたします。改めて調査すると発表した上で、とりあえず代理の水軍大将を立て、目の前の戦いくさを乗り切る。朝廷軍の本隊が、今にも攻め上ってくるかもしれないのです……！」

  「これ以上水軍を追い詰める気はない。しかし、ラミンを釈放する気もない」

  　アルシャーサは頑がん固こな表情で言った。

  「姫様……」

  「ラミンは、さっさと洗いざらい吐けばいいのだ……そうすれば、命までは奪わないものを……」

  

  　同じ頃――。

  　朝廷軍の本隊がゼンバン軍港を出た。

  　ラゴン率ひきいる征西軍団、総数二十万。

  　敗走した先発隊の西部第二、第三軍を再編成し西部第一軍に組み込み、およそ六万人。

  　ゼンバン軍港に一万人を残しても、二十五万の大兵力だ。

  　征西軍団の艦隊の中心には、特大の楼ろう閣かく船せんの姿があった。普通の楼閣戦を四隻せきも組み合わせたような、城のような超大型船だ。艪ろだけでは推進力が足りないので、クランク式の転てん把ぱで稼か動どうする水みず掻かきつきの車輪が八つも船の側面で回っている。小回りが利きかない船だが、とにかく多くのものを積める。

  　超大型船には、「大だい亀きつ甲こう」という名前がついていた。

  　征西将軍ラゴンの艦隊旗き艦かんとされる船だ。
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  　シュンライ、リョウカ、ホウショウ、カシュラの四人はとりあえずムーハイ島に戻った。内戦寸前のジャン島にいても、居い心ごこ地ちが悪いだけでメリットはない。

  　ヒュンラは首都カンタンに残した。いざという時、彼女に水神宮とムーハイ島をつなぐ連絡係を務めてもらうためだ。

  　シュンライは、自分に与えられた一個師団三千人を、戦いくさに備えてムーハイ島のすぐ近くに待機させていた。前回の戦でシュンライが大活躍したことから、三千の兵はみな自分たちの師団長を尊敬し始めていた。

  　遊ゆう撃げき船せんで、ムーハイ島の停てい泊はく所につける。

  　するといきなり、リランが桟さん橋ばしを駆けて近寄ってきた。そして、ホウショウに凄すさまじい勢いで抱きつく。

  「――っ！」

  「どうした、リラン!?」

  「――っ、――っ！」

  　リランは、何かを必死に伝えようとしている。

  「これはただごとじゃなさそうだな……」

  　シュンライ、リョウカたちは急いで屋敷に向かった。

  　確かに、普段は水着侍じ女じよたちの声で賑にぎやかなムーハイ島が今日は静かすぎる。

  　シュンライは二本の武器を担かついでいた。器き解かい族ぞくジャホウセンの左腕だった大型のなぎなた・九きゆう環かん刀とうと、右腕だった柳りゆう葉よう刀とう。戦いの予感があったのか、シュンライは九環刀と柳葉刀と左右の手に構えた。

  　屋敷の門にたどり着いて――、

  「――あっ！」

  　一行は驚きの声をあげた。

  　門の屋根から、縄で縛られたフィフィ、ジュジュなど水着侍じ女じよたちが逆さ吊りにされていた。彼女たちは体のあちこちに後こう宮きゆうダコをつけられて、しかも媚び薬やくをぶっかけられて全身がぬめぬめと照り輝いている。

  「……シュンライ様！　リョウカ様！　ここは危険です！」

  　フィフィが気き丈じように警告を発した。

  「ひどい！」と、思わず口に手を当ててリョウカ。「誰がこんなことを……早く下ろしてあげないと！」

  「そうはいかん」と、謎の声。

  　門柱の陰に潜ひそんでいた二人の少女が姿を現した。

  「……っ！」

  「待ってたぜ。北ほく天てん派武ぶ功こう山ざんのヤドと……」

  「カザミだ」

  「結構暇ひまだったんでな……侍女たちに遊んでもらってたよ」

  「武功山……」シュンライが目を細める。「朝ちよう廷ていと手を結んだという話は本当だったか」

  「このっ！」

  「待てっ」

  　飛び出そうとしたリョウカとカシュラを、シュンライが止めた。

  「シュンライ様！」

  「リョウカたちはさがっていろ……普通の腕じゃない」

  「さすがはレイ・シュンライ。わかってるじゃあないか」

  　と、ヤドが笑う。

  　その笑顔が収まらないうちに、ヤドはいきなり吹き矢を取り出し、射うった。不意討ちの吹き矢だったが、シュンライは拳けん風ぷうだけでそれを防いだ。

  　さらに、ヤドは服の袖そでから「陶とう弾だん」を出した。陶弾とは、陶器の壺つぼに火薬を詰めた原始的な手しゆ榴りゆう弾だんだ。手品のように一瞬で導火線に火をつけて、投げる。

  「さがれッ！」

  　と、シュンライは素早くリョウカたちを後方に押した。シュンライ自身が楯たてとなって、仲間を爆風と破片から守る。ジャホウセンやオンリンほどではないが、シュンライの外がい功こうも超一流だ。硬こう気き功こうで表面を固めて、陶弾の破壊力を跳ね返す。

  「こんなちゃちい爆弾じゃだめか……」と、ヤド。「小細工の通じる相手じゃないな」

  「暗あん器き使い。お前じゃ相手にならない」

  　シュンライは九きゆう環かん刀とうでヤドを差し示して、言い放った。

  「だってさ。カザミ」

  「じゃ、僕の出番か」

  　と、カザミは愛用の鉤こう鎌れん槍そうを振り回して威い嚇かくする。

  「北ほく天てん派轟ごう天てん鑽さん陣じん拳けんのカザミ。あんたとは一度やってみたかった」

  「槍やりか……」

  　鉤鎌槍を両手で構えるカザミ。

  　器き解かい族ぞくの武器を左右に一本ずつ構えるシュンライ。

  　間合いは、二十メートルほど。しかしその程度の距離は、この二人の身体能力なら至近距離と言っていい。

  　先に仕掛けたのは――、

  「フッ！」

  　カザミだった。一瞬で間合いを詰めて、鉤鎌槍を頭上から打ちつける。

  　シュンライがそれをかわすと、的まとを外した鉤鎌槍が地面を抉えぐった。爆発したかのように土つち煙けむりが舞い上がる。地面に大穴が開く。

  （――見た目とは裏腹に凄すさまじい気力筋力！）

  　よく見れば、いつの間にかカザミの筋肉が膨ふくらんでいた。気功で体格が変化するタイプの武術家だ。

  　シュンライが九環刀を横に振るった。

  　カザミは槍を楯に構えて九環刀を受ける。

  　重い金属音。そして火花。

  　踏ん張った二人の足が、地面に沈む。

  　九環刀は受け止められたが、シュンライには左手にも武器がある。

  　柳りゆう葉よう刀とうでカザミの喉のどを狙ねらう。

  　カザミは、高速で槍やりを回転させて柳りゆう葉よう刀とうを打ち弾はじいた。

  　シュンライは左右の武器を、連打。二本の武器が間かん断だんなく閃ひらめく。カザミは鉤こう鎌れん槍そうを回して、シュンライの連打を払い、受け流す。その攻防は、さながら嵐の中で二基の風車がぶつかり合うようだった。

  　ヤドは、「本気のカザミと互ご角かくに打ち合うなんて……」と驚く。

  　リョウカは、「シュンライ様の動きについていくなんて……！」と驚く。

  　カザミが、「ふんッ！」と震脚しながら一ひと際きわ鋭するどい突きを繰り出した。

  　シュンライは、左右の武器をハサミのように交差させてその中心でカザミの槍を受け止める。

  　刹せつ那な――、

  　してやったり、とカザミの唇が笑みを形作る。

  「鑽さん勁けい――っ！」

  　カザミは鉤鎌槍を握り直し、押し出すようにしながら回転させた。「ねじる発はつ勁けい」――それがカザミの得意技「鑽勁」。鉤鎌槍は高速回転するドリルと化し、シュンライの武器を巻き込んで奪い取る。

  「あっ！」

  　鑽勁の衝撃で、シュンライは思わず武器から手を放してしまった。シュンライの握力は四百キロ。本来ならあり得ないことだ。

  　カザミは、さらに鑽勁の一撃を放った。

  　鉤鎌槍の先端が、シュンライの胸部に炸さく裂れつする。

  「――うッ！」

  　シュンライは、硬こう気き功こうを通して刃を受けた。だが、鑽勁の威力は想像以上だ。シュンライは数メートルも吹き飛ばされた。もし外がい功こう、硬気功をやっていない人間だったら、この一撃で粉こな微み塵じんになっていただろう。

  「あっ、がっ！」

  「シュンライ様！」

  「終わらせる！」

  　カザミは飛び上がった。

  　仰向けに倒れたシュンライを狙ねらって、

  「はいやあッ！」

  　と、鉤鎌槍を叩きつける。

  　シュンライは両腕で鉤鎌槍を受けた。

  「ぐッ」

  　重い一撃――！

  　シュンライの体が地面にめり込む。

  「さすがに頑がん丈じようだな……！」

  　カザミは、三度鑽さん勁けい。

  　シュンライは慌あわてて横に転がって鉤こう鎌れん槍そうの鑽勁を避よける。

  　高速回転する鉤鎌槍は、本物のドリルのように地面に深い穴を穿うがった。カザミは素早く地中から鉤鎌槍を引き抜いて、構え直す。

  「……やはり武林とは広いものだ」

  　立ち上がって、シュンライは言った。

  「うえっへへへ」と、ヤドが笑う。「降こう伏ふくするなら今のうちだぜ」

  　戦っているのはカザミなのに、ヤドの方が偉そうだ。

  「このレイ・シュンライ――敵に下げる頭はない」

  　そう言いながら、北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの構えをとる。

  「一度振り上げた拳こぶしは振り下ろすだけだ」

  「シュンライ様……！」

  　リョウカは怯おびえた声をあげた。

  　シュンライの様子が明らかにおかしい。肩で息をしているし、動きが鈍にぶい。受けた攻撃が効いているのだ。

  「悪いけど……次の鑽勁を受け損そこねたら死ぬかもしれませんよ」カザミは少し悲しそうに言った。「もう、あなたの体はぼろぼろだ。僕の攻撃は避けられない。頭や喉のどに鑽勁の一撃が入れば、たとえ硬こう気き功こうをしていても即死だ」

  「別に……死ぬのは怖くないからやってみろよ」

  　と、シュンライは犬けん歯しを剥むき出しにして笑った。

  「よく言った」

  　カザミは、シュンライの喉のど元もとに狙ねらいを定めて――鑽勁！

  　鉤鎌槍のドリルが、急所に向かって砲弾を超える勢いで直進する。

  「――っ！」

  　リョウカは、シュンライを助けようと前に出た。

  　だが、間に合わない――。

  　ヤドが「やった！」と叫ぶ。

  　次の瞬間――、

  「なっ！」

  　シュンライは、鉤鎌槍を両手でつかんだ。鑽勁の回転速度が落ちる。

  「無駄だ！　腕を燃やしてやる！」

  　カザミは改めて発はつ勁けい。槍やりに内力をこめ直す。

  　その時――シュンライが不敵に笑った。

  「勁けい力りよく比べだ――！」

  　シュンライは全身をねじって、その力を槍やりをつかんだ両手に集約した。

  「お前に鑽さん勁けいがあるなら……北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんには『纏てん糸し勁けい』がある！」

  　ねじる発勁は、カザミしか使えないわけではなかった。

  　鉤こう鎌れん槍そうの回転が完全に停止し、逆にカザミの腕に衝撃が走った。

  「逆回転で鑽勁を打ち消しやがった！」と、青ざめた顔でヤド。

  　カザミは鉤鎌槍を取り落とした。

  　そこに、シュンライは背中からの体当たりを仕掛ける。

  　打撃音が響いて、カザミの体が吹っ飛んだ。

  「があッ！」

  「技と勁力が互ご角かくとなれば、最後は単純な筋力勝負――」シュンライは、地面を蹴ってカザミを追いかけた。「ならば、この私に分ぶがあったようだな！」

  「くうっ！」

  　吹っ飛んでいる途中のカザミに追いつき、シュンライは回し蹴り。カザミを空中に打ち上げて、落ちてくるところに瓦かわら割りのように手しゆ刀とうを叩き込む。

  「がッ、はッ！」

  　今度は、カザミの体が地面にめり込んだ。

  「シュンライ様！」

  　リョウカが歓声をあげた。

  「カザミ！」

  　ヤドが焦あせった声で呼びかける。

  　シュンライはもう倒したと思っていたが――、

  「僕は――」

  　カザミは、よろよろと立ち上がった。

  「武術以外何もない人間だ……！　武術があるから、ヤドに構ってもらえるんだ……！　こんなところで負けられるか！」

  「悪いな」

  　と、シュンライは右の前蹴りを放った。

  　カザミに、避ける力は残っていなかった。

  　シュンライの足先がカザミのみぞおちに命中。鑽勁の使いすぎで気き功こうの力が弱まっていたので、ひとたまりもなかった。

  「ぐふっ」

  　一時的に呼吸が停止して、カザミはひっくり返った。

  「若いのに凄すご腕うでだ。右腕の一本くらいもらっておかないと油断できないな……」

  　と、シュンライは足を上げた。カザミの右肘ひじを踏み潰つぶすつもりなのだ。

  　カザミは、みぞおちへの蹴りが効きすぎて涙を流してのた打ち回っている。

  「お、お待ちをっ！」

  　シュンライが足を踏み下ろす直前、間にヤドが割って入った。

  「なんだ、突然」

  　シュンライは、カザミを庇かばうヤドを冷たく見下ろす。

  「ひっ……！」

  　ヤドは、情けない悲鳴をあげた。シュンライの強さと迫力に怯おびえて、ヤドはすでに涙と鼻水を垂たれ流している。

  「どうかお許しを……！」

  　哀あわれなほどに泣きじゃくりながら、ヤドはシュンライに向かって土ど下げ座ざした。

  　地面に頭をこすりつけて、

  「金こん輪りん際ざい二度と刃向かいません……！　後悔しております……！　どうか、どうか……」

  「そう言われてもなあ……」

  　さすがにシュンライも困ったような顔をする。こんな若い娘二人を殺すつもりもないが、ただ逃がしては後々面倒の種になりそうだ――。

  　その時、ヤドの目が鋭するどく光った。

  　一瞬で泣きやんで、土下座したまま自分の服の下に手をやる。

  　シュンライが「あッ！」と思った時にはもう遅かった。

  　ヤドは服の下に隠していた紐ひもを引き、背中の暗あん器きを撃ち出した。ヤドの背中に仕込まれていたのは、「背はい弩ど」と呼ばれる小型のボウガンだ。

  　不意討ちで飛んできた矢を、シュンライは手の甲で打ち払った。

  　その隙すきにヤドは袖そでの下から新たな陶とう弾だんを出して、着火後地面に叩きつけた。この陶弾は火薬が少なめで、代わりに白い染料が混ぜてある。

  　爆発と同時に白煙が広がった。目くらましの煙えん幕まくだ。

  「暗器！　まだ仕込んでいたのか！」

  　シュンライは白煙の中、身構えた。いつ攻撃されてもいいように、視界が利きかなくても戦えるように神経を研とぎ澄すます。

  　すると、人の足音が遠ざかっていく気配があった。

  「なんという逃げっぷりだ……」

  　と、シュンライはつぶやく。

  　煙が晴れると、ヤドとカザミはいなくなっていた。

  

  「ヤド……ごめん」

  　ヤドの背中で、カザミは弱々しくつぶやいた。

  「うるせーな、舌噛かむぞ！」

  　ヤドは小さな体で、大きなカザミを担かついで必死に走っている。彼女が目指すのは、この島に来る時に使った小船だ。海岸に隠してある。

  「カザミのバカ！　負けやがって！　恥かかせやがって！」

  　疲れてきたヤドは、それをごまかすために声を張りあげた。

  「僕のことなんか、見捨てて逃げればよかったのに……」

  「そうはいくかよ。カザミみたいな使いやすい手て駒ごまがほかにあるか……！」

  「ヤド……」

  　カザミは泣きながら微笑ほほえみ、ヤドの背中にぎゅっとしがみついた。

  「ありがとう……」

  「そういう空気やめろ！　苦手だ！　虫むし唾ずが走る！」



  


  ７章

  



  
    １
  


  

  　緊急事態ということで、水すい神しん宮ぐうの広場に本ほん陣じんが構築された。女王シェラーシャ、第一王女アルシャーサ、第二王女アオリザの三人も、華美な踊り子風の衣装ではなく海戦用の露出度の高い甲かつ冑ちゆうに着替えている。

  　本陣には、鉄てつ蛙けい兵へいや海兵隊の隊長クラスが集められていた。

  　そこに、宰さい相しようのメジーナも駆け込んでくる。

  「哨しよう戒かい部隊からの連絡が！　朝ちよう廷てい軍の主力が殺到しつつあります！」

  「こんな時だっていうのに！」

  　と、アルシャーサは不ふ機き嫌げんそうな顔をした。ラミンを拷ごう問もん部屋に送ったので、現在水軍大将は不在である。代理を立てる前に、まるで計ったように朝廷軍がやってきた。

  「迎げい撃げき準備は？」

  　女王シェラーシャが、メジーナに訊たずねた。

  「遅れております。なにしろ水軍はコーバンにて城門を閉鎖しての抗議行動中」

  　ジャン国の総戦力は十万。

  　朝廷軍の戦力は二十五万。

  　ラミン更こう迭てつの混乱があったせいで、同どう盟めい国の援軍は間に合いそうにない。

  （まずいな……）

  　メジーナは、あごに手を当てて表情を険しくした。

  　鉄蛙兵と海兵隊、合わせて六千。この六千人はいつでも戦えるが、主力となる水軍の士し気きが低すぎる。

  　今から水軍を指揮するとなればシュリンが適任だろう。しかし、シュリンは刑場でラミンを叩く役だった。ラミンの部下たちが、シュリンを快こころよく思っているはずがない。自分が指揮できればいいのだが、メジーナは戦場での実績がない。メジーナは国を支えるのは文官たちであると信じていて、心のどこかで武術家や殺し屋を馬鹿にしてきた。

  （あんなヤツに頼るのは悔くやしいが……）

  　メジーナは、水軍の将軍代行にシュンライを据すえることを思いついた。この前の戦いくさでシュンライは予想をはるかに超える大活躍をした。すでに兵士たちの心をつかみかけている。噂うわさ通り、さすがの戦いくさ上じよう手ず。上う手まくやってくれるだろう。

  　水神宮の広場に、大将軍シュリンが自分の親衛隊を引き連れてやってきた。

  「……いよいよ、朝廷軍の上陸作戦が始まりますな」

  「それがわかっているならもっときびきび行動せんか！」

  　アルシャーサが腰に手を当てて叱りつけた。

  「ふふ……」

  　シュリンは低く笑い、すっと手を上げた。

  　それを合図にして、シュリンの親衛隊が一いつ斉せいに六ろく石せき弩どを構えた。

  「――っ！」

  　王族や精せい鋭えいたちが、明確な敵意を向けられて身を強こわ張ばらせる。

  「…………」

  　中でも、アオリザが特にショックを受けて言葉を失っていた。

  「なんのつもりですか……!?」と、シェラーシャ。

  「裏切り者は私ですよ。女王様、王女様」

  　そう言ったシュリンの隣となりに、拷ごう問もん部屋にいるはずのラミンが進み出た。

  

  「な……なんだと!?」アルシャーサは色を失った。「ラミンが……そこにいるということは……つまり……」

  　――シュリンとラミンはどちらも裏切り者だったということか？

  「察しの悪いお姫様だな。これはラミンではありませんよ」と、シュリンはアルシャーサの心を読んだように言った。シュリンがラミンの背中に貼ってある霊れい符ふを剥はがす。

  　すると、ラミンの輪りん郭かくがぼやけた。残像が走って、姿が変わった。背中に貼られていたのは、人の姿を他人に変える「変へん化げの霊符」であった。ラミンの幻まぼろしを脱ぎ捨ててそこに現れたのは、紫の長髪が特徴的で無表情な女性。露出度の高い深しん紅くの鎧よろいで豊満な体を包んでいる。

  「こちらは朝ちよう廷てい征西軍団の副将リンカ殿」

  　シュリンが紹介した。

  　アルシャーサの隣で、ニスーラが「あっ！」と声をあげた。事態を完全に把は握あくしたのだ。裏切り者は、シュリン一人だった。ニスーラを犯したのはラミンではなく、変化した朝廷軍征西軍団副将リンカ。ラミンは濡ぬれ衣ぎぬを着せられた。アルシャーサやニスーラは、まんまと敵の術中に落ちてしまった。ラミンが理り不ふ尽じんな理由で投とう獄ごくされれば、水軍は孤立する。敵は最初からそれが狙ねらいだった。ニスーラを救出させたのもわざとだった。恐らく敵は、鉄てつ蛙けい兵へいが派は遣けんされることを見越して警備を緩ゆるめておいたのだ。

  「ニスーラが拷問で正気を失いかけていなかったら、この罠わなに気づいていただろうに。落ち着いて気脈を見れば、変化の霊符を使っているのは明らかだった」

  　シュリンが得意げに言った。

  「くっ……！」

  　ニスーラは爪が食い込んで血が滲にじむほど拳こぶしに力をこめた。

  「あなたは、つい先日も朝廷軍と戦っていたではありませんか!?」

  　アルシャーサは、まだ大将軍の裏切り、自みずからの間違いを認めたくなかった。

  「私は準備が整うのを待っていただけです。あの先発隊は、そもそもジャン国を油断させるための捨て兵。最終的に勝てばよいのです」

  「何をやっている、大将軍シュリン・ポー！　女王様の御ご前ぜんであるぞ！」

  　宰さい相しようのメジーナがシュリンの親衛隊を一いつ喝かつした。

  　その迫力に、親衛隊は微かすかにたじろぐ。

  「怯ひるむな！」

  　シュリンが大声をあげた。今度はメジーナがたじろぐ番だった。

  「メジーナ殿……」シュリンは冷たい目をして、言う。「私は、一度あなたがメチャクチャになるところが見たいんですよ。私はあなたに、三流国の下層民出身だと軽けい蔑べつの視線を何度向けられたことか」

  「なッ……いや、そんなことは一度も……」

  「おい」

  「はッ」

  　シュリンの合図で、親衛隊の中から女力士たちが進み出た。

  　四人の女力士が、メジーナを囲んで押さえつける。

  「な、なにを……！」

  「やめなさい！」

  　女王が怒声をあげると、シュリンの親衛隊が六ろく石せき弩どを照しよう準じゆんし直して威い嚇かくした。

  「下へ手たに動けば、皆殺しですよ」と、シュリン。

  　女力士たちは、いきなりメジーナの服を破った。

  「……っ！」

  「私はね」と、シュリン。「メジーナ様の唇には男根がよく似合うと以前から思っていたんですよ。その口に大量の精液がたまるところが見たかった」

  「貴様ッ、こんな時にふざけて……」

  「ふざけてこんなことができますか。今から女力士たちの男根をくわえて、全員をいかせてください。制限時間は……」シュリンは小物入れから砂時計を取り出し、地面に置いた。砂の量はそれほど多くなかった。「この砂が落ちるまで。数を六百数えるほどですか。頑張らないと、六石弩を撃たせますよ」

  「くっ……！」

  「ほらほら、急いだ急いだ！」

  「わ、わかった……」

  　女力士たちが、褌ふんどしの下から勃ぼつ起きした擬ぎ似じ男根を取り出した。

  「こんな……女王様や王女様の前で……こんなッ！」

  　メジーナは、悔しげに女力士の男根にしゃぶりついた。人ひと質じちに取られた形の女王や王女たちが申しわけなさそうな顔をしているのも、余計にメジーナを苦しませた。

  　口をすぼませて、濃厚なバキュームフェラを行う。メジーナは宰さい相しようという堅い仕事についていたが、夜は淫いん乱らんだった。口で奉ほう仕しするのも嫌いではない。だがそれは、恋人や愛人が相手だった時の話だ。見ず知らずの相手への口こう淫いんなど、屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。

  　女力士たちは、普段は一回の射精に三十分ほどかかる。それを短時間ですませないといけないのだから、メジーナも必死になるしかない。

  「あむぅ……んっ、むぅ……」

  　メジーナは、自然とお尻を突き出すような格好になった。褐かつ色しよくの肌に、周囲の視線が突き刺さる。玉のような汗が浮かんで、巨大な胸の谷間に落ちていく。

  　極太の擬ぎ似じ男根をくわえて、激しく前後に動く。苦しげな息が鼻からこぼれる。指でもしごいて、舌でなめ回す。

  　どぷっ、とメジーナの口の中で精液が溢あふれた。ようやく一人目を絶頂に導みちびいたのだ。しかし、砂時計の砂はすでに三分の一ほど下に落ちていた。

  「こんなに早く射精してしまうとは……」と、一人目の女力士。「見事なおしゃぶり上じよう手ずですな」

  「だが、このままでは時間が足りんぞ」と、シュリン。

  「くっ……」

  　メジーナは、間に合わせるために二本の男根を同時にしごき始めた。交互にくわえて、なめ回し、忙しく指も使う。

  　二人目と三人目が射精した。メジーナの顔や胸に、大量の精液が降りかかる。褐色の肌に白い精液がやけに目立つ。

  「私にも情けはある」シュリンは言った。「特別に、胸も使っていいぞ」

  「ああ……」

  　もはや、シュリンの言いなりである。メジーナは、最後の女力士の男根を乳ち房ぶさの間に挟んだ。ただ挟んでしごくだけでなく、はみ出た先端の部分を唇で刺激する。メジーナは自分のスイカなみの乳房を持ち上げて、上下にゆすったり押し潰つぶしたりする。豊満な乳房の弾力に、女力士も喘あえぐ。二人目と三人目の精液が、潤じゆん滑かつ油ゆのように働いた。

  「あふっ！」

  　最後の女力士が射精するのと、砂時計の砂が落ち切るのとはほぼ同時だった。

  「ぷはっ……！」

  　あまりにも情熱的な奉仕を行おこなったため、メジーナは精せいも根こんも尽き果てていた。顔に精液を浴びて、ぐったりと脱力してその場に座り込む。

  「微妙なところだが、まあよしとしてやろうか……」

  　そう言って、シュリンは腕を組んで満足げな顔をした。

  「どうして……」女王シェラーシャが、シュリンを真っ直ぐに見み据すえて言った。「どうして、こんなひどいことをするのですか？」

  「ひどいこと……ひどいこと、ねえ」

  　シュリンはシェラーシャの言葉を鼻で笑い、

  「本当に『ひどいこと』をするのはこれからなんですがね……」

  　娼しよう婦ふを誘うような、卑ひ猥わいな視線を女王に向けた。

  　その時だった。

  「そこまでだ……！」

  　凜り々りしい声が広場の隅々まで行き渡った。

  　レイ・シュンライだ。

  

  　シュンライは、広場を囲む高い壁の上に立っていた。その隣となりには、リョウカとカシュラがいる。

  　後方のない危険な戦いくさになりそうなので、ホウショウとリランはムーハイ島で留守番だ。ヒュンラは、シュンライの一個師団三千人を率ひきいてコーバン軍港に向かっている。シュンライはカシュラもムーハイ島に残すつもりだったが、どうしてもと言うので連れてきた。

  　シュンライは右手に九きゆう環かん刀とう、左手に柳りゆう葉よう刀とうを構え、壁から飛び降りて一気にシュリンに肉にく薄はくした。

  「拳けん神しん雷らいのお出ましか！」シュリンは腰に下げていた二本の[image: ]かんを左右の手で抜いた。「思っていたよりもずっと早かったな。どうしてここが危ないとわかった？　なぜ、上陸寸前の朝ちよう廷てい軍の方に向かわなかった？」

  「我らの軍師が、お前が臭くさいと睨にらんでな。王宮が真っ先に戦場になる可能性が高い、と」

  　シュンライは言った。軍師とは無む論ろんホウショウのことだ。

  　シュリンの親衛隊がシュンライに気を取られているうちに、水すい神しん宮ぐうの海兵隊が大型の楯たてを立てた。これでは六ろく石せき弩どの効果も半減だ。それを見たシュリンは「チッ！」と大きく舌打ちした。

  「どうして私が怪しいと？」シュリンは訊たずねた。

  「消去法だと彼女は言っていた」と、シュンライ。「ラミンを罠わなにはめるためには、王宮に深く通じていないといけない。もちろん王族の皆様が朝廷軍と取引するわけがない。そうなれば、裏切り者はシュリンかメジーナ。しかしメジーナには、いざ反乱を起こした時に率ひきいるべき兵がいない……」

  「なるほど……理屈だな」

  「戦う前に、聞かせてください……！」と、女王シェラーシャが悲鳴のような声で訊ねた。

  「なぜ、大将軍が朝廷に寝返ったのですか……!?」

  「それは……」

  　シュリンは、少し考えてから答えた。

  「まさにあなたのせいですよ。女王様」

  「――な？」

  

  　シュリンは、シュンライを警戒しながら続ける。

  「私は一度……女王様に求婚したことがありましたよね？」

  「…………」

  　女王、こくりとうなずく。

  「しかしあなたは私の求婚を断り、クバンカサをこの国の王にしようとした……」

  　シュンライの師し匠しよう――クバンカサ。

  「ところがクバンカサは、王位を捨て女王様も捨てこの国を去った。女王様の心を射い止とめたにもかかわらず、風ふう雲うん救きゆう国こく状じようなどと称した紙切れ一枚残して姿を消した……！　しかもあの日から今までずっと、女王様の心にはクバンカサがいる……！　クバンカサが開けた心の穴を埋うめるために、女王様は武術家と乱交三ざん昧まい……！」

  「それは……」

  　女王は弁解しようとしたが、シュリンはそれを遮さえぎった。

  「私はクバンカサを許せなかった……！　私から女王様を奪い、女王様を傷つけたクバンカサが憎かった……！」

  　女王は言葉を失った。そして、シュンライも酢を飲んだ時のような険しい表情となった。欲に負けて寝返った相手ならもっとやりやすいのに――そんなことを言いたそうな顔だ。

  「そうそう……許せない人が、もう一人」

  　と言って、シュリンはアルシャーサに冷たい視線をやった。

  「あなたです。第一王女様」

  「……な？」

  　突然の敵意に、アルシャーサは両目を限界まで丸くした。

  「なぜ、私があなたに恨うらまれるのですか!?」

  「わからんかなあ。わからんでしょうなあ」

  　シュリンは、くっくっ、と低く笑った。そして、訊たずねる。

  「……アルシャーサ様は、自分の父親が誰か疑問に思ったことは？」

  「……え？」

  「ないでしょう。それもそのはず。誰も話題にしなかった。女王様がその話題を嫌ったからです。アルシャーサの父は、クバンカサ。この国の第一王女は、女王と行きずりの女武術家の間に生まれた子供……！」

  



  
    ２
  


  

  　アルシャーサとアオリザは、同じタイミングで女王――母の方に振り向いた。母、シェラーシャは、ややうつむき加減になって長いまつげを揺らしてしばたたく。その態度が、シュリンが言ったことが真実だと示していた。

  「お師し匠しよう様の……娘……」

  　さすがのシュンライも当惑していた。それを見て、リョウカの心の奥で黒いもやのようなものが広がった。シュンライにとって、クバンカサはどれほど大きな存在なのだろうか？　リョウカにとってシュンライが特別であるように――。

  「クバンカサが生はやしていたのはただの擬ぎ似じ男根ではなく、房ぼう中ちゆう術じゆつの奥おう義ぎを駆く使ししたもので、女性を妊にん娠しんさせることが可能でした。このままだと、憎きクバンカサの娘がジャン国の女王となってしまう。私は、それを止めたかった……」そう言って、シュリンは深呼吸した。「……どうぞご安心を。ジャン国はなくなりません。確かに私はジャン国を裏切りましたが、アオリザ様を愛しているのは本当です。だから、この国の女王はアオリザ様に、この私が王位につきます。つまり、私はアオリザ様と婚こん儀ぎを執とり行うのです」

  「――っ！」

  「朝ちよう廷てい軍とは軍事同どう盟めいを結び、六か国同盟の他の国々は朝廷領となります。女王と第一王女は、側そく室しつとして後こう宮きゆうに入っていただく。たっぷりと愛してさしあげますよ……！」

  「シュリン……この愚おろか者！」

  　あの温和な女王シェラーシャが、声を荒らげた。

  「愚か者とはこれいかに。世間から見れば、世間は誰が一番の愚か者だと思いますかな？」

  　シュリンが余よ裕ゆうたっぷりにそう言うと――、

  「それはやっぱり、お前だろう」

  　シュンライが冷水を浴びせた。

  「ここが武林の分かれ道。戦いをやめるなら今のうちだ。この破は城じよう武ぶ侠きようレイ・シュンライは敵に回すと怖いぞ」

  「ほざけ。この私も破城武侠。いい気になっているのもそこまでだ」

  

  　シュンライとシュリンの戦いが始まった。

  　二人の破城武侠が至近距離で戦い始めれば、もう一般の兵士が出る幕はない。ただ、問題は六ろく石せき弩どだ。シュンライの戦いに邪じや魔まが入らないように、リョウカとカシュラはシュリンの親衛隊に突っ込んだ。白はく蛇じや淫いん功こうで気脈が調ととのったリョウカは、多少無茶をしても切り抜けられるようになっていた。六石弩を持った兵士の懐ふところに入り込み、蹴り、殴り、投げる。親衛隊はリョウカのすばしっこい動きを捉とらえることができず、同士討ちを起こしてしまう始末だ。
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  　大勢に囲まれて、リョウカとカシュラは背中を合わせた。ともに戦う仲間を背中に感じて、リョウカの中で実戦の恐怖が和やわらいだ。誰かが背後を守っていると、戦いやすさがまったく違う。カシュラはリョウカほど強くはないが、それでも必死に敵を押し返した。足りない実力は気合いや気力でカバーするタイプだ。

  「私の命がなくなっても、立ち往おう生じようしてでもリョウカ様の背中をお守りいたします！」

  　カシュラが叫んだ。

  「……いや、命は大事に、ね？」

  　リョウカは苦笑し、敵の攻撃を捌さばきつつ言った。

  　二人が親衛隊弩ど兵へいの陣形を崩したので、広場に集まっていた鉄てつ蛙けい兵へいや海兵隊の部隊長も戦いに加わった。女王シェラーシャは、公開フェラチオで疲れ果てた宰さい相しようメジーナを抱き上げて少しだけ後ろに下がる。

  　アルシャーサとニスーラは、朝ちよう廷ていの征西軍団副将リンカに打ちかかった。ニスーラを犯したのは、ラミンではなくリンカだったのだ。ただ殺すだけでは飽あき足りない、憎い相手だ。ニスーラはすでに両手の毒どく手しゆ拳けんを復活させていた。なにしろ、二人とも怒っている。リンカは戟げきを取って戦うが、アルシャーサの気き功こうが通った布が戟にからみついてその動きを制限する。

  

  　シュリンは、左右の[image: ]かんでシュンライに襲いかかった。

  　二本の[image: ]が、それぞれ別の生き物のように動く。

  　――ジャン国式双そう[image: ]かん絶ぜつ封ぽう門もん。

  　シュリンの動きはとにかく、速い。さすがのシュンライも防戦一方となった。

  　右の[image: ]が上から、左の[image: ]が横から。シュンライは、左右の武器を手元で回転させてシュリンの無駄のない連係攻撃をなんとか打ち弾はじく。

  「双[image: ]絶封門、連環連撃！」

  　シュリンの両腕が、縦たての回転を開始した。シュンライの頭上に、まず右の[image: ]が振り下ろされてくる。それをギリギリでかわすと、すぐに左が降ってくる。

  「やるな……！」

  「伊だ達てに大将軍を務めていたわけではないぞ！」

  　重い金属音が立て続けに響く。

  　シュンライは、左の柳りゆう葉よう刀とうを捨てた。

  「戦い方を変えればどうにかなるとでも……？」

  　シュリンは攻撃の手を緩ゆるめない。

  「どうだろうな……」

  　シュンライはバックステップで大きく間合いをとってから、九きゆう環かん刀とうを大だい上じよう段だんに振りかぶった。常識外れの強烈な発はつ勁けいとともに、シュリンの脳天を狙ねらって振り下ろす。

  　――武器ごと両断するつもりか。

  　シュリンは、左右の[image: ]かんを交差させ、その中心で九きゆう環かん刀とうを受け止めた。

  　ガキンッ！　と盛大な金属音。小さな爆発のような、火花。

  　九環刀の刃は太い[image: ]の三分の一まで食い込んだが、両断するにはいたらなかった。

  「この[image: ]は、ジャン国近海で生せい息そくする水竜の角つのでできている……！」シュリンは得意げに言った。「切れ味に自信のある武器なのだろうが、そう簡単に両断できてたまるか！」

  「言っておくが……両断する気など最初からない」

  　シュンライは、受け止められた状態のまま、九環刀を素早く握り直した。

  　シュリンの親衛隊と戦いながらシュンライの戦いを見物していたリョウカは、新しい握り方を見て「あっ！」と驚いた。九環刀の後端に左のてのひらを当てて、押し出すような構え方だ。それは、ついさっきシュンライと戦った北ほく天てん派の刺し客かく――カザミが鑽さん勁けいを使うときの構えだった。

  　そういえば、とリョウカは思い出す。今、二本の[image: ]を交差させてシュンライの九環刀を受けているシュリンだが、似たような展開がついさっきの戦いでもあった。

  　リョウカの予想通り、シュンライは鑽勁を使った。恐らく纏てん糸し勁けいを応用したもので、見よう見まねの鑽勁だったはずだ。それでも、効果は十分だった。九環刀が高速回転し、二本の[image: ]を巻き込んでシュリンの手から奪い取った。

  「しまっ……！」

  　一瞬、シュリンは完全に無防備になった。その隙すきを見逃すシュンライではない。

  　シュンライは九環刀を半回転させ、柄つかの後端でシュリンの喉のどを突いた。

  「――がはッ」

  　強烈な一撃を急所に食らったシュリンは転倒し、のた打ち回った。外がい功こうのおかげで即死はしなかったものの、戦闘の続行は不可能だった。

  「残念だったな……」

  　シュンライは、九環刀の刃をぴたりとシュリンの首筋に当てる。

  「女王様、首を刎はねます」

  「お待ちください……！」

  　アオリザが、シュンライの前に飛び出した。

  「どいてください。アオリザ姫」

  「この人は国を裏切ったかもしれません……しかし、私はシュリンを愛しています……！」

  　アオリザはすでに双そう眸ぼうからしずくをこぼしていた。

  「罪に問うなとは言いません。ただ、命ばかりは……」

  「王女様にそう言われたら……雇やとわれ将軍の私は従うしかありませんな」

  　シュンライは微笑ほほえんで九環刀を背中に回して収めた。

  「拘こう束そくせよ！」

  　と、シェラーシャが命じた。鉄てつ蛙けい兵へいが、シュリンを鎖くさりでがんじがらめにしていく。

  　その時には、すでにシュリンの親衛隊も全滅していた。ほとんどが捕らえられたのだ。ニスーラとアルシャーサがリンカを倒し、リョウカ一人で数十人という兵士を倒していた。

  「さて、本当に忙しいのはこれから。朝ちよう廷てい軍の主力を迎げい撃げきせねば」

  　シュンライが言った。

  　リョウカはその言葉にうなずき、

  「急いで軍港へ」

  「いや、その前にリョウカにはやって欲しいことがある」

  「え……？」
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  　ラゴンの征西軍団と再編成された西部第一軍合計二十五万。

  　ジャン国の総戦力は十万だが、今海上に出ているのはヒュンラが代理で指揮しているシュンライ師団三千と、海上警備専門の五千。合計八千に過ぎない。水軍はまだラミンの代わりが決まっていないので、動こうにも動けないのだ。

  「敵船発見！　距離は八町ちよう（約八百八十メートル）！」

  　ヒュンラの水すい竜りゆう船せんの物もの見みが、高い場所からそう報告してきた。

  　朝廷軍の船の数は、大小合わせておよそ五千。古来より「大軍に兵へい法ほうなし」というが、その通り征西軍団は陣形らしき陣形は組んでいない。ジャン国側の事情がわかっているのだろう。とにかく速度を出しているので、船の列が縦たてに長く伸びている。ジャン国の強力な水軍で横っ腹ぱらを突けば一撃だろうが、今ここにいないものの話をしても仕方がない。

  「いざとなれば、この八千人で時間稼かせぎの戦いくさだ……！」

  　と、ヒュンラは隣となりの船長に告つげた。まだ若い女船長は、戦死を覚悟して「……はい！」と力強くうなずく。

  　その時、ヒュンラたちの後方から銅ど鑼らの音ねが響いた。ジャン国の進軍の合図だ。援軍が間に合ったのかと思ってヒュンラは喜んだが、やってきたのは百隻せきちょっと、およそ六千人程度だった。その中から高速の遊ゆう撃げき船せんが抜け出して、ヒュンラの船に近づいてきた。遊撃船には、レイ・シュンライの姿があった。

  　遊撃船がヒュンラの船の横につけると、シュンライは軽かろやかに飛び移った。

  「よう、ヒュンラ」

  「援軍の数が少なすぎるぞ」

  　もちろんヒュンラは不満顔だ。

  「鉄てつ蛙けい兵へいと海兵隊を連れてきた。水軍が来るのはもう少しあとだ」

  「結局、時間稼かせぎか……！」

  「そう苛いら立だつなよ」

  「どう戦う？」

  「これだけ数の差がある。いくら相手が陣形を組んでいなくても、矢や戦いくさになれば必ず負ける。高速で突っ込んで、なるべく早く接せつ舷げんしてからの白はく兵へい戦に持ち込む」

  「他になさそうだな」

  「全速前進の銅ど鑼らを鳴らせ……！」
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  　リョウカは、カシュラとともに都と城じよう地下三階の拷ごう問もん部屋に向かっていた。

  　首都カンタンで最も冷える場所。そこにたどり着くには、地獄の底へと続くような長い階段を下りねばならなかった。かび臭くさい都城最下層。朝ちよう廷てい軍と戦うために見張りや拷問係も表に出ているので、残っているのは拷問刑期中の罪ざい人にんだけだ。

  　リョウカは、目的の部屋の扉とびらを見つけた。アルシャーサから預かった鍵かぎを使って、中に足を踏み入れる。その瞬間、強烈な臭しゆう気きにリョウカはむせた。

  （すごい精液の臭い……）

  　ラミンは、部屋の中央で馬の鞍くらのような装置に拘こう束そくされていた。股こ間かんを突き出す無ぶ様ざまな格好だ。その剥むき出しの秘所からは、白く濁った精液が溢あふれていた。

  「ラミン将軍……！」

  　リョウカとカシュラはラミンに駆け寄った。シュリンの部下に休みなく散々犯されたらしい、ラミンの目は虚うつろだった。だらしなく舌を伸ばし、口の端から涎よだれをこぼしている。

  「ラミン将軍、大丈夫ですか!?」

  　リョウカは、ラミンの拘束を解いた。

  　しかし――、

  「せ、せーえき……もっとラミンをいじめて……」

  　ラミンはリョウカにしがみついて、性交をねだって淫みだらに腰を振った。短い間に、徹底的に調教されてしまったのだ。ここまで理性が壊されるには、大量の媚び薬やくが投入されたはずだ。

  「ラミン様……まさかこんな……！」

  　カシュラは、顔をくしゃくしゃにして泣きそうになったが我慢した。そういえば、カシュラはもともと彼女の部下だ。ラミンは失敗した部下に厳しい罰ばつを与えていたが、それでもカシュラはまだかつての主人のことを慕したっているようだった。

  「どうしましょう、リョウカさま……？」

  「どうもこうも……」

  　このままでは、話にならない。時間もない。朝ちよう廷てい軍が迫ってきている。

  「一いちか八ばちか……」

  　リョウカは、賭かけに出ることにした。

  「ねえ、カシュラ」

  「はい……！」

  「これから、一緒にラミンさんを犯しましょう」

  「えっ……！」

  「いや……もちろん、普通の意味じゃないですよ。性交を通して、ラミンさんの気き脈みやくに刺激を与えるんです。上う手まくすれば、媚び薬やくを中ちゆう和わしてすぐに元通りに」

  「そんなことが可能なんですか……？」

  「白はく蛇じや淫いん功こうを応用すれば、もしかしたら」

  「白蛇淫功……？」

  「あとで説明します。今は時間が惜しい」

  　戦いくさに間に合わねばならない。リョウカは慌あわただしい手つきで男根を外に出した。

  「あはぁ……！」

  　半勃だちの男根にラミンがむしゃぶりついてきた。それを見て対抗心に燃えたのか、カシュラもフェラチオに参加する。

  　二人がかりで情熱的にさおをなめられて、リョウカの男根はたちまち膨ふくらんでいった。女殺しの凶暴な肉棒だ。

  　口でされるのが好きなリョウカだが、今は楽しむのが目的ではない。

  　ラミンの足首をつかんで強引に広げて（ラミンの右足は刃物なので気をつけた）、前ぜん戯ぎの必要もないほど濡れた秘所に挿入した。

  「――っ！」

  　それだけで、ラミンは軽く絶頂に達してしまった。

  　びくん、びくん、と痙けい攣れんする。

  「あひっ……あへッ……！」

  　ラミンは気持ちよさそうだが、そのために入れたわけでもない。リョウカは相手を癒いやすような温かい気持ちをこめて気き功こうを使った。白蛇淫功で相手を支配するのではなく、相手の気脈を調ととのえることをイメージする――。

  「いっ……なにこれ……スゴイッ！」

  　絶叫するラミン。

  　カシュラはしばらくその光景を羨うらやましそうに指をくわえて見ていたが、我慢できなくなって自慰を始めた。自慰をしながら、かつての主人であるラミンの乳ち首くびを吸い、乳ち房ぶさを揉もみしだく。

  　リョウカは女の亀き裂れつを貪むさぼった。激しく腰を使うと、ラミンも応える。ラミンの秘所の肉がぎゅっとリョウカを締めつける。散々犯されたあとのはずだが、まったく緩ゆるんでいないのはさすがだった。

  　ラミンの膣ちつ内ないには、ざらざらとした肉粒の部分があった。それがリョウカの男根のカリをぞりぞりっと甘くこする。ラミンの下半身が、より多くの快感を求めて淫みだらにくねる。リョウカの白はく蛇じや淫いん功こうの効果は絶大で、さっきからラミンはいきっぱなしだ。

  「そろそろ……！」

  　気の道が、リョウカの脳天からラミンの脳天まで通った。

  　気力は十分。リョウカは射精した。

  「はうあッ！」

  　熱い液体をぶちまけられて、ラミンは気を失ってしまう――。

  

  　――それから数分後。

  「これは……」

  　ラミンは、長い淫いん夢むから解放されてゆっくりと目を覚ました。

  　双そう眸ぼうに、知性の光が甦よみがえっている。正気に返ったのだ。

  「お前たちは……カシュラと……」

  「私はリョウカ。以前もお会いしました、シュンライ将軍の弟で子しです。あなたの疑いは晴れました！」

  「疑いが……晴れた？」

  　ラミンはしばらくぼんやりしていたが、すぐに状況を理解して「あっ！」と声をあげた。

  「時間がありません」リョウカは、アルシャーサから預かったラミンの服と武器を差し出した。

  「水すい神しん宮ぐうの本ほん陣じんで女王様、王女様がお待ちです」
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  　一国の将軍にして破は城じよう武ぶ侠きようでもあるラミンの復活は早かった。リョウカの手によって正気に返れば、すぐさま戦いくさ支じ度たくを整えた。リョウカ、カシュラ、ラミンの三人は、水すい神しん宮ぐうの本ほん陣じんに向かった。一刻の猶ゆう予よもないはずだった。水神宮の本陣では、最高指揮官である王族の三人が床しよう机ぎに腰掛けていた。

  「ラミン・ガラエダ、ただいま戻りました……！」

  　女王シェラーシャ、第一王女アルシャーサ、第二王女アオリザに謁えつ見けんし、ラミンはひざまずいて何事もなかったかのように挨あい拶さつをした。リョウカとカシュラは、少し下がったところで同じようにひざまずいている。

  「その……ラミン……」

  　アルシャーサは気まずそうだった。

  「アルシャーサ姫……」

  　ラミンも、何を言えばいいのかわからず困っているふうだ。

  「私の早とちりだった……許せ……」

  　と、アルシャーサは小さく頭を下げる。

  　その時、突然――、

  「そんな謝り方じゃダメですよ！」

  　リョウカが怒声をあげた。

  　これには、アルシャーサもラミンも、その場にいる全員が驚いた。

  「ラミン将軍は、裏切り者のせいで拷ごう問もん部屋で大変な目にあってたんです！　無実だったのに信じてもらえなくて……！　いくらお姫様でも、謝るべきところはしっかりと謝るべきです……！」

  　やや早口でまくし立てる。

  　言ってから、リョウカは「しまった……！」と後悔した。自分より身分が上の人間に対して口が過ぎた。即座に叩き出されても仕方がない、と思った。

  　だが、そうはならなかった。叩き出されるどころか、シェラーシャやアオリザはリョウカを見て大きくうなずいた。

  　アルシャーサが立ち上がり、ラミンに歩み寄った。

  　身を屈かがめて、ラミンを軽く抱きしめるようにする。

  「ご……ごめんなさい……ラミン。本当にごめんなさい……」

  「もったいのうございます、姫様……」

  「この短たん絡らくな姫を許してくれるのか」

  「許すもなにも。このラミン。何があろうと身も心もジャン国に捧ささげたつもりです。どうしようもないチンピラだった私をここまでにしてくれたのは、あなたの母上、女王様。許されれば、すぐにでもジャン国のために戦いましょう……！」

  「ラミン……」

  「姫様……」

  　二人が和解するのを見て、リョウカはほっと胸をなでおろした。そんなリョウカは、自分にジャン国王族の注目が集まっていることに気づいていない。

  　いくらジャン国の王宮がそれほど格式ばったものではないとはいえ、忌き憚たんなく意見するには勇気がいるはずだ。あのリョウカとかいう娘、さすがは拳けん神しん雷らいの弟で子し、ただものではない――王族の三人は皆同じことを考えていた。

  「これで準備は整いました」と、女王シェラーシャが言った。「すでに海上での戦いが始まっているはずです。私たちも急ぎましょう……！」

  

  　三人の王族、そしてリョウカ、ニスーラ、ラミン、カシュラ。以上の七人が、護衛とともに水すい神しん宮ぐうの本ほん陣じんから、馬と戦車でコーバン軍港まで移動する。

  　コーバン軍港は、ラミン更こう迭てつに反対する水軍の手によって閉鎖されていた。そこでラミンが単身馬を駆って、城門の前で大声で人を呼ばわった。

  「どうした、今は誰が指揮を執とってる!?」

  「あ、あれは――」

  「ラミン様！」

  　と、城門、城壁の上に人が集まった。

  「問題はすべて片付いた！　てめぇら、故こ国こくの一大事だぞ！　チンタラしてやがっとあとで仕置きだ！」

  　仕置き、という言葉が効いたらしい。すぐに城門が内側から開いた。

  　抗議行動中だったが、ジャン国水軍はすでに戦いくさの準備を終えていた。足りないのは、指揮官だけだった。ラミンが許されたことを知り、軍港内で盛大な歓声があがる。
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  　コーバン軍港から、六万人が出撃した。

  　水軍大将に復帰したラミンが指揮を執る。

  　最前線に出るわけではないが、女王も船で海上に出る。女王と王女たちが乗り込む水すい竜りゆう船せんには、警護としてニスーラがつく。

  　リョウカとカシュラは水竜船や要よう船せんではなく、高速の遊ゆう撃げき船せんを使うことにした。一刻も早くシュンライと合流するためだ。

  　シュンライたちは、たったの一万人ちょっとで朝ちよう廷てい軍征西軍団二十五万と激闘を繰り広げていた。その頑張りがなかったら、とっくの昔に征西軍団はジャン島に上陸を果たしていただろう。

  　シュンライとヒュンラは、船から船へと飛び移っては愛用の武器を振るい、死体の山を築いていた。しかしやはり多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。征西軍団ラゴン配下の破は軍ぐん武ぶ侠きようや破は城じよう武侠たちが、シュンライたちに狙ねらいを定めて攻撃を集中している。

  （あれが、二十五万の大軍か……）

  　リョウカの口からため息が漏れた。山を出て旅を始めてそれなりに戦いくさを見てきたが、やはり二十五万人ともなると特別だった。小さな国を見ているようで、あれだけの大人数がすべて敵だという事実がなかなか認識できなかった。ここで恐怖を覚える人間もいるのだろうが、最近のリョウカは少し慣れてきていた。戦う力に自信がついてきたおかげもあるのかもしれない。

  「レイ・シュンライ……拳けん神しん雷らいの名は伊だ達てじゃないか。あの女のおかげで、この戦はもらった！」ラミンが獅し子しのように吼ほえる。「全軍突撃！」

  　征西軍団は、縦たてに伸びた乱れた陣形のままシュンライの軍と激突し足止めを食らい、側面は完全に無防備だった。ジャン国水軍は、全速力で朝廷軍の横よこっ腹ぱらに突っ込んだ。征西将軍ラゴンは、ジャン国水軍の登場に驚きを禁じ得なかった。シュリンが上う手まくやると考えて油断していたのだ。

  　リョウカはシュンライと合流したかったが、あまりにも場所が離れていた。シュンライたちは朝廷軍の先頭と戦い、リョウカたちは朝廷軍の中心に食い込んだ。合流を諦あきらめて、とりあえず目の前の敵を叩くことに集中する。

  　と、不意にリョウカの心臓が「ドクンッ！」と跳ねた。動どう悸きが速まり、まぶたを閉じると白い閃せん光こうが瞬またたく。

  「リョウカ様、どうしました……!?」

  　カシュラが不安そうに言った。

  「いや……平気……」

  　また、白い閃光。そして閃光が走ったあとに、誰かの面おも影かげが脳のう裏りをよぎる。

  　あの優しそうな笑顔の持ち主は――。

  （――母様!?）　

  　器き解かい族ぞくの姫ひめ巫み女こ。

  　名は――ランスウ。

  　六つに分解され、今は武器となっている母。

  　ヒュンラやジャホウセンの話が本当なら、ランスウの体のどこかを征西将軍ラゴンが持っているはずだ。

  　なぜ、急に母の姿が思い浮かんだのか。

  　なぜ、急に体が変調をきたしたのか。

  　理由は一つしかない。

  （近くにいる――？）

  　リョウカは遊ゆう撃げき船せんの舳へ先さきに立って、母の姿――つまり、征西将軍の持つ武器を探した。

  「あれか！」

  　恐ろしく目立つ船が百メートルほど先に浮かんでいた。間違いようがなかった。

  　征西軍団水軍旗き艦かん、要よう塞さい型多層楼ろう閣かく船せん――「大だい亀きつ甲こう」。水すい竜りゆう船せんや楼閣船が海の上の砦とりでなら、大亀甲は海上の城だった。建物がそのまま海に浮かんで動いているような違和感があった。

  　大亀甲の甲かん板ぱん上に、三十代前半の色男の威い風ふう堂どう々どうとした立ち姿があった。銀色の装甲を折り重ねた明めい光こう鎧がいで身を守り、腰には布包みを下げている。

  　中性的な容よう貌ぼうに、白い肌――征西将軍ラゴンである。

  

  　リョウカたちより先に、ジャン国水軍の船が何隻せきかラゴンの大亀甲に接近していた。

  「予定通りとはいかないものだ……」ラゴンはため息をついた。「水軍大将は不在のはずなのに……まあいい。こちらの優位は変わらない」

  　ラゴンは布包みを解ほどいた。中から出てきたのは、一本の鉄の棒だ。

  　何の変へん哲てつもないただの棒に見えたが――、

  「六ろく門もん自じ在ざい棍こん！」

  　ラゴンが発はつ勁けいすると、驚くべき変化が生じた。

  　鉄の棒が急激に伸びて、その先端は弾丸のような勢いでジャン国の要よう船せんを一気に甲板から船底まで貫つらぬく。

  　ラゴンが発勁をやめると、六門自在棍は元の長さに戻る。

  　やはり特別な力を持つ――六門器械であった。

  　たちまち、ラゴンは三隻の船を沈める。それも、大亀甲の甲板からまったく動かずに、だ。

  「あいつが征西将軍……あれが母様の武器！」

  　リョウカは、遊撃船の漕こぎ手たちに大亀甲を目指すよう告つげた。

  「カシュラ、ごめん……手伝って。一人だと、まず勝てない」

  「もちろん……！　最初からそのつもりです！」

  　なにしろ、敵は征西将軍。強敵なのは間違いない。たとえカシュラが手伝ってくれても、勝つ可能性はそれほど上がらないかもしれない。が、自分たちが戦っている間にシュンライやヒュンラが来てくれるのではないか、という甘い期待もあった。なにより、母の手がかりを前にしてはやる気持ちが抑えられない。

  　小型で高速の遊撃船に乗っていることがプラスに働いた。水竜船や要船だったら、近づく前にラゴンの六ろく門もん自じ在ざい棍こんでやられていただろう。接せつ舷げんに成功したので、リョウカとカシュラは大だい亀きつ甲こうに飛び移った。二人が着地したのは、大亀甲の甲かん板ぱん上――ラゴンの目の前だ。

  「なんだ小娘」

  「征西将軍ラゴンだな！　その武器を返してもらう！」

  「『返す』……？　それはどういう意味だ」

  「説明する義理はありません……！」

  「ふん。ではまずは捕らえてみるとしようか……！」

  

  「カシュラ！」

  「はい！」

  　リョウカとカシュラは同時に仕掛けた。リョウカは素す手で、カシュラは左右の手に一本ずつ短い刀を構えている――「双そう刀とう」だ。

  　船の上だと手技が中心になりがちだが、なにしろ大亀甲は巨大。まるで陸上のように安定しているので、問題なく蹴りが打てる。

  　まずは、ラゴンの護衛を倒す必要があった。完全武装のおよそ二十人。リョウカは北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けんの狼ろう牙が長ちよう拳けんで戦った。素早い手技で相手の腕をからめとり、防御を崩してから発はつ勁けいの効いた重い一撃を叩き込む。今のリョウカなら外がい功こうをやっていない人間なら一撃で倒せるが、まだ余よ裕ゆうがあるので無駄な殺せつ生しようは避ける。ラゴンの護衛が刀を振り下ろしてくるのを避よけて、その手に鉄てつ砂さ掌しようの一撃を叩き込む。リョウカの一撃が、兵士の腕の骨を粉ふん砕さいする。

  　四人の兵士が、リョウカに対して同時に刀を振るった。避けられないので、刃をてのひらで防いだ。白はく蛇じや淫いん功こうを使って以降、リョウカの鉄砂掌は極まっていた。発勁のこもっていない攻撃を防ぐのは簡単だ。次々と降りかかってくる刃を拳こぶしで打ち弾き、華か麗れいに立ち回る。

  　リョウカは飛び上がり、敵の刀に叩きつけるような掌しよう底てい打だを放った。敵はリョウカの拳底を刀で受けたが、刀身がぐにゃりと歪ゆがんで使い物にならなくなった。

  　リョウカにはやや劣おとるが、カシュラも強い。捨て身で突っ込んで、双刀を高速で振るうその姿はまるで小さな旋せん風ぷうだ。カシュラにはそれほど余よ裕ゆうがないので、敵は殺すしかない。乱戦に強い戦い方だ。

  　護衛を片付けて、リョウカはラゴンの右を取った。カシュラは左だ。

  （母様……！）

  　リョウカの手足に、自然と気力がこもる。発勁とともに、連打を繰り出す。

  「ふん……」

  　リョウカは左右の拳で突き、上段下段の蹴りも打つ。しかしラゴンは、左手だけでリョウカの連打を捌さばいていく。

  「なっ……！」

  「威勢がいいのは口だけで、腕の方は『駆け出しの武ぶ侠きよう』といったところか――」

  　カシュラも双そう刀とうで斬りかかった。ラゴンは、双刀の旋せん風ぷうを右手の六ろく門もん自じ在ざい棍こんで防いだ。リョウカの連打を左手だけで、カシュラの斬ざん撃げきを右手だけで、同時に処理している。

  　ある程度覚悟してはいたが、それでもここまでの実力差を見せつけられると愕がく然ぜんとした。

  　ラゴンはリョウカの手首をつかんで引っ張って体勢を崩し、そこに裏うら拳けんを一発。リョウカはひっくり返って尻しり餅もちをつく。

  　右手でも、ラゴンは六門自在棍でカシュラの腹を突いた。カシュラは双刀を取り落とし、突かれた腹を抱えてうずくまる。――圧倒的だった。

  「私は万の軍隊と戦い、一人で城を落とせる破は城じよう武ぶ侠きよう――どうにかなるとでも思っていたのか？」

  　ラゴンが薄く笑っていると、新たな人影が飛び移ってきた。ジャン国の水すい竜りゆう船せんが、いつの間にか接せつ舷げんしていたのだ。

  「むっ！」

  「ラミン・ガラエダだ！　その娘に手出しはさせない！」

  　ラミンの武器は、両手で構えた苗びよう刀とうと義足の鱗りん角かく刀とうである。

  「貴様が水軍大将か！」

  「いかにも！」

  　ラミンは一気に間合いを詰めて、袈け裟さ斬りの苗刀を振り下ろした。ラゴンはその攻撃を六門自在棍で受ける。

  　間を置かず、ラミンは義足の鱗角刀で踏みつけた。ラゴンは足を引いて、ラミンの踏みつけをかわした。ラミンはさらに攻撃。鱗角刀の右足で上段蹴りを放つ。ラゴンは大きく上体を反らす。ラミンの鱗角刀は、ラゴンの喉のどまで数センチという場所を擦さつ過かする。

  「ふん！」

  　ラゴンは反撃の後ろ回し蹴りを放った。鋭するどい蹴りを食らって、ラミンの体が吹き飛ぶ。宙に浮いたラミンの体が甲かん板ぱんの上を跳ねて、転がる。船室の壁に激突し、板にめり込んでようやく止まる。

  「くそっ……！」

  　さすがにラミンはタフで、すぐに立ち上がった。だが、リョウカたちより善戦しても、やはりラゴンには力で負けている。

  「これで終わりか？」

  　というラゴンの問いに、

  「まだだ！」

  　と答えたのはリョウカでもラミンでもカシュラでもなかった。

  　かつての朝ちよう廷てい軍の勇将。

  　今はシュンライ師団の副将を務めているヒュンラだ。

  

  　シュンライは、征西軍団の武ぶ侠きようたちとの戦いが激しすぎて身動きが取れない。そこで、代わりにヒュンラを送ってくれたのだ。ヒュンラは、右手に象ぞう鼻び刀とう、左手に旋せん風ぷう血けつ滴てき子しという完全武装だった。

  　ヒュンラは、刃がうなるフル回転の旋風血滴子をラゴンに叩きつけた。ラゴンは六ろく門もん自じ在ざい棍こんで防御した。だが、回転する刃が予想外の方向に負ふ荷かをかけて、ラゴンは六門自在棍を取り落とした。

  「しめた……！」

  　と、ラミンが走り込んで、甲かん板ぱんに落ちた六門自在棍を拾い上げる。

  　棒の先端を、ラゴンの心臓に向ける。

  「こいつを伸ばして……てめぇを貫つらぬく！」

  　そう叫んで、ラミンは発はつ勁けいした。

  　ところが、六門自在棍は無反応。ラミンが「えっ？」と驚いているうちに、ラゴンはリョウカに倒された部下の刀を拾って次々と投じた。そうやってヒュンラを牽けん制せいしつつ、ラミンに突っ込んでその腹部に拳こぶしをねじ込む。

  「――おぷっ！」

  　内臓を揺らされて動きの止まったラミンから、ラゴンは易やす々やすと六門自在棍を取り返した。

  「六門器械、それも正統な姫ひめ巫み女このものともなれば、完全に扱いこなせるのは器き解かい族ぞくしかいない……」ラゴンは六門自在棍を左右に振り回して威い嚇かくした。「不思議なことに、この六門自在棍は持ち主の気穴きけつ――気力の生じる点――が『偶数』でないと言うことを聞いてくれない。器解族の気穴は四つ。普通の人間は三つ。もしかしたらと思って、私は自分の男根を切り落として気穴の数を二つにした……すると、六門自在棍はこの通り、意のままに操あやつれるようになった――！」

  　ラゴンは、六門自在棍をヒュンラに向けた。かなりの距離があったが、ラゴンには関係なかった。六門自在棍が弾丸のような勢いで伸びて、ヒュンラは避けられなかった。

  「がっ！」

  　肩を突かれて、ヒュンラは旋風血滴子を落としてしまう。

  　六門自在棍の攻撃は、単発では終わらなかった。ラゴンは一歩も動かず、ほとんど手を動かさないまま、六門自在棍だけが高速で伸しん縮しゆくを繰り返し激しい連打を繰り出す。

  　ドドドドッ！　と激しく打たれて、ヒュンラは船ふな端ばたに叩きつけられる。

  「つ、強い……」

  　リョウカは思わずつぶやいた。

  「当たり前だろう」

  　ラゴンは笑った。

  　その時、ラゴンの足にカシュラがしがみついた。

  「リョウカ様を……守るんだ！」

  「なんだ、貴様……」

  「カシュラ！」

  「リョウカ様、今のうちに逃げて！　シュンライ様を呼んできて……！」

  「で、でも……」

  「さっさと手を放せ……ザコめ」

  　ラゴンは、冷たい表情で足元のカシュラを六ろく門もん自じ在ざい棍こんで打った。カシュラの褐かつ色しよくの肌に、たちまち幾いく筋すじもの赤い傷が走る。

  「ひっ！　あッ！」と悲鳴をあげながらも、カシュラはラゴンを放さなかった。

  　この状況で、カシュラを見捨てて逃げられるわけがない。しかし、闇やみ雲くもに向かっていってもあれだけの実力差を埋うめられるわけがない。カシュラが時間稼かせぎをしてくれているうちに、リョウカはラゴンに勝つ方法を探す――。

  「必死になって無ぶ様ざまなものだ」

  　ラゴンは、カシュラを思い切り蹴り飛ばした。

  「ぐあっ……！」

  　カシュラの体が宙に浮いて、飛んでいく。

  　海に落ちそうになるところを、ヒュンラが抱きとめて助けた。

  「よくもっ、カシュラを……！」

  　リョウカは鋭するどく言った。

  　ヒュンラが落とした旋せん風ぷう血けつ滴てき子しを拾って、ラゴンに早足で近づいていく。

  「そんなもので私に勝てるとでも――!?」

  　ラゴンは、六門自在棍を構え直す。

  「やってみればわかります！」

  　リョウカは、ラゴンに近づきながら徐々に速度を上げていった。やがて全力疾走となり、ラゴンまであと数メートルというところで地面を蹴る。

  　リョウカは鎖くさりを振り回し、見よう見まねで旋風血滴子をラゴンに叩きつけた。

  　ラゴンは六門自在棍を前に払う。

  　旋風血滴子と自在棍がぶつかる瞬間――、

  「今だッ！」

  　リョウカは気力を爆発させた。

  　人並み外れた量の気き功こうを、すべて旋風血滴子に送り込む。
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  　旋風血滴子の刃やいばは、気功によって回転する。中心には、「気き功こう炉ろ」と呼ばれる装置が組み込まれている。

  　その気き功こう炉ろが、あまりに大量の気力を一気に注ぎ込まれたせいで破裂した。

  　リョウカはシュンライと出会う前、ずっと仙人になるための修行を積んでいた。だから、気功を応用したからくり仕掛けには詳しい。理論上は可能なはず。それでも一いちか八ばちかの賭かけではあった。白はく蛇じや淫いん功こうで器き解かい族ぞくの気き脈みやくに目覚めていなければ、こんな芸当は不可能だったろう。

  「過か剰じような気力を送り込んで爆発させた!?」

  　と、ヒュンラが驚きの声をあげた。

  「なッ……！」

  　まったく予想していなかった攻撃に、ラゴンの目がくらんだ。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの破片がラゴンの全身に突き刺さり、隙すきが生じる。

  　リョウカは、ラゴンの懐ふところに飛び込んだ。

  　左腕を取り外し、六ろく門もん解かい尖せん刀とうにする。

  「もらった――！」

  　真下から斬り上げた。

  　六門解尖刀の鋭するどすぎる刃が、ラゴンの股こ間かんに食い込んだ。鉄でも紙のように切り裂く解尖刀だが、ラゴンの体には独特の抵抗があった。ゴムをハサミで切る感覚に似ていた。股間から入って、腹部、胸部を通過し、頭部へと抜けていく。

  「――っ！」

  　ラゴンの動きが止まった。

  　リョウカは六門解尖刀を振り抜いて、勢い余って半回転する。

  　ラゴンは、真っ二つだった。正せい中ちゆう線に切れ目が走り、ラゴンの体が二つに分かれてゆっくりと離れていく。

  「勝った――！」

  　リョウカは六門解尖刀を自分の左腕に戻した。

  

  　大将を失って、征西軍団に動揺が走る。

  　シュンライがラゴン配下の武ぶ侠きようたちを粗あら方かた片付けて、代わりの指揮を執とる人間もいない。

  「征西軍団ラゴン将軍を、拳けん神しん雷らいの弟で子しリョウカが討ち取った！」と、ラミンが全軍に告つげた。

  「ジャン国大勝利！　敗はい残ざん兵へいを一気に片付けろ！」

  　ジャン国軍の兵士たちが「おおおッ！」と雄お叫たけびで応える。

  　シュンライがちょうど最後の敵破は城じよう武ぶ侠きようの首を刎はねている時に、リョウカが大将の首を獲とったという報告が耳に飛び込んできた。シュンライの周囲には、生首やバラバラの手足が大量に転がっている。

  「よくやった……リョウカ！」

  　九きゆう環かん刀とうにこびりついた血を振り落とし、シュンライは離れた場所で戦っている弟で子しを称たたえた。移動を再開し、逃げる敵兵を倒しながらリョウカを捜す。

  「……シュンライ様！」

  「リョウカ……！」

  　二人がようやく合流を果たした時には、すでに戦いくさは終わっていた。



  


  エピローグ

  



  
    １
  


  

  　征西軍団は壊かい滅めつした。ラゴンを失い、シュンライ一人に十人近くの破は軍ぐん武ぶ侠きよう、破は城じよう武侠を討ち取られ、一度崩れだすと後はあっという間だった。その勢いに乗って、ジャン国水軍はゼンバン軍港も奪だつ還かんした。

  　ジャン国は平和を取り戻したのだ。

  　征西軍団と西部軍合計三十万の穴を埋うめるのは、巨大なルカン朝ちよう廷てい軍といえども時間がかかるだろう。

  

  「王女様」

  　と、水すい神しん宮ぐうに凱がい旋せんを果たしたアルシャーサにメジーナが話しかけた。

  「どうした、メジーナ」

  「シュリンの処しよ遇ぐうについてなのですが……」

  「そういえば、まだだったな……」

  　とりあえず拘こう束そくして、牢ろう獄ごくに叩き込んである。シュリンの部下も数百人がまとめて逮捕された。シュリンの命令でラミンを犯した女力士たちなどには、これから長い拷ごう問もんと性奴ど隷れいとしての日々が待っている。

  「はい、裏切ったとはいえ元大将軍……いかがいたしましょうか」

  「あの女を殺すと、アオリザが泣くだろう」

  　と、アルシャーサは一考し、

  「刑けい罰ばつは……そうだな。まずは一年の拷問刑。拷問の指揮はラミンに任せる。拷問刑終了後は、シュリンはアオリザの性奴隷とする。表向きには病やまいに倒れて療りよう養よう中としておこう。これでよいか」

  「妥だ当とうだと思います。さすがはアルシャーサ姫……！」

  

  　都と城じよう地下三階の拷問部屋に二人の女がいる。

  「立場が逆転したな……元大将軍」

  　つい先日までラミンがいた場所に、今はシュリンが拘束されていた。

  　シュリンは全裸で卑ひ猥わいな体勢だが、それでもラミンを睨にらみつけていた。

  「気に食わねーな。その『覚悟は決まってます』みたいなツラ」

  「ふん……」

  「ま、あんたを追い詰めるにはどうすればいいか色々と考えて……今日はお客さんに来てもらった」

  「お客さん……？」

  「姫様、どうぞ」

  　ラミンがそう言うと、扉とびらの外で待っていた少女が中に入ってきた。

  「アオリザ様ッ!?」

  　ジャン国の第二王女アオリザだ。

  「悩みましたが……」アオリザが口を開いた。「ラミン将軍が言うんです。私が拷ごう問もんに協力すれば、刑期を短くすると……」

  「そういうわけだ」

  「この外げ道どう……！」

  「痛いところをつかれたか？　裏切り者のくせに外道呼ばわりとは……」ラミンはふふんと邪じや悪あくな笑みを浮かべる。「やはり、裏切ったとはいえアオリザ様への思いは本物と見える」

  　ラミンは、いきなりアオリザを抱き寄せた。

  「では、アオリザ様……」

  「はい……」

  　そして、キス。ラミンはアオリザのあごをつかんで口を開けさせて、強引に舌をさし込んだ。二人の舌がからみ合って、ぴちゃぴちゃといういやらしい音が響く。

  　アオリザは切なげに眉み間けんにしわを刻んだ。

  「ラミン、貴様血迷ったか！」

  　シュリンは驚きよう愕がくし、両目を限界まで見開き、怒声をあげた。

  「まさか。これもアオリザ様と交わした約束のうち」

  　アオリザの唇をたっぷりと堪たん能のうしてから、ラミンは言った。

  「約束……!?」

  「女王様、そしてアルシャーサ姫は、元大将軍シュリン・ポーに拷問刑を言い渡した。拷問刑では、命さえ奪わなければ指を落とし、耳を切るくらいのことは許される。それを哀あわれに思ったアオリザ様は、『私が性の奉ほう仕しで楽しませるので、シュリンを必要以上に傷つけないで欲しい』と――。なんともけなげな話じゃないか」

  「なッ――！」

  「さてと、邪じや魔ま者には猿さる轡ぐつわをかけて、と」

  　ラミンは、シュリンの口に球状の猿轡をかけた。

  「――っ！」

  「楽しみましょうか、アオリザ様」

  「わ、わかりました……」

  　ラミンは服を脱いで仁に王おう立だちした。

  　その股こ間かんからは、たくましい擬ぎ似じ男根が生はえている。

  「ああ……」

  　アオリザはひざまずき、恐る恐るラミンの男根に舌を這はわせた。

  「ん――ッ！」

  　シュリンは、嫉しつ妬とのあまり目を血走らせて手足を振り回そうとした。だが、頑がん丈じような拘こう束そく具はびくともしない。

  　アオリザは亀き頭とうをちろちろとなめて、シュリンの視線を気にしながら本格的に呑み込む。

  「しっかり奉ほう仕ししないと、シュリンの指を切り落としますぞ」

  「ふぁ、ふぁい……」

  　ラミンは乱暴にアオリザの喉のどの奥に突っ込んだ。

  　アオリザの目にうっすらと涙がたまる。

  　今回の大勝利で、ラミンは大将軍も兼ねることが内定した。シュリンを拷ごう問もんするためにアオリザを使うことは、アルシャーサが内々に許可を出している。これは、知らず知らずのうちとはいえ朝ちよう廷てい軍の裏切り者に体を許していたアオリザへの罰ばつでもあるのだ。

  「これが王族の口淫フエラチオか……たまらんなあ」

  　アオリザは、シュリンのためにラミンの男根を情熱的にしゃぶった。笛を吹くように横にくわえて奉仕する。

  　自分よりずっと身分が上の美少女が性奴ど隷れいのようにフェラをする光景が、ラミンの征服欲を満たした。

  　やがて絶頂が訪れて、ラミンは王女の口に精液を放った。

  「しっかり飲んでくださいよ……」

  　言われた通り、アオリザは白はく濁だく液をごっくんと飲み込んだ。

  「まだまだ、これから」

  　一度射精したあとも、ラミンの勃ぼつ起きはまったく衰おとろえていなかった。

  　ラミンはアオリザの太ふと腿ももをつかんで、軽々と持ち上げた。そうやってから自分はシュリンの目の前に置いた椅い子すに座り、アオリザの秘所に垂直に勃起した男根をあてがう。

  　いわゆる背面座位の体位だ。

  　ラミンは座った体勢で、その上にさらにアオリザが座る。

  　アオリザを完全に持ち上げているラミンは、足を大きく開かせて、勃起した擬似男根の上にアオリザの股こ間かんを落として結合させた。

  　ちょうど男根と秘所がこすれ合う部分を、シュリンに見せつけるようにする。

  「ああッ……こんな体位……恥ずかしい……！」

  　激しい上下運動に、アオリザは甘く泣いた。

  

  　シュリンにとって、これほどの罰はなかった。

  　最愛の人が、目の前で別の人間に犯されている。

  　こんな地獄がしばらく続くかと思うと、頭がおかしくなりそうだった――。

  



  
    ２
  


  

  　リョウカは、母の一部を取り戻した。

  「六ろく門もん自じ在ざい棍こん」――。

  　取り戻してからというもの、リョウカは毎晩この自在棍を抱いて眠る。カシュラや侍じ女じよとの性交で疲れ果てたあとでも、自在棍を手た繰ぐり寄せるのは忘れない。

  （――伝わってくる）

  　六門器械から滲にじみ出てくるのは、母の思いか。母の記憶か。

  　胸が温かくなってきて、リョウカはこれ以上ないほど健すこやかな眠りに落ちるのだ。

  

  　征西軍団残敵掃そう討とうが完了し、シュリンも投とう獄ごくされ数日が過ぎ――。

  　ジャン国首都カンタン都と城じようの広場で、祝勝の宴うたげが開かれていた。敵先発隊を潰つぶしたあとも宴があったが、今回のものはずっと大規模だ。

  　竹や木でできた打楽器、管楽器が、ジャン国独特の激しい音楽を奏かなでる。料理は食べ放題、酒も解禁で飲み放題。とっておきの水すい竜りゆうの刺身も振る舞われた。

  　美しい踊り子たちが数百人も舞い、広場を少し離れた暗がりでは鉄てつ蛙けい兵へいの女たちが乱交に耽ふけっている。

  　舞い踊るのは、踊り子たちだけではなかった。女王シェラーシャ、第一王女アルシャーサ、第二王女アオリザ、宰さい相しようメジーナ、毒どく手しゆ拳けんのニスーラまでもが舞台に立っている。ジャン国では、舞ぶ踏とうは特別だ。王族や政府高官、身分関係なく淫みだらな舞を演じる。

  　いくら伝統とはいえ、慣れないニスーラは踊り子の衣装を着て恥ずかしそうだった。それでも、めでたい宴の席。拳けん法ぽうの演えん武ぶを応用して、ニスーラは自分なりのベストを尽くした。

  　松たい明まつが燃える夜。メジーナの濡れた瞳が妖あやしく輝く。黒い衣装からこぼれそうな乳ち房ぶさが揺れる。ふっくらとした体型のシェラーシャが、足を広げて兵士たちをねぎらう。知的な美び貌ぼうのアオリザは、最近急に色っぽくなってきた。

  　ただ、やはり誰よりも目立つのは第一王女アルシャーサだ。引き締まった四肢を白鳥の羽のように優雅に動かし、周囲に危あやうい色香を振りまく。乳首や股こ間かんを隠すだけの過激な衣装。お尻のあたりに鳥の尻尾しつぽのような飾りが付いている。そして、天てん女によの羽は衣ごろも。蠱こ惑わく的な瞳――。アルシャーサの舞踏はまるで妖精のごとき美しさだ。そして激しく腰を振り、四つん這ばいになって挑発する。

  　まるで夢の国だった。
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  　しかし、リョウカたちはもうすぐ旅を再開する。

  　リョウカ、シュンライ、ホウショウ、リラン、ヒュンラが並んで座っている。少し離れた場所に、カシュラやフィフィ、ジュジュなど水着侍じ女じよたちがいる。

  「私は……旋せん風ぷう血けつ滴てき子しの修理があるのでしばらくここに残る」ヒュンラは言った。「修理が終わり次第、追いかける」

  「壊してすみません……」リョウカが改めて頭を下げる。

  「気にしていない。勝つためならなんでもやるものさ」ヒュンラは微笑ほほえんだ。「しかしそれにしても、母上、オンリンとは結局合流できなかったな……」

  「二人でくっついて、寝台の上で時間がたつのも忘れてるとか」と、シュンライ。

  「気持ち悪いことを言わないでくれ」ヒュンラはむっと眉み間けんにしわを寄せた。「母が、あんな乱暴者とくっつくなんてあり得ない……」

  「いよいよ八はつ卦け封ほうが近づいてきましたね」ホウショウが言った。

  　シュンライはうなずき、

  「都みやこに入ってリョウカを北ほく天てん戦の選手に登録してしまえば、やつらも手が出せなくなる」

  「そうなんですか？」と、リョウカ。初めて聞いた。

  「大会規約だ。北天戦の選手を国の軍隊が追いかけることは禁じられている。太古の王が武神と交わした取り決めだ。同時に、北天戦の選手は自分から積極的に戦いくさに参加することも許されない。まずは、そこまでが勝負だ」

  「あの……シュンライ様」

  　リョウカは、ためらいがちに言った。

  「なんだ」

  「……カシュラが同行を申し出ているんですが……これからの旅、彼女も一緒でいいでしょうか？」

  「む」

  　と、シュンライは一瞬険しい顔をしたが、

  「それを私が許さないのも妙な話だろう」

  　一応は了りよう承しようしてくれた。

  （うわあ……怒ってる）

  　リョウカがアルシャーサのことを警戒しているように、シュンライもカシュラのことを警戒している。互いに奔ほん放ぽうな恋愛を容認しているはずなのに、不思議なものだ。

  　そういえば、アルシャーサがクバンカサの子だということがわかって、また少しシュンライが彼女を見る目が変わった気がした。山で修行を積むだけの静かな生活を送ってきたリョウカには、この人間関係は複雑すぎる。



  


  あとがき

  

  　三巻です。読者様に感謝！

  　今回はお礼の言葉だけ手短に。

  　サークル「にょたいなんたい」様が、二〇〇八年冬のワンダーフェスティバルで武林クロスロード『レイ・シュンライ』のフィギュアを出品してくださいました！　見事な女体、見事な筋肉表現に感動してもちろんブースまで足を運びましたよ。自作のキャラクターがフィギュア化されるなんて初めてのことだったので本当に嬉しかったです。次のワンフェスでも遊びに行きます！

  　そして、秋あき津つ透とおる先生へ。あちこちでお世話になっております。この場を借りてお礼申し上げます。先生の『魔獣戦士ルナ・ヴァルガー』がなければ武林が書かれることもなかったかもしれません……！

  　これからもよろしくお願いいたします。ではでは。
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